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セピア色の写真館 ～想い出の一枚～

合唱 東京歯科大学合唱団，歯科衛生士学校学生有志及び合唱団「鯨」の皆さん

レコ鑑の皆様の協力で完成したレコード ソリスト（左）阿部容子氏，大藤裕子氏，金谷良三氏，
平野忠彦氏と指揮・河地良智氏



楽興の時
東京歯科大学管弦楽団の発祥は昭
和２年故西堀一夫先生（Ｓ６卒）を
はじめ有志により始まりました。そ
の後，時代と共に編成を変えながら
昭和３９年入学した永井哲夫君，板垣
光信君，鏡 宣昭君の３人を中心に
「１０年後に現役とOBで第９シン
フォニーを！」の呼びかけに，似鳥
弘道君（Ｓ４６卒），松木英作君（Ｓ４７
卒），広瀬 秀君（Ｓ４７卒），矢﨑宣利
君（Ｓ４８卒），渡邊洋子さん（Ｓ４８卒），
駒橋邦雄君（Ｓ４９卒）等を始め多くの
メンバーが参加し，昭和４２年第１回
定期演奏会を開催しました。
この時演奏した未完成交響曲で
は，似鳥君のお兄さんで当時NHK
交響楽団のOboe 首席奏者・似鳥
健彦氏に演奏とご指導を頂きました。
初めての練習でその音色に圧倒さ
れ指揮棒が振られても音を出すのを
忘れ，N響の凄さを感じたものです。
昭和５１年１１月日比谷公会堂にて第

１０回目の演奏会となりました。
執行部は大野裕久君（Ｓ５３卒），
中村正延君（Ｓ５３卒），澤田敦子さ
ん（Ｓ５３卒）の３人でした。
しっかりとした計画と実行力で陣
頭指揮を執ったインスペクターの
大野君，常にソロバンと帳簿を抱え
OBの負担すべき金額をガッチリと

請求し裏方を支えた会計の中村君，
そして芸大を挑戦しようかと思わせ
る技量で演奏の責任者・コンサート
ミストレスを担ったのが美少女の誉
れ高き澤田さんでした。
更に，この日の演奏会はレコード
音楽鑑賞同好会の皆様が録音を担当
し，貴重なレコードとなったのです。
大学が水道橋から稲毛に移り管弦
学部の活動も廃部寸前まで追い込ま
れました。しかし，入学式でOB
の有志が駒橋君の指揮で国歌・校歌
の演奏を続けるうちに，学生も少し
ずつ増え平成５年定期演奏会の復活
までこぎ着け現在に至っています。
年度を異にすれば，顔も名前も知
りませんが，大学のクラブ活動で楽
興の時を過ごした思い出が，後輩に
充実した学生生活を送るために少し
でも手助けになればとOB会は活
動しています。

（昭和４４年卒・高市 武 記）

☞苗字は学生時代の時のものです。

山中湖湖畔の合宿（昭和４５年頃）第９の執行部・中村君（左），澤田さん，大野君

指揮する駒橋君（写真・大学学生課）

第２５回定演で大役を果したOB二人
小川 学君（Ｓ５１卒左）と岡崎 真君
（Ｈ９卒）

第２１回定演でブルッフを弾く西山和秀
君（当時５年・Ｈ１２卒）



巻 頭 言

東京歯科大学は再来年創立１２０周年を迎えるに当り，
メインテーマに「継承と発展」を掲げましたが，これは
本学が歯科界のリーダーとして養ってきた伝統を後世に
継承し，今後も更なる歯科医学界の発展へと導いていく
ことを意味するとのことです。
一方本年１月に発足した東京歯科大学同窓会の大山執
行部は，「変革と発展」を目指し和衷協同を以って会務
に全力を尽くすことを目標に掲げました。
私は数年前に上原春男著「成長するものだけが生き残
る」（サンマーク出版）を読んだことを思い出します。
この著者は工学博士の立場で個人と組織とを問わず「成
長は人間にとって不可欠」であることを，説得力ある論
法によって分かり易く解説しております。
母校は「キャンパスの水道橋移転」を決定し，大学当
局はその理由を同窓はじめ各方面に伝えるべく懸命の努

力をしておりますが，それはまさに「生き残るために成
長する」道を選択したものと私は理解しております。
移転については賛否両論があり，反対者の中には多く
の同窓に書簡を送り自説を訴える人もあり，各地の同窓
会支部においても移転に疑問を持つ人や反対を唱える人
が少なからず居ることも確かです。そしてこれらの人々
は全て母校を愛し，母校に思いを馳せる人達であること
は間違いありません。しかし，大学の説明を待つまでも
なく，益々進む少子化や歯科大学・歯科医療界の現状を
分析し，将来を展望した時私は「移転＝成長」と判断す
るのが妥当であり，その他の事情をも考慮すれば移転や
むなしと考える１人です。（但しサブプライム問題から
派生した世界的金融・経済異変が，本事業に与える影響
は非常に懸念されるところです）
我々は医療人であるが故に日常臨床においては「万一
の場合の備え」は必須であると共に“歯科医師である前
に人間たれ”という血脇イズムは，東歯同窓の多くが胸
に刻んでいる筈です。即ち人間性豊かな医療人であれば

こと じ にわか しつ こ

“琴柱に膠して瑟を鼓す”（史記）の教訓を胸に収め，
常に臨機応変の対応が出来なければならないと思いま
す。昨年発生した同窓会に関わる「一連の出来事」で
は，この訓えをしみじみと感じたものでした。
大山執行部は，会員のために如何にあるべきか，会員
の浄財を如何に使うべきかを熟慮して，会務執行に努め
ておりますが，そのひとつとして，経費節減を計るため
に旅費規程の改正を理事会で決定致しました。また７月
には「会則等検討委員会」を設立し，会則の適正・合理
化のため数項目について諮問し，答申を受けて先月の評
議員会・総会で可決を頂きました。
本年は多くの問題を抱える中での評議員会・総会の開
催となりましたが，活発な意見・質疑が交わされながら
も「東京歯科大学らしい」爽やかで感動・感銘を覚える
閉幕となったことが実に印象的でした。
次年度予算編成に当っては，経費の有効活用と事業の
活性化を計るために「事業計画検討会」を発足させまし
た。どのような変革が真の発展に繋がるかを思考しつ
つ，「会員のために」を第一義として，会員が信頼を寄
せ魅力を感じる同窓会たるべく，役員一同今後一層奮励
しなければならないと思います。
母校が熱田理事長による新体制のもと，多難な時局を
乗り越えなければならない今こそ，大学・同窓一丸とな

ふ ぎょうてん ち は

り“俯仰天地に愧じず”（孟子）を肝に銘じ，歯科界の
オピニオンリーダーを自負すると共に，「東京歯科大学
の底力」を発揮して，輝かしい１２０周年を迎えようでは
ありませんか。

「変革と発展」への思考

副会長

片 倉 恵 男
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お 知 ら せ

同窓会事業・行事

母校関係行事・案内

理事会より
●１１月２２日の評議員会において東京歯科大学同窓会会長賞が，３名の先生方に贈られた。
これは，大学院の論文に対しての評価を表したもので，大学院研究科からの推薦により決定され
る。３先生には今後，大学での後輩の育成に力を注いで頂きたい。
会務７ページ～９ページに詳細記載。

●評議員会で可決された共済規程の一部変更についてのお知らせを同封しております。ご確認ください。
●同窓会本部の年末年始のお休みは，平成２０年１２月２７日（土）～平成２１年１月４日（日）までです。

●TDC卒後研修セミナー２００９プログラム
臨床実技セミナー
№１ MTM基礎コース

～明日から使えるMTM～
４月１８日（土）・１９日（日）

№２ 新素材，歯冠修復の新たな潮流
～メタルフリー修復を臨床にとり入
れよう～

５月２４日（日）
№３ 全身管理と偶発症に強くなろう

６月２１日（日）
№４ 根管形成法・根管充填法の基本と応

用
～根管治療のあたらしい３S（Safety
Speedy Surely）～

９月６日（日）

基本技術セミナー
№５ フラップ手術の基本

～for beginners～
７月１２日（日）

№６ １枚のX線写真からみられること
～デンタル·パノラマX線撮影のコ
ツと読影～

１０月４日（日）
卒研フォーラム
№７ 歯科医療の将来へ向けて

～国民歯科医療の充実とは～
１１月８日（日）

問い合わせ先：東京歯科大学同窓会学術部
Tel.０３－５２７５－１７６１

●平成２０年度東京歯科大学同窓会評議員会・定時総会
と き 平成２１年１月２８日（土）
ところ 如水会館（千代田区一ツ橋２丁目）

●平成２１年度 東京歯科大学 入学試験情報

入学種別 募集人員 出願期間（必着） 試験日 合格発表日 会 場

一般入試Ⅰ期 約５０名 １２月４日（木）
～１月２７日（火）

２月２日（月）
２月５日（木） 千葉会場（東京歯科大学千葉校舎）

大阪会場（天満研修センター）センターⅠ期 ２０名 ２月１０日（火）

一般入試Ⅱ期 約１０名 ２月２３日（月）
～３月１１日（水）

３月１４日（土） ３月１７日（火） 東京歯科大学水道橋校舎
センターⅡ期 ５名
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平成２０年度評議員会は，平成２０
年１１月２２日（土）午前１０時から，飯
田橋にあるホテルメトロポリタンエ
ドモントにおいて開催された。関
泰忠専務理事の司会のもと，江﨑
梅太郎副会長の開会の辞で評議員会
は始まった。点呼は受付の署名を
もって替え，評議員総数１５８名中，
出席１２６名（１０時現在）で会議は成立
した。
大山萬夫会長の挨拶は，別掲の通
りである。次に関専務理事より来賓
の紹介があり，来賓を代表して熱田
俊之助理事長，金子 譲学長よりご
挨拶をいただいた。その要旨は別記
の通りである。
議長・副議長の選出
司会者に一任となり，議長に八南
支部・池田恒彦評議員，副議長に日
歯代議員・加藤木 健評議員が選出
された。議事録署名人には横浜西部
支部・島田英明評議員，渋谷支部・
山崎秀雄評議員が議長より指名され
た。
報 告
報告に先立ち，代理出席者の承認
が諮られ承認された。次いで１３７名
の物故会員に対して全員黙祷を捧げ
た。平成２０年度会務全般の報告が
関専務理事よりあった。次いで佐藤
晃一会計担当常任理事から平成２０
年度会計現況報告がなされた。
（大学創立１２０周年記念事業）
関専務理事より大学創立１２０周年
記念事業について，同窓会としての
取り組みについて次の説明があっ
た。「同窓会報６月号，８月号に井

上前理事長，金子学長の記事，また
『金子学長と大山会長の座談会』に
おいて事業計画の内容について会員
の皆様にお知らせしております。昨
年度の評議員会で賛同を得た事業計
画「母校創立１２０周年事業に協力す
る。」に基づいて取り組んでまいり
ます。記念式典については全面的に
協力いたします。水道橋移転につき
ましては大学と連絡を密にして移転
状況を先生方にお知らせしていきま
す。このような形で同窓会は１２０周
年記念事業に協力していきたい。」
（事前質問について）
今回も昨年と同様に議事進行を円
滑に行うため事前質問を受けたとこ
ろ，８名の評議員から１１題の事前
質問があった。
１）滋賀県・曽我宏世評議員より
「大学の水道橋移転について」「大学
の科研費の不正使用について」又，
千葉県・曽我部 勉評議員より「水
道橋移転における校地確保につい

て」の質問があった。

関「これは大学へのご質問であり，
すでに金子先生のご挨拶の中に回答
があると考える。」
関連質問「大学は同窓会に対してど
の程度の寄付金を予定しているの
か」
金子学長「まだ決まったわけではな
い。同窓会長とも相談して決めてい
きたい。」
関「これは大学側の話であり，同窓
会としては１２０周年事業がどのよう
形で進展していくかを見極めなが
ら，話合いの上で先生方の意見を聞
きその金額を決めたいと思ってい
る。」
２）北信・水橋 巌評議員，板橋・
森岡俊介評議員より「臨床研修医，
卒業直後の会員に対する会費徴収に
ついて」質問があった。
関「会則にかかわる問題で会則等検
討委員会にて検討していきたい。」

会 務

平成２０年度評議員会 第１１４回定時総会報告
― １２０周年記念事業について理事長，学長が評議員会で説明―
―同窓会共済規定変更ならびに会則変更議案通過する―
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３）麹町・遠藤孝平評議員より「い
わゆる本部会員の存在について」質
問があった。
関「本部会員の存在については，本
来会員は支部を通じて会費を納める
ことになっているが，支部を経ない
で本部会費のみを納めている会員が
千余名存在する。」
４）兵庫県・宗本匡由評議員からは
「地域支部連合会は年に一回総会を
開催するという規約がある。地域に
よっては，開催が困難であるので，
規約の改正又は十分な金銭的援助を
行うべきだと思う。」
関「同窓会は親睦団体であり，でき
うる限り一年に一回開催していただ
きたい。総会に対して幾分かの本部
からの援助はできる。」
５）板橋・森岡俊介評議員より「旅
費交通費を下げるべきではない
か。」
関「全国の状況を見ながら検討して
いく。」
６）富山県・金川直博評議員からは
「『前同窓会々長の手紙』が会員に配
られている同窓会の現在の状態は残
念である。同窓会が一丸となって，
意思の疎通を図る同窓会にしていた
だきたい。」
関「全く同じ考えである。」
７）墨田支部・中西国人評議員より
「総合政策費積立金は１２０周年記念
事業に転用することは可能か」
関「１２０周年記念事業が具体化した
時点で検討課題としたい。」
議 事
第１号から第５号議案までの平成

１９年度決算関係の議案が一括上程

され，佐藤常任理事ならびに中島
信也総務担当常任理事より議案の説
明があり，浅野薫之常任監事が監査
の結果を報告した。質疑の後，第１
号より第５号までの議案が原案通り
可決承認された。第６号議案は中島
常任理事より議案の説明があり，原
案通り可決承認された。第７号から
第１０号議案までは一括上程され，
関専務理事，佐藤常任理事より議案
の説明があり，各号に質問を受け第
７号より第１０号議案まで原案通り
可決承認された。引き続き，第１１
号から第１３号議案が一括上程され
た。質疑の後第１１号から第１３号議
案は可決承認された。第１４号議案
は，東京歯科大学名誉教授奥田克爾
先生（前微生物学講座），同じく東京
歯科大学名誉教授高橋正憲先生（前
市川病院）のお二人を名誉会員への
推薦で，可決承認された。第１５号と
第１６号議案，共済規程の変更ならび
に共済負担金についてが一括上程さ

れた。野上宏一厚生担当常任理事よ
り説明があり，質疑の後両議案とも
可決承認された。共済負担金の変更
に伴い１１号議案共済金について変
更が承認された。第１７号議案，同
窓会会則一部変更は中島常任理事よ
り議案の説明があり，質疑の後可決
承認された。第１８号議案，一連の
事件にかかわる対応について，関専
務理事より執行部案の説明があり，
その後色々と意見が出たが，執行部
案どおり可決承認された。
協 議
執行部また会場からは協議題は提
出されなかった。
平成２０年度叙勲・褒章受章者の顕
彰式ならびに同窓会会長賞表彰式
中島常任理事より平成２０年度に
叙勲・褒章を受章した６名の紹介が
あり，大山会長より顕彰状と記念品
が伝授された。代表して高添一郎名
誉教授より謝辞が述べられた。
次に今年で３回目の同窓会会長賞
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表彰式に移り，最優秀賞に福山賀子
氏，優秀賞に，鈴木憲久氏，鏡明祥
氏の３名にそれぞれ大山会長より表
彰状と金一封が伝授された。
服部玄門副会長の閉会の辞で本年
度の評議員会は終了した。

第１１４回同窓会定時総会
第１１４回定時総会は関専務理事司
会のもと柳 清二副会長の開会の辞
で始まり，会長挨拶の後，議長に
加藤木 健会員，副議長に池田恒彦
会員を選出，また議事録署名人に谷
繁信会員，石原 忍会員が指名され
総会が進められた。まず関専務理事
より平成２０年度会務報告，池田恒彦
評議員会議長より評議員会報告，
佐藤常任理事より平成２１年度予算関
係の報告があった。議事に入り，平
成１９年度決算関係並びに財産目録の

第１号～第６号議案提案の後，原
武仁監事の監査報告がありそれぞれ
審議され可決承認された。
協議については，執行部，各会員
からも上程されなかった。そして，
最後の第７号議案の会則の一部変更
についても可決承認された。
片倉恵男副会長の閉会の辞で総会
は終了した。
総会終了後，多くの会員が懇親会
に出席し和やかな雰囲気の内に終了
した。

大山会長挨拶

「私たち執行部は大学の同窓会と
してどのようにしたらよいのか」
原点に戻って「同窓会員の福祉，相
互の親睦そして大学の後援」を同窓
会の本部の活動基盤といたしまし
た。またこのような原点に立ち返る
ことにより強力な同窓会が復興する
と考えております。「変革と発展」
を基本姿勢とし，またみんなで一つ
の問題を考え協力していきましょう
という和衷協同の精神で一年間やっ
てまいった次第です。
同窓会報でこれまでご報告してま
いりましたが，これまでの経過を総
括いたしますと，昨年５月の事件に
ついては穏やかな形で進めてまいり

たいと思っておりましたが，諸般の
事情から「謝罪と決意」という文面
を同窓会報に折り込み，事情の説明
とともにお詫びをした次第です。
同窓会報は会員の皆様とのコミュ
ニケーションの唯一のルートです。
しかし「大学とのコミュニュケー
ションがなかなかとれない。」と地
方に参りまして言われたことでもあ
ります。できるだけ同窓会報の間口
を広げてやっていこうということで
大学の情報を載せるようにいたしま
した。
主な根幹的な事業はそのまま続け
てまいるつもりです。来年の卒後研
修セミナーも継続してまいります。
本日の資料に来年の受講のパンフ
レットが同封されております。
総務につきましては会則の見直
し，また来年は同窓会名簿発行の年
にあたりますが，個人情報保護法を
考えてやってまいります。
厚生部は共済についても政府のほ
うから縛りがきつくなっています。
本日も改正をお願いしています。
保険部につきましては「保険の手
引き」をお配りしておりますが，保

険部の先生が苦労して作られたもの
です。どうかご活用下さい。
情報部でございますがインター
ネット，HPの管理維持をおこなっ
ております。
本部といたしましては細かく事業
を見直しております。「同窓のため
の同窓会である。」ということを基
調に持っておりますのでご希望を
言っていただきまして，それに添え
るものは沿っていきたいと思いま
す。
最後に１２０周年記念式典，事業に
ついては同窓会報において，金子先
生と私の座談会など何度も報告して
おります。情報が先回りし，資金，
移転はどうするのだろうかなどいろ
いろなご質問を受けます。今日はサ
ブプライム問題のなか，大学がどの
ようにしていくのか理事長先生，学
長先生もいらっしゃいますので，特
に学長先生には時間を割いてお話し
いただきます。是非虚心坦懐に聞い
ていただくとありがたいと思ってお
ります。

評議員会挨拶
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熱田理事長挨拶要旨

『私は東京歯科医学専門学校を昭
和２４年に卒業いたしました。一開
業医であります。』という自己紹介
でご挨拶は始まりました。大学の変
革，１２０周年記念事業について千葉
校舎から水道橋への移転についての
概要についてお話をされました。特
に１２０周年記念事業については，次
のように述べられました。『１２０周
年記念事業に関しては規模を少し縮
小して，簡素なものにして実施をす
るということで，すでに実行委員会
等でその縮小計画も立てている。』
また『現在のTDCビル，近くの駐
車場を中心に計画を立てているのが
実態です。それだけで現在のあの規
模の大学の移転ができるかという
と，情勢は大変厳しいものがある。
あと２００坪程度の土地が近隣に欲し
いというのが現在のところでござい
ます。』また大学移転に対しては次
のように力強く決意を述べられまし
た。『井上理事長時代に決議した千
葉校舎の大学移転に関しては，私は
これを継承するとここにお誓い申し
上げます。またこれから充分な協議
を重ね，同窓会報等になるべくス
ピーディーに先生方にお知らせする
ようにして参りたいと思っておりま
す。』

金子学長挨拶要旨

（科学研究費の不適正使用）
１０月中旬科学研究費，公的資金
の不適正使用ではメディアに公表す
ることになり，同窓の皆様にはご迷
惑をおかけしました。お詫びを申し
上げます。科学研究費の調査を大学
内で自主的に行ったところ，５名の
不適正使用があった。（その中には
私の平成１２年，また１３年などの件
があった。）カラ出張，個人流用など
はなく犯罪性のない不適正使用であ
り，一部新聞で「不正」「裏金」と
報道されたが法的な問題は含まれて
いない。大学では対象者に対して処
分を行っている。科学研究費は個人
への助成であり大学ぐるみの問題で
はない。大学への一般経常費の補助
金，また特別経費の補助金への影響
はほとんどなかろうと想定してい
る。
しかしながら国民からの税金とい
う公費の不適正使用であり，大学の
自主的調査と自浄作用を働かせたと
はいえ，不名誉なことでお詫びをす
るとともに今後に生かしていく所存
です。
（１２０周年記念事業）
１２０周年記念事業に関しては，同
窓会報６月号に掲載以来進展あるい
は変更はありません。昭和第一高校

の土地に関しては昭和第一高校側よ
り「東京歯科を第一の交渉相手にす
る」という交渉権が決定されている
が，向こう様の都合もあり実際の打
ち合わせはしていない。消滅という
ことも考えられる。駐車場では４００
坪の矩形の土地にすべく努力してい
る。この土地は学生棟になると思っ
ている。ここに血脇ホール，資料室
が設置されることになると考えてい
る。しかしながら容積的にも少なく
ともあと２００坪ほどの土地がほしい
と思っている。
稲毛の土地は半年ほど前には金額
提示した業者もいたが，現在はその
話はなくなっている。水道橋病院で
は毎年２億円赤字が減らない状態で
ある。１０年後では累計２０億の赤字
も考えられる。お金の算段は私学振
興財団で校舎の建替えに対して低利
（１％）で貸し付けをしている。こ
れを利用し，時期を見て稲毛を売却
することも可能ではないかと考えて
いる。千葉，水道橋，市川の三つを
維持することはまず不可能である。
稲毛校舎を残すとすれば，水道橋の
病院を閉鎖または売却するしか道は
ない。確定をした計画はできない
が，土地の手当てをしていく。（現
在土地を買うのは良い時期だと考え
る）確定した設計図など計画を立て
る段階に現在ない。
（大学の報告） 人事，入学試験
国家試験 等について話された。

１２０周年記念事業についての理事長，学長説明要旨
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東京歯科大学同窓会会長賞は，東京歯科大学同窓会が創立１１０周年を記念して母校の人材育成に
寄与することを目的として平成１７年に創設したものである。本賞は，本学大学院歯学研究科におい
て，優秀な学位論文を作成し，優秀な成績で課程を修了したものに対して，授与するものである。
第３回目となる本賞の募集及び選考については，第５７６回大学院研究科委員会（平成２０年７月９
日開催）において講座・研究室主任を通じ学内に広報された。５名から申請があり，大学院研究科
長を選考委員長とした選考委員会において厳正に審査された結果，３名（会長賞１名，優秀賞２
名）を選出，第５７８回大学院研究科委員会（平成２０年１０月１５日開催）の了承を得て，同窓会に推薦
された。同窓会理事会の決定により第３回受賞者は下記の３名となり，同窓会評議員会（平成２０
年１１月２２日開催）にて表彰されることとなった。なお，３名とも大学院修了後の身分は異なる
が，大学に籍を置き，後進の指導にあたっている。

第３回東京歯科大学同窓会会長賞
○同窓会会長賞（１名）
歯内療法学講座 福山 賀子（平成２０年３月修了）

○同窓会優秀賞（２名）
口腔外科学講座 鈴木 憲久（平成１９年３月修了）
生化学講座 鏡 明祥（平成１８年３月修了）

局所麻酔薬に含まれる血管収縮薬や，炎症などから喚
起される歯髄の循環障害は，歯髄の保存を考慮する上で
臨床的にも極めて重要である。本研究は，低酸素状態に
よりAMP/ATPを感知するAMP活性化プロテインキ
ナーゼ（AMPK）の発現と活性化に注目し，低酸素状態
に対応する歯髄細胞の反応を明らかにすることを目的と
した。
ラット歯髄細胞株RPC-C2Aを用い，AMPKサブユ
ニット isoformの構成を明らかにした後，低酸素環境
の細胞増殖に及ぼす影響，AMPKの各 isoformの発現
と活性化，また，AMPKと低酸素に対応する重要な転
写因子であるHIF-1 αの発現との相互関係をウエスタ
ンブロット法で詳細に検討した。その結果，１）RPC-
C2A細胞におけるAMPKサブユニット isoformの構

成は，触媒サブユニット α１，調節サブユニット β１，
γ１であること，２）RPC-C2A細胞の増殖は低酸素環
境下で早期に抑制されるが，AMPKと HIF-1 αの発現
とAMPKの活性化に伴い回復すること，３）AMPKα
１の発現を siRNAで抑制すると細胞増殖が抑制された
が，HIF-1αの発現への影響は認められなかったことを
明らかにした。これらのことから，AMPKが RPC-C2
A細胞株における低酸素ストレスに応答し，細胞の存
続ならびに増殖に関与しているが，HIF-1αの発現は
AMPKに対し非依存性に制御されていることが明らか
となった。
本研究で得られた結果は，歯髄の創傷治癒過程の解明
につながり，今後歯髄保存療法や歯の移植などへ応用す
ることによりさらなる発展が期待できる。

第３回東京歯科大学同窓会会長賞について

歯内療法学講座 福山 賀子（平成２０年３月修了）
論文名：Hypoxia Induces Expression and Activation of AMPK in Rat Dental Pulp

Cells
雑誌名：Journal of Dental Research（８６⑼：２００７，９０３～９０７）
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粘膜悪性黒色腫（Malignant Mucosal Melanoma：
MMM）と腺様嚢胞癌（Adenoid Cystic Carcinoma：
ACC）は，頭頚部悪性腫瘍の中でも特に悪性度が強
く，治療が非常に困難な疾患であることが良く知られて
いる。これらの疾患に対して，現在最も有効であるとさ
れている治療法は，放射線医学総合研究所重粒子医科学
センター病院で行われている重粒子線による放射線治療
である。しかし，組織型も発生母地も全く異なるこれら
の疾患に対して，なぜ同一の治療が特異的に著効するの
か，と言う理由は，まだ解明されていないのが実状であ
る。そこで，本研究では粘膜悪性黒色腫と腺様嚢胞癌に
まだ知られていない遺伝子上の共通点があるのではない
か，と仮定し，分子生物学的手段を用いて解析を試みた
ものである。
本研究では，粘膜悪性黒色腫患者１２名，腺様嚢胞癌

１５名という過去に報告の無い多数の患者から採取した
腫瘍DNAに対し，PCR-LOH法，PCR-SSCP 法，DNA

オートシークエンサーを用いた遺伝子配列の検索といっ
た分子生物学的解析手段を用いて，遺伝子解析を行っ
た。その結果，第９番染色体短腕上に存在し，細胞周期
の制御を行っている p16/CDKN2領域，第４エクソン
上の第２２５コドンと第２２６コドンに粘膜悪性黒色腫と腺
様嚢胞癌に共通した遺伝子変異が認められた。
本研究の結果より，p16/CDKN2領域の遺伝子異常が
粘膜悪性黒色腫と腺様嚢胞癌の発生，進展に関与してい
る可能性が示唆され，また，p16/CDKN2領域は細胞周
期に関与していることから，細胞周期を問わずに奏効す
る重粒子線による放射線治療の効果の理由とも考察する
ことができる，と考えられる。
以上より，本研究の結果は全く異なる二つの悪性腫瘍
に対して，遺伝子的共通点を発見した，と言う点におい
て，今後の医学の発展に貢献できるものであると考えて
いる。

S. mutansと S. sobrinusはヒト齲蝕に関与する主要な
病原菌である。両者の性質の大きな違いの一つとしてデ
キストラン依存性凝集という現象がある。S. mutansは
この現象を示さないとされていたので，当初この現象は
齲蝕病原性とは関係がないとされていた。しかし，S.
mutansにおいても，条件により同凝集を示すことが分
かり，これに関与する遺伝子として gbpCが同定された
ので，その後この gbpC遺伝子も病原因子とされるよう
になった。一方 S. sobrinusではこれに関与する遺伝子
は長らく同定されなかった。最近，本講座で同定した
S. macacaeにおけるデキストラン依存性凝集に関与す
る gbpC遺伝子を用いて調べると，S. sobrinusにも

gbpCに類似の遺伝子の存在が示唆されていた（柴山論
文－第１回同窓会優秀賞受賞）。そこでこれに着目し，
S. macacae gbpC遺伝子を利用して，S. sobrinusにおけ
る同遺伝子の検出を試みた。すると大きさの違う別のタ
ンパク質をそれぞれコードする２つの類似遺伝子が見つ
かった。それらのタンパク質を大腸菌で発現させ，デキ
ストラン結合活性を調べたところ，大きい方のタンパク
質がデキストラン結合活性を持つことを明らかにし，そ
の遺伝子を dbl（デキストラン結合レクチンの意）と命
名した。一方の小さいタンパク質をコードする遺伝子は
S. macacae gbpC遺伝子と類似性が高かったが，デキス
トラン結合活性がないことを明らかにした。これらの解

口腔外科学講座 鈴木 憲久（平成１９年３月修了）
論文名：Mutation of the p16/CDKN2 gene and loss of heterozygosity in malignant

mucosal melanoma and adenoid cystic carcinoma of the head and neck
雑誌名：International journal of oncology（３１⑸：２００７，１０６１～１０６７）

生化学講座 鏡 明祥（平成１８年３月修了）
論文名：One of two gbpC gene homologues is involved in dextran-dependent aggre-

gation of Streptococcus sobrinus
雑誌名：Oral Microbiology and Immunology（２２⑷：２００７，２４０～２４７）

会 務

8



析により S. sobrinusのデキストラン依存性凝集に dbl
が関わっていると結論した。
本研究により S. sobrinusにおける表現形質であるデ
キストラン依存性凝集に関与する新規遺伝子が同定さ
れ，この遺伝子が齲蝕病原性にかかわっている可能性が
高いことが示唆された。今後はどのような形で齲蝕病原
性に関わっているのかを調べる必要があると思われる。

この研究を進めることで S. mutansと S. sobrinusにお
いて齲蝕病原性に関わる遺伝子が特定されれば，遺伝子
レベルでの齲蝕予防を行うことが出来る可能性がある。
さらに口腔内細菌の同定を行い，個々に対応したカリ
エスワクチンを作成するなどによってよりクリティカル
な齲蝕予防を行えるようになることも期待される。

第５回理事会

平成２０年１０月１１日（土）午後２時３０分～午後６時１５分
於 特別会議室
出席 ２９名
議長 柳副会長

会長挨拶
事業運営がうまくいくよう私が大学とのパイプ役と
なって会務を執行していきたい。また評議員会に向かい
慎重な協議を願いたい旨挨拶。

黙 祷
平成２０年９月１１日から本日までに逝去の連絡があった

１１名のご逝去を悼み，謹んで哀悼の意を表した。「黙祷」

会務報告および承認
１）平成２０年９月１１日から平成２０年１２月までの日程を
報告。
２）各部報告
⑴ 総務部
① 支部長退任および退任時の感謝状ならびに記念
品の贈呈について１件報告。
② 支部・地域支部連合会等学術講演会講師交通費
の支出について２件報告。

⑵ 会計部
平成２１年度財政方針の骨子については協議事項
で説明することを報告。
⑶ 渉外部
渉外部委員会報告を説明。

⑷ 学術部
① 学術部委員会報告を説明。
② 卒後研修セミナーについて報告。

⑸ 広報部
広報部委員会報告を説明。

⑹ 厚生部
① 平成２０年度逝去会員は１０月７日現在で累計１１６
名，規程により弔慰共済金を支給した旨報告。
② 罹災災会員１名について報告。
⑺ 保険部
保険部委員会報告を説明。

⑻ 情報部
情報部委員会報告を説明。

３）事務職員１名退職および２名雇用について報告。
４）大学法人より，水道橋各会議室について本部同窓会
で使用する場合は無料ただし事前に法人事務に連絡し
許可を得て利用するよう案内があった。
５）日本橋高島屋との法人契約について
各デパートとも，同窓会は法人でも個人でもないた
め，外商取引が原則できない。数社と交渉した結果，
日本橋高島屋外商部で法人取引することが可能になっ
たため，今後事務処理を単純明快にするためにも，取
引を一本化することにした旨報告，了承。
６）名簿編集委員会の設立について
個人情報保護法のもと連絡先記載の有無について事
前調査が必要であることと，実際の編集作業は広報部
委員会主導で行う旨報告，了承。
７）平成２１年は名簿作成年度にあたり，名簿積立金を
取り崩すことを報告。
８）会則等検討委員会からの答申について説明，了承。
９）平成２１年度評議員会日程について
大学行事の日程調整の必要上常任理事会で検討，総
務一任となった。通例１１月２１日（土）であるが場所が
取れず，１１月２８日（土）如水会館で行うことに決定し
た旨報告，了承。

１０）自然災害の被災にかかわる共済金規程について

理事会のうごき

会 務
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罹災共済金の覚書について報告，了承。今後共済金
が変わる予定であることから，同窓会員が理解できる
ような細部の内規を作成したい。

１１）平成２１年度ゴルフ大会は９月１０日の第２木曜日を
予定したが，日歯代議員会と重なるため，９月１７日
（木）に決定した旨報告。

各地域選出理事報告
１）戸田理事（北海道）
① ８月２３日（土）北海道地域支部連合会総会を開催
した旨報告。
②大学への希望：会員からのざっくばらんな意見を聞
いていただける窓口をつくってほしい。

２）高橋理事（東京）
① １２月６日（土）東京地域支部連合会総会の開催予
定を報告。
②ⅰ）共済金支給について 当年度中，未納者につい
ては差し引く⇒前回常任理事会決定事項を改める
ⅱ）連合会理事選出について
ⅲ）水道橋移転に関する説明方法についての要望

３）伊藤理事（東海）
① ９月７日（土）東海地域支部連合会総会を浜松市で
開催した旨報告。

４）小室理事（近畿）
① １１月２３日（日）近畿地域支部連合会総会の開催予
定を報告。

５）安田理事（中国）
① １１月２９日（土）に島根県支部総会の開催予定を報
告。

６）久保田理事（四国）
① 愛媛県中心でセミナー等学術関係事業が行われて
いることと，若い先生中心で色々予定を作っている
旨を報告。

７）濱田理事（九州）
① １０月１８日（土）九州地域支部連合会総会を開催し
た旨報告。

８）大学の報告
① 千葉校舎の移転理由の一つは，耐震建築基準を満
たしていないことも含まれる。

協議事項
１）同窓会会費および共済負担金納入延期願いについて
１件承認。
２）共済負担金納入延期願いについて１件承認。
３）同窓会会費および共済負担金納入免除願いについて
１件承認。
４）推薦会員退会願いについて１件承認。
５）平成２１年同窓会事業計画について，資料に基づき
説明，協議の結果了承。
６）平成２１年同窓会事業予算について，資料に基づき
説明。協議の結果了承。
７）同窓会共済規定の一部変更（案）について説明。協議
の結果承認。
８）平成２０年同窓会評議員会の運営について説明。協
議の結果了承。
９）第３回東京歯科大学同窓会会長賞について大学より
推薦された３名を報告。協議の結果，承認。

１０）今後同窓会の組織力強化のために学年代表者の協
力を得ることが不可欠であることから，学年代表の組
織作りを検討して行きたい旨説明。協議の結果，承
認。

１１）HP会員掲示板の記載事項に対する対応について説
明。

１２）本学同窓関連機関勤務者名簿の配布範囲と時期に
ついて説明。協議の結果，渉外部に一任を承認。

１３）北海道釧路支部長が今年逝去され，現在会員が１
名となっているため今後の対応を協議した結果，近隣
において代行できる方を地域から推薦していただき，
本部から正式に依頼することを了承。

１４）「同窓会事業の検討委員会（仮称）」設立につい
て，総務一任で進める旨を承認。

１５）東京歯科大学同窓会役員並びに職員旅費規程の一
部変更については理事会決定事項である旨説明。協議
の結果，承認。

１６）平成２１年東京歯科大学同窓会事業予算において，
総合政策費積立金会計の名称変更について説明，協議
の結果，総合政策費積立金会計を時局対策費積立金会
計に名称変更する旨を承認。

１７）同窓会平成２１年度理事会・常任理事会開催日程
（案）を配付説明。一部訂正し了承。

理事会のうごき
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学 術

TDC卒後研修セミナーではこの
３０年間，知識，技術，総合的視点
にたったプログラムを考慮し，歯科
医師生涯研修のためにセミナーを企
画して参りました。歯科医師生涯研
修の考え方としては，国民は歯科医
学の進歩の恩恵を受ける権利があ
り，私たち歯科医師は，進歩した歯
科医療を国民に提供する責務があり
ます。そのために，歯科医師は生涯
にわたり研鑽を積み，国民からさら
なる信頼を得ることが必要ではない
でしょうか。会員の先生方におかれ
ましても，その臨床経験年数，大学
卒業後の経歴，専門分野，診療スタ
イルに対応した形で研鑽を積み，臨
床の基盤としていることと思いま
す。「東京歯科大学のOBは皆勉強
熱心だ」という声を耳にすること
は，我々の誇りであると感じており
ます。
今回の年間テーマとして近未来

（５年後，１０年後）の歯科医療状況
を予見するために，「必要な情報は
何か」を考えてみました。患者さん
の「良質な治療を受けたい」という
思いは，年々強いものになってきて
います。私達が日常臨床でこれらの
ニーズに応えていくために必要な知
識と技術には，基礎的なもの，先進
的なもの両方があると思われます。
また，最近では卒前卒後における
臨床教育環境の変化から，卒後キャ
リアの少ない先生方が技術的不安要
素を抱えるケースも見られるように

なりました。
そこで２００９年卒後研修セミナーで
は，今後の歯科医療の変化に対応す
べく情報を整理すると共に，日々の
臨床に直結する臨床実技セミナー，
基礎的な技術の向上を目的とした基
本技術セミナーの２種類の実習付き
セミナーを開催いたします。
臨床実技セミナーでは，好評を得
ております「MTMセミナー」，昨
年受講申し込みの多かった「メタル
フリーセミナー」に加えて，最近重
要視されてきました全身管理の基
本，そして日常臨床の中でルーティ
ンワークとなっている歯内療法を，
よりシンプルに行う手技について取
り上げてみました。「全身管理」で
は，本学麻酔科の協力を得て，モニ
タリング，鎮静法などを研修してい
ただきます。「歯内療法セミナー」
では，根菅治療法の基本テクニック
とその勘所を紹介するとともに，実
習では湾曲根への対応，テーパード
プレパレーション，モノコーンテク
ニック，マイクロスコープを体験し
ていただきます。
基本技術セミナーでは，お馴染み
でありましたFop セミナーの基礎
的な部分で構成した「フラップ手術
の基本」～ for beginners ～，そし
て診査診断の基本として欠かせない
ツールであるＸ線写真を活用するた
めの基本的手技に関するセミナーを
開催します。「Fop セミナー」で
は，ブタ顎骨を使用して，フラップ

手術のイロハから実習いたします。
「Ｘ線セミナー」では何が見えるの
か，何を診るのかという基本を再確
認し，実習では実際に様々な撮影法
を体得し，希望者には撮影実習をし
ていただきます。
このように，経験年数，臨床体験
の違いに応じたプログラムを提供さ
せていただくことで，多くの会員の
先生方のニーズお応えできるものと
考えております。また，フォーラム
では本年度のテーマに則り，近未来
の歯科医療を考えるべく「国民に
とって最良の歯科医療とは何か」を
学識，歯科医師会，臨床家それぞれ
の立場から情報を提供していただ
き，皆さんでディスカッションする
内容を企画しております。講師に
大久保満男先生，石井拓男先生，中
川勝洋先生をお招きし，情報を共有
することで印象あるメッセージを残
すことが出来ると考えております。
卒後研修セミナー２００９
［３つの基本構成］
・臨床実技セミナー
（先進的事項，応用できる範囲を
広げるための項目を体得する）

・基本技術セミナー
（基本的な知識，技術の確認を目
的とし，臨床のベースを強化す
る）

・卒研フォーラム
（近未来の歯科医療を科学する）
（２００９年プログラム担当

牧野 寛）

本号の同窓会報に同封しましたプログラムをご覧の上，多くの先生方のお申し込みを学術部委員会一同心よりお待
ち致しております。なお，申し込み受付開始は，２００９年１月７日からとなります。

「近未来の歯科医療に対応する知識と技術」企画にあたり
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２００８年１０月２６日（日）の上記卒
後研修セミナーを取材してきました
のでご報告いたします。
今年度はベーシックセミナーとし
て義歯を取り上げ，「設計の秘訣」
と題して講演を，実際の症例のパノ
ラマレントゲンや口腔内写真を見な
がらグループ分けされて義歯設計を
ディスカッションして，１日学びま
した。

企画主旨には「パーシャルデン
チャーの構成要素である支台装置を
中心に解説を加え，トータル的には
どのように一装置として扱い設計す
るのかを習得していただきます。力
学的にはどのように咬合力を受け機
能しているかを学ぶことで，欠損補
綴処置を行う上で重要な要因が理解
できるかと思います。そして，欠損
に対する見方を一口腔単位としてど
う診て補綴処置に活かしたら良い
か，難易度評価と設計実習後のグ
ループディスカッションから，より
臨床的な内容で伝えられるかと思い
ます。」
とありました。
企画主旨説明の後，早速２症例の
設計実習が行われました。講演前の
いきなりの設計実習に戸惑う受講生
もいましたが，臨床経験が長い先生

は素早く書き上げ，若い先生方は時
間が過ぎてもなかなか書き終わらな
い方も見受けられました。この自分
の設計は，午後のグループディス
カッションに発表することになって
います。

午前の講演は「パーシャルデン
チャーのための診察とクラスプの設
計」「クラスプデンチャー設計の実
際」「欠損歯列の読み方」とあらた
めて設計の基本を学ぶことが出来た
と思います。この講演を踏まえて直
感的難易度評価のテストが行われま
した。５ケースのパノラマ写真を３０
秒ずつ見て，それぞれ１～１０まで
の難易度を即座に判断するというも
のでした。先の講演で習ったことを
じっくり考える時間はありませんで
したが，初診で来院された患者さん
の口腔内をざっと診て難易度をある
程度判断できる練習になったかと思

います。
昼食を挟んで午後は難易度評価の
解説がありました。自分が評価した
難易度が合っているのか，間違って
いるのかは義歯を長期に渡って支台
装置を含めて良好に保つ為の判断基
準になります。難症例を易しいと判
断した先生は，午前の講演をしっか
りと理解しなおす必要があるよう
です。

続いてこのセミナーのメインであ
る症例グループディスカッションに
移りました。１グループ６～７人に
分かれ，午前に行われた設計実習の
パノラマ写真，口腔内写真を見なが
らそれぞれ何故自分はこの設計にし
たのか，今設計を変えるとしたらど
のようにしたいか等，活発な討論が
行われました。やはり，臨床経験の
長い先生は咬合状態・補綴物・咬耗
などからこの症例の経時的変化を的
確に捉えていて，若い先生とは症例
を診る目が違い，大変勉強になった
と思いました。
技術的な実習はありませんでした
が，基本となる症例を診る目は経験
ばかりではなく，よく考えて取り組
めば見えてくるものもあると思いま
した。

（取材・広報部 福井雅之）

卒研リポート２００８
パーシャルデンチャーをもう一度学ぼう

～設計の秘訣～

学 術
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今回の卒研フォーラムでは様々な
アプローチで患者さんの健康を支援
している３名の先生方（右写真左か
ら牧野 明先生，高柳篤史先生，
北川原 健先生）にその取り組み方
と医院に勤務されている歯科衛生士
の方にも歯科医院での取り組みをご
紹介いただきました。
歯周治療とメインテナンス
牧野先生の講演からは診療に対す
る先生の熱意と自信を感じることが
できました。ルートプレーニングの
ポイントはブラッシング指導を行い
歯肉が変化したとき（歯

�
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�

カ
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�
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な
�

っ
�

た
�

時
�

）に麻酔を行なわず一
回のアポイントで一歯を行うという
ことでした。歯肉が変化するまで４
か月もかかった患者さんもいらした
ようですが，患者さんをほめ，スラ
イドで目に訴え，「私の言う通りに
すれば，絶対なおる」と患者さん
を引っ張る力は尋常ではないよう
です。
くろ かわ

畔川澄枝歯科衛生士からは
「ルートプレーニングスキル」とい
う題でWHOプローブを用いた歯
石の触知感，ルートプレーニングの
注意事項を発表されました。畔川さ
んのお話からは歯科衛生士としての
責任とやりがいを持っていることを
感じました。
保健指導から健康支援への

アプローチ
高柳先生は現役の同窓会学術部委
員かつ日本口腔衛生学会理事の立場
もあり健康支援の定義やデータを用
いた客観的な話にもかかわらず，激
しい手振りをまじえた講演は熱意の
ある熱い話となりました。これまで
の術者目線である保健指導から患者
目線，生活者目線である健康支援と

いうアプローチについての考え方を
述べられました。高柳歯科医院に勤
務する真中美和子歯科衛生士「患者
の主体的参加を促す歯磨きコミュ
ニュケーション」のお話では，ブ
ラッシング指導では歯垢が残ってい
ることを責めるように指摘するので
はなく，ブラッシングのコツの説明
や，歯ブラシの特徴などから興味を
持ってもらうようにしているそうで
す。そして「少しでも患者さんが良
くなってくれれば」という気持ちで
接しているやさしい歯科衛生士さん
でした。
“変化”への対応

―長期症例は語る―
北川原 健先生のお話を聞かれた
会員の方もたくさんいらっしゃるこ
とと思います。有名な「０の会」の
北川原先生です。見事な長期症例そ
して長い患者さんとのお付き合いの
歴史の話でもあります。積み重なっ
たスライドと模型を前に患者さんの
お母さんに「この医院には家にはな
いこの子の歴史がある。」と言わせ
るほどの充実した症例から健康支援
を具現できた具体例のお話をされま
した。
岡本めぐみ歯科衛生士からは
北川原歯科医院のシステムの中で歯
科衛生士の役割についての話があり
ました。このシステムの考え方に皆
様の参考になることがありました。

おわりに
講演会では健康支援に直接は関係
ない話の中にも役に立つ話がたくさ
んありました。「歯牙の自然移動」，
「残存歯数２３歯で歯牙喪失の変曲
点がある」，「歯周治療によるX線
写真の変化」，「セメント質種の症
例」「中心結節の処置」等です。興
味深く刺激を受ける内容が盛りだく
さんでした。
ところで健康支援への取り組みは
一つの答えがあるわけでも，上から
決定できるものでもないようです。
むしろいろいろな先生が取り組んで
いく実践という底辺から作り上げて
いくものでしょう。「同じフォー
マットで同じ現象を集めていく，そ
れがこれからの若い人の使命」と
いった北川原先生の言葉もこの事を
言われたのではと思っています。
来年の卒後研修セミナーも今年以
上の会員の皆様のご参加よろしくお
願い申し上げます。

（取材・広報部 三友和夫）

卒研リポート２００８
患者さんの健康を支援する

～歯科医師のできること歯科衛生士にできること～

学 術
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母 校 だ よ り

研究室の歴史
近年，スポーツに対する国民の関
心は高まりをみせており，スポーツ
に参加する年齢層は大きく拡大して
きている。そして，若年者から高齢
者に至るまで，それぞれが興味に応
じて種々のスポーツに参加するよう
になってきた。こうした状況に相応
して，スポーツ中の事故や障害は増
加傾向にあり，スポーツ障害に対す
る専門的な対応と対策が求められて
いる。さらに，競技向上におけるス
ポーツパフォーマンスと顎口腔系の
状態との関連が注目されている。こ
のような中１９９８年１０月，世界で初め
てスポーツ歯学の本格的な研究と臨
床の場として本学水道橋病院に
DEPARTMENTと し て 我 が ス
ポーツ歯学研究室が開設された。
２００２年４月にはスポーツ歯学研究室
のさらなる組織の充実を図る為，そ
の活動中心の場として水道橋病院か
ら千葉校舎に研究室が移転された。
さらに千葉病院においても特色ある

病院として水道橋病院と同様スポー
ツ歯科外来の標示化が行われ，一般
歯科診療の他，プロ・アマ一流選手
を始め千葉県内のスポーツ選手や一
般スポーツ愛好家などに対し臨床を
提供してきており，徐々にその存在
が認知されて来ている。しかし，残
念な事に現在水道橋病院においては
スポーツ歯科外来の標示はなく，選
手の要望で千葉病院から水道橋病院
に赴いて総合歯科の中で対応させて
もらっているが，選手の中には都心
での対応を希望する者も少なくなく
専門外来としてでもその標示化は希
望したいところである。
人員構成
現在，我が研究室の人員構成は，
教授１名，准教授１名，講師１名，
レジデント１名，大学院生８名，専
攻生１名，臨床専門専修科生２名，
一般専修科生２名，非常勤講師１４名
である（図１）。
教育に関して
日本スポーツ歯科医学会教育普及
委員会のアンケート調査では，２３の
歯学部と６の歯科大学におけるス
ポーツ歯学に関する学生への講義・
実習に対し講義は１３校，実習は５校
で行なわれ，両方行なっているとし
たところは５校であった。尚，臨床
では，病院内でのスポーツ歯科関連
の標示がされているのは，１５の附属
病院であり徐々にその必要性が認知

されはじめているようである。さら
に先の歯科大学長・歯学部長会議の
教授要綱改訂においてもスポーツ歯
学分野が初めて取り上げられ，各大
学で統一したスポーツ歯学の教育が
行なわれようとしている。その中
で，衛生士校の２コマをはじめとし
て学部一年生の講義（人間生物学）
１コマと４年生での講義・実習コマ
数１５コマをもって充実した教育がさ
れている我が校は，その中心的存在
にある。
尚，他機関からの依頼で年数回，
少しでも正しいマウスガードが提供
して頂けるようにとマウスガード実
習セミナーも実地している。
研究に関して
現在我が研究室では，顎口腔系の
状態と全身状態との関連に関する研
究をメインテーマとして，これまで
国内外で活動してきている。近年，
厚労省はじめ他の分野でも口腔と全
身との関係をテーマとした研究が見
られるようになってきたが，我々は
１９８７年にすでにこの研究テーマを立
ち上げその基で，いろいろな角度か
らその関連について検討し報告して
きた。特に，最近では全身運動機
能・スポーツパフォーマンスへの影
響との関係を電気生理学的，運動力
学的視点から検討を行いその結果を
フィールドにフィードバック出来る
よう実践的活動を視野に入れた研究
活動している。また，スポーツ外傷
予防としてのマウスガードの有効性
等について，武田友孝准教授が精力
的にそのエビデンスを求め幾つかの
研究成果をDENTAL TRAUMA-
TOLOGYに数編投稿し国際的にも
高い評価を得ている。その他，歯，
歯槽骨，顎骨への障害に関するも
の，マウスガードに関するもの，さ
らに身体（運動）活動との関係等に

スポーツ歯学研究室

東京歯科大学スポーツ歯学研究室

教授 石 上 惠 一

図１ 医局員の集合写真

母 校 の 今
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ついては，日本スポーツ歯科医学会
や日本臨床スポーツ医学会，体力医
学会の他，関連学会等で学術活動を
行なっている。特に，日本スポーツ
歯科医学会では昨年大学院生であっ
た渋澤真美君が学会賞を頂いてお
り，本年の学会においても大学院生
の三島 功君が“モーグルおよびア
ルペンスキーのスポーツ特性と顎口
腔系との関連”テーマで，さらに臨
床専門専修科生の大野浩之君が“ウ
エイトリフティキング競技と顎口腔
系の状態との関連”テーマで二人と
も学会賞が決定されている。内容と
しては，２題とも運動競技中の咬合
接触，噛みしめの状態，発現するタ
イミング等を把握する事を目的にし
たものである。さらに，スポーツ選
手が特に緊張が高まるような大会
前，ストレスとして脳機能にどう影
響を及ぼすのか，そのストレスを顎
口腔領域の対応から緩和することが
出来るのかを目的として，まずその
基礎的研究を昨年渋澤真美君が
“Functional near-infrared spec-
troscopy study on primary motor
and sensory cortex response to
clenching”と題した研究テーマで
大学院４年次に学位を頂いた。尚，
本研究論文はNeuroscience Let-
ters に既に受理されている。現
在，この研究は後輩が継続して研究
を進めている。我々の研究成果は，
論文の為の研究でなくあくまでも臨
床で実践されるようフィードバック
できるものではいけない事をモッ
トーに医局員一丸となって研究に取

り組んでいる。
診療に関して
千葉病院では，スポーツ歯科外来
において一般歯科診療の他，スポー
ツ選手では特にコンタクトスポーツ
選手への歯科診療が多くマウスガー
ドの提供を含め行なわれているが，
一般スポーツ愛好家にも希望があれ
ばカウンセリングを含め同様な対応
をしている。また，本校が千葉マ
リーンスタジアムに近い事から数年
前よりシーズンオフになると千葉
ロッテマリーンズ選手全員の体力測
定を含めたメディカルチェック時に
歯科検診（咬合力・握力等簡単な測
定を含め）をチーム契約下で行って
いる（図２）。検診結果は，後に広
報事務局に報告し選手に伝わるよう
になっている。選手が治療およびカ
ウンセリングを希望する場合は，連
絡が入り千葉病院か水道橋病院で
我々が対応するようになっている。
さらに，ラグビーのトップリーグ・
クボタやリコーともチーム契約を結
んでおり医局員らが合宿所に赴き印
象採得からマウスガードの提供まで
行っている。その他にも地元市立船
橋高校のサツカー部等，同様な対応
を行っているチームが幾つかある。
また，私が日本スケート連盟から日
本オリンピック委員会強化スタッフ
としてスポーツドクターを委嘱され
ているところから年数回国立スポー
ツ科学センターに赴きスピードス
ケート，フィギァスケート，ショー
トトラックのオリンピック強化選手
の歯科検診を行い必要ならば，やは

り千葉病院か水道橋病院で歯科治
療・カウンセリング等の対応を行っ
ている。水道橋病院では協栄ボクシ
ングジムの要望でチャンピオンクラ
スの選手をはじめとし協栄ジムの選
手のサポートを依頼されておりその
対応も行っている。最近では，日本
スキー連盟からの依頼もありモーグ
ルやアルペンスキーのオリンピック
強化選手に対し白馬などの合宿所に
赴き，これまで我々の研究で得られ
た情報を選手にフィードバックする
ため，印象採得からオーラル・アッ
プライアンスの提供を含め活動して
いる。手間と時間・労力を考えると
病院に還元できる料金としては割に
合わない所があるが，日本スポーツ
界に貢献しているという実感はあ
る。実際，我々がサポート始めてか
ら日本一になったりメダルをとった
り世界チャンピオンになったりして
いるチームや選手も出ている。モー
グルでは，ワールドチャンピオンに
なった女子選手もいる（図３）。
おわりに
スポーツ歯学研究室では，JASD
認定マウスガード研修施設，日本補
綴歯科学会認定研修機関，日本顎関
節学会認定研修機関，日本全身咬合
認定研修機関として，それぞれ認定
医・専門医を有し中島一憲（講師）
医局長が中心となって医局員への臨
床教育指導を行っている。上述した
ように各大学においてもこのスポー
ツ歯学という分野の展開を注目して
いるようであり，今後益々スポーツ
歯学に関する学生教育をはじめ臨
床，研究活動が重要であり，世界的
にもこのスポーツ歯学の学問的体系
化が必要となる。スポーツ歯学が世
界で認知されるような活動こそ我々
の責務と考える。最後にこのスポー
ツ歯学にご興味をもたれ一度話を聞
いてみたいという同窓の先生方がお
られましたなら，ご遠慮なくご一報
頂けたらば幸いに存じます。

図２ 千葉ロッテマリーンズ選手の歯
科検診

図３ ２００８年 FIS フリースタイル
ワールドチャンピオンシップ

母校だより
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第４０回全日本歯科学生総合体育大
会は，７月２８日（月）から８月１２日
（火）までの１６日間，岩手医科大学
歯学部の事務主管により岩手県を中
心に熱戦を繰り広げた。また，冬期
部門には，本学は唯一スキー部門に
エントリーしており，３月１２日（木）

から１６日（日）までの５日間の日程
で，北海道歌志内市の「かもい岳ス
キー場」で行われた競技に挑んだ。
今大会も昨年同様，本学は夏・冬
併せて１９部門に出場し，延べ３８３名
の学生が日頃の練習成果を遺憾なく
発揮し，チーム一丸となって各部門

競技に参戦した。
入賞部門は，冬期部門のスキー部
優勝を皮切りに，夏期部門では，硬
式庭球部，陸上競技部が優勝，ヨッ
ト部が準優勝，硬式野球部，軟式庭
球部が３位，バドミントン部が４位
という成績を収めたほか，下記のク
ラブがデンタルポイントを獲得する
とともに，個人戦においても多くの
優勝をもぎ取り，総合第３位という
好成績を収めた。

第４０回歯学体開催
総合成績第３位 昨年を上回り上位をキープ

入 賞 部 門

部 門 名 順位 Point

スキー部門 優 勝 ２１．０

硬式庭球部門 優 勝 ２０．０

陸上競技部門 優 勝 ２０．０

ヨット部門 準優勝 １１．０

バドミントン部門 ４ 位 １１．０

硬式野球部門 ３ 位 １０．０

軟式庭球部門 ３ 位 １０．０

バレーボール部門 ５ 位 ８．０

剣道部門 ５ 位 ７．０

水泳部門 ５ 位 ７．０

弓道部門 ７ 位 ５．０

ボウリング部門 ６ 位 ２．０

※ポイント獲得順で記載

総 合 成 績

順位 大 学 名 得点

優 勝 愛知学院大学歯学部 １７０．５０

準優勝 日本大学歯学部 １４８．２５

３ 位 東京歯科大学 １３２．００

４ 位 日本大学松戸歯学部 １２８．５０

５ 位 大阪歯科大学 １０８．８５

団体部門入賞成績

部 門 名 順位

硬式庭球部門男子団体 優 勝

硬式庭球部門女子団体 優 勝

軟式庭球部門女子団体 優 勝

剣道部門女子団体 優 勝

バドミントン部門男子団体 準優勝

弓道部門女子団体 ３ 位

剣道部門男子団体 ５ 位

水泳部門男子団体 ６ 位

各個人成績 優勝者

部門名 種目名 学生氏名（学年）

軟式庭球部門 女子個人戦ダブルス 池田 朋子（３年）・大山 陽子（３年）組

陸上競技部門 男子
４×１００ｍリレー

浅井 雅敏（３年）・河合 章太（２年）
木村 翔馬（２年）・長嶺 優樹（２年）組

〃 男子
４×１００ｍリレー

増田 隆雄（５年）・浅井 雅敏（３年）
河合 章太（２年）・木村 翔馬（２年）組

〃 男子１００ｍハードル 増田 隆雄（５年）

〃 女子１００ｍハードル 山崎 晴香（５年）

〃 女子４００ｍ 多田 恵子（３年）

〃 女子８００ｍ 多田 恵子（３年）

〃 女子３０００ｍ 多田 恵子（３年）

〃 女子槍投げ 松本 亜弓（３年）

母校だより
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写真の寄贈を受ける
平成２０年８月，群馬県高崎市在住
の正木光児先生（五十一期会，昭和
２０年９月卒）から古い山岳部の写真
２枚（原版はガラス乾板）をご寄贈
いただいた。昭和４年１２月３日に東
京歯科医専山岳部発会式が第一示説
室で行われた。写真はその当時のも
ので，中央が福島秀策先生，右側の
頬杖をついているのが河邊清治先生

のようである。大変貴重な写真であ
り，大切に保管したい。

血脇守之助先生揮毫の掛軸の寄贈を
受ける
平成２０年８月，千代田区神田神保
町で開業されている春原 肇先生
（八紫会，昭和３５年卒）から血脇先
生揮毫の扁額二幅「文質彬々」
「楽々荘」，および掛軸一幅をご寄贈
いただいた。これは血脇先生がご尊

父の春原定栄先生（大正７年卒）の
ために書かれたものであるが，雅号
がそれぞれ違っている。血脇先生は
天籟（血天籟）の雅号を自らつけて
おられた。後には半仙・血半仙（半
分は仙人に近づいた意）と号され
た。貴重な史料であり大切に保管
し，後世に伝えたい。

血脇守之助先生揮毫の掛軸ほかの寄
贈を受ける
平成２０年５月，同窓会副会長の
神谷龍司先生（富巳会，昭和４０年
卒，愛知県刈谷市で開業）から血脇
先生の書，掛軸一幅「天衣無縫」お
よび佐藤運雄先生の書「恭黙思道」
をご寄贈いただいた。これらは，
神谷先生の恩師でもある黒須一夫博

士（昭和２８年東歯卒 東京医科歯科
大学講師，愛知学院大学教授，日本
小児歯科学会会長，平成８年８月１９
日ご逝去）が所有していたもので，
後に奥様のアイ子先生（東洋女子歯
科医専卒）から頂いた思い出深いも
のである。史料室で大切に保管し，
広く閲覧に供していきたい。

卒業アルバムの寄贈を受ける
平成２０年６月，愛知県で開業され
ていた小林倉吉先生（珊瑚会，昭和
５年卒，平成１８年５月１日ご逝去）
の卒業アルバムをご寄贈いただい
た。大学の歴史を調べる際にも有用
であり，大切に保管したい。
ご子息《長男・崇志（故人・昭和

３５年卒），次男・博（昭和４０年卒）

三男・伯男（昭和４０年卒）四男・朗男
（昭和５０年卒）五男・利行（松本歯
大卒）》の五人の先生ご相談の上
で，大学での資料として保存頂きた
いとのことであった。
古い年度のアルバムは未収集のも
のが多く，今後とも同窓の皆様のご
協力をお願いいたします。

同窓会員より資料等が大学へ寄贈

母校だより
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支部のうご き

関東地域支部連合会

東京地域城北ブロック

平成２０年度
関東地域支部連合会総会
爽やかな秋晴れに恵まれた９月６
日（土），宇都宮グランドホテルにお
いて関東地域支部連合会の総会が開
催されました。昨年の茨城県から引
き継ぎ，今年は栃木県が当番県とな
りました。総会は柳川敏夫常任幹事
の司会の下，菊地善郎副支部長の開
会の辞に始まり，関谷和夫支部長の
挨拶では，栃木県の名産や見どころ
を他県からお越しの先生方に紹介さ
れました。来賓には大山萬夫同窓会
会長，金子 譲学長をお招きし，そ
れぞれ祝辞をいただきました。また
金子学長には大学の現況に加え，
２０１０年に大学の１２０周年を迎えるに
あたり，「継承と発展」というテー
マで，これまでの母校の変遷ならび

に将来の発展に向け求められる大学
の変革についてお話しくださいまし
た。
続いて関谷支部長を議長に選出し
議事に入りましたが，各種報告，各
議案とも滞りなく承認されました。
協議事項では，事前に各県より提出
された議題について喧々諤々と議論
が交わされ，時間が足りず継続協議
となった議題もありました。そし
て，次期当番県である群馬県支部長
の武安一嘉先生の挨拶があり，天沼
隆副支部長の閉会の言葉で総会を終
了いたしました。
記念講演は三森 修常任幹事の司
会の下，㈱ドクターネット代表取締
役の佐藤俊彦先生に「医療費抑制政
策と予防医療～メディカルクラブ５
年間の実績とドクターネットのメ

ディカルクラブ戦略～」という演題
でご講演をいただきました。PET-
CTを用いて機能画像と形態画像を
融合することにより，５ｍｍ程度の
癌の発見を可能とする最新画像診断
のことや，世界中の専門医が診断す
る遠隔画像診断システムについても
ご講演くださいました。
懇親会は坂入道子常任幹事の司会
の下，来賓の栃木県歯科医師会会長
代行である大久保雅順先生にご挨拶
をいただき，井原信一同窓会理事の
乾杯の発声で幕を開けました。歓談
中は「井上綾子カルテット」のジャ
ズの流れるゆったりした中，和やか
に懇談いたしました。最後に平成ゴ
スペロール隊（平成卒業者）を中心
に校歌斉唱し，盛会のうちにお開き
となりました。

（栃木県支部 斎藤哲一 記）

９月２７日北区王子駅前の「北と
ぴあ」において北支部の当番で城北
地域の滝野川，荒川，練馬，板橋，
豊島，北の６支部から約５０名の同
窓が集まり総会が開催されました。
来賓として服部会長にお越しいた
だきました。この地域には恵まれた
ことに４つの医療連携都立病院口腔
外科（老人医療センター，豊島，大
塚，駒込）と帝京大学に口腔外科が
あり日ごろお世話になつています。
そこでそれぞれの病院から先生をご
招待し労をねぎらいました。これら
の病院口腔外科の責任者は総て東京
歯科大学の出身でこの地区開業の他

校の先生にうらやましがられていま
す。
ご出席の連携病院の先生方に，各
口腔外科の特徴を述べてもらい，一
例として紹介患者を即日抜歯するか

しないか，持参したレントゲンを使
用するか再撮影するか，また，紹介
状にはできるだけ患者の既往を書い
てほしいなど要望もあり紹介すると
きの参考になりました。総会は親睦
を主体にした会なので協議事項等の
発言はなく無事終了しました。
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神奈川県支部連合会

総会終了後，同会場で，昭和４２
年卒業の北歯科医師会会長高橋利武
先生の乾杯の発声で懇親会に移りま
した。各テーブルは支部別でなく卒

業年度順に着席し，口腔外科の先生
も加わり楽しく飲み交わしました。
帰りには，王子名物の「扇屋の卵焼
き」をお土産に２時間の会は無事終

了しました。なお，次回開催当番は
滝野川支部にお願いいたしました。

（根岸康雄 記）

８月３日（日），本年度の会員・家
族レクリエーションが行われた。今
回は「東京の下町・江戸情緒を味わ
おう」という趣旨で，両国の江戸東
京博物館から葛飾・柴又を巡る日帰
りバス旅行を企画した。
午前８時３０分に横浜を出発したバ
スは川崎を経由し，総勢４２名の参加
者を乗せて一路両国へ。日曜日の午
前中ということもあり，首都高はガ
ラガラで江戸東京博物館の開館時間
前に無事到着。開館と同時に入場で
きたため，こちらも空いている中を
着物姿のボランティア女性案内員の
後についてゾロゾロと見学。遠い江
戸の時代から明治，大正，そして懐

かしさを感じる昭和の東京への移り
変わりを皆興味津々で見て回った。
その後バスは葛飾・柴又へ。まず
は，「ゑびす家」にて夏の活力源
「鰻」を食し一同満腹。元気になっ
たところで，炎天下の柴又帝釈天参
道へと散策に出発。境内での写真撮
影後一旦解散し，暑さにたまらずか
き氷に涼を求めるものあり，草だん
ごを頬張るものあり，帝釈天，寅さ
ん記念館，山本亭，矢切の渡しと思
い思いの時間を楽しんだ。ちょうど
前日が，寅さんを演じた渥美清さん
の１３回忌ということで，寅さん記
念館の中庭には献花場が設けられて
おり，記帳をして寅さんのご冥福を

皆でお祈りした。
バスは帰途へ向かうのだが，まだ
陽も高いのでで予定にないサプライ
ズへ。江戸から昭和へとタイムス
リップした感のあるルートの最終目
的地は平成の最先端・赤坂サカス。
TBSのアンテナショップやブラン
ドショップの立ち並ぶ活気あふれる
都会の姿をおのぼりさん気分で味わ
いながら，本日最後の乾杯を楽しん
だ。
４００年位を一気に駆け抜けた楽し
い日帰り旅行であった。バスは川崎
を経由して横浜駅まで運行し，その
後解散となった。
最後に，大変暑い中をご参加いた
だきました皆様に心から感謝いたし
ます。 （厚生・川越元久 記）

支部のうごき

19



長野県連合会

横浜鶴見支部

平成２０年９月６日・７日，平成２０
年度東京歯科大学同窓会長野県連合
会総会が長野県下４０余名の同窓が
集い戸倉上山田温泉・笹屋ホテルで
開催されました。
水橋 巌連合会会長の挨拶の後，
大学から栁澤大学院研究科長の来賓
挨拶・会務会計報告等議事が滞りな
く進められました。
総会後の記念講演では，長野赤十
字病院歯科口腔外科副部長・清水
武先生による「安心・安全なインプ
ラント治療」と題して行われまし
た。インプラント治療は，高額な自
費治療であり，患者の要望も高いた
め，一歩間違うと訴訟等のトラブル
に発展するリスクが十分にあると

し，他院による「インプラント体上
顎洞迷入例」「下顎神経損傷例」な
どを交えて，さまざまな危険性につ
いてご教示いただきました。現在，
インプラント治療の最初のステップ
である診断は，歯科用CTの開発
により以前に比べその精度は格段に
向上したとし，CTによって得られ
た三次元データを有効に治療計画に
結びつけるインプラント埋入シミュ
レーションソフトの普及により治療
のリスクも大幅に軽減することが可
能になったとのことです。
診断・治療のリスクは減ったもの
の，依然として「説明と同意」の部
分で誤解を生じトラブルになってい
るケースもあるとし，より厳密な治

療上の利点・欠点・危険性をよく説
明した上で同意のもと処置を進めて
いただきたいと報告されました。
記念講演終了後，全体記念写真を
撮り，懇親会が始まるまでのしばら
くの間各々温泉を楽しまれたり，各
部屋で休息をとり，定刻より懇親会
を始め，講師の清水先生・大学院研
究科長の栁澤先生を交え最高潮に盛
り上がりました。
当会恒例となった「長野県連合会
常任指揮者」小池平一郎先生のタク
トによる校歌斉唱で最高潮に達し，
懇親会を閉じました。
翌日，川中島カントリークラブで
行われた親善ゴルフコンペでは，好
天に恵まれ数々の好プレイが続出し
ました。

（小林信之 記）

会員・家族レク開催
８月３０日（土）午後６時より，イタ
リア料理「ラ・カッシーナ」におい
て家族を含め２０名参加のもと，鶴見
東歯会会員・家族・レクリエーショ

ンが賑やかに開催された。
「ラ・カッシーナ」とはイタリア
語で「小さな家」という意味だそう
で，今回はその小さな家を貸し切っ
て，さらに呑み放題という企画を立

てた。
まず，はじめに中城基雄会長の挨
拶の後，テーブルに冷たい生ビール
が運ばれ，酒井眞一先生の乾杯の発
声で会が始まった。
分厚く切られたワラサのカルパッ
チョから紫蘇とベーコンのピザ，小

支部のうごき
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海老のクリームパスタなどシェフが
旬の食材を使って腕を振るった料理
はどれも絶品で，ビールの後は白ワ
インとお酒も会話も進み大いに盛り
上がった。
メインの豚肉のフィレステーキを
赤ワインで楽しみ始めた頃，恒例の
会員近況報告が行なわれ，自己紹介
を兼ねて全員が近況を語った。ま
た，今回残念ながら不参加の会員近
況メッセージを鶴見東歯会で最もい
い声の窪田 顕先生が，ものまねを
交えて披露し一同大爆笑。まるで会
員全員が参加しているかのようで
あった。
デザートはシェフご自慢のケーキ
とフルーツをコーヒーとともに。甘
いものは別腹とぺろっと平らげ，ふ
と時計を見るともう９時。２時間貸

し切りの予定が，美味しい料理とお
酒，楽しい談笑に時が経つのも忘
れ，あっという間の３時間であっ
た。
最後に，佐藤秀夫先生の閉会の辞
によりお開きとなった。
猛暑だった今夏。美味しいイタリ
アンと皆の笑顔に，夏バテも吹っ飛
ぶ８月最後の土曜の夜となった。

（宇佐美貴弘 記）

９月１４日（日）から連休を利用して
１泊で鬼怒川方面に出掛けた。
午前１０時。東武浅草駅のホームを
参加者１２名を乗せた特急スペーシア
号出発と同時にビールで乾杯。列車
の心地よい揺れも手伝ってほろ酔
い。
正午。鬼怒川温泉駅着。日光竹久
夢二美術館に併設の「花むらさき」で
昼食。中城基雄会長の挨拶の後，昼
間の大宴会がスタート。日光名物ゆ
ば懐石をつまみに，ビールに焼酎，
ウイスキーと大いに盛り上がった。
食後は，大正ロマンを感じさせる竹
久夢二の作品をじっくり鑑賞した。
その後，宿泊先の鬼怒川温泉「若
竹の庄」へ。早速，浴衣に着替えて
温泉につかりさっぱりした。風呂上
がりの冷たいビールがまた格別。
午後６時半より，旅館内宴会場に
おいて，今月めでたく還暦を迎える
佐藤秀夫先生のお祝い会が開催され
た。鈴木 裕先生の乾杯の発声と同
時にコンパニオンも加わり祝宴が始

まった。還暦祝いの赤いベストが贈
られ，大きな拍手で祝福した。料理
はどれも絶品で先付の秋茄子利久寄
せからデザートまで季節感あふれる
ものばかり。お酒も益々進み，先生
の還暦を祝し皆，赤ら顔。翌朝の胃
もたれなど全く気にせず，部屋に
戻って２次会。夜食のおにぎりを頬

張り，ビールに焼酎。今宵ばかりは
臨床を忘れて秋の夜長を遅くまで楽
しんだ。
翌朝は清流のせせらぎと鳥のさえ
ずりを聴きながら朝寝，朝酒，朝
湯。たっぷりと英気を養った。
午前１０時。龍王峡を散策。予想以
上の強行軍にすぐに引き返し，近く

１０月号掲載分として投稿されま
したが，手違いにより掲載が遅れ
ました。
お詫びして今号に掲載いたしま
す。

支部のうごき
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愛 知 県 支 部

の食堂で，まずはビールにカレーラ
イスとソフトクリームを頂く。
続いて鬼怒川ライン下りへ。船頭
さんの楽しい話術に大笑いしながら
さわやかな川風と水しぶきを浴び，
鬼怒川の自然を満喫した。
お昼過ぎ，お腹も空いて，「鬼怒
川金谷ホテル」でホテル特製ビーフ

シチューと料理長おすすめハンバー
グのどちらかを選ぶ。もちろんワイ
ンとビールを次々と注文。
列車の到着まで座敷でのんびりし
ようと駅前の食堂で小休憩。ここで
もラーメン，あんみつを食べなが
ら，今回の楽しかった旅を振り返っ
た。

帰りの車内では，旅の疲れも出て
爆睡。いびきの合唱が響いていた。
よく呑み，よく食べ，よく笑った
鬼怒川旅行。最年長８４歳から最年少
３６歳までの会員が分け隔てなく酒を
酌み交わし，親睦を深めることが出
来，とても有意義な旅となった。

（宇佐美貴弘 記）

平成２０年度学術講演会
７月１３日（日）午後１時より，
平成２０年度愛知県同窓会学術講演
会が，愛知県歯科医師会館にて開催
されました。講師には，本校の歯周
病学講座を経て，平成１４年より慶
応義塾大学医学部歯科・口腔外科学
教室の教授に就任され，ご活躍中の
中川種昭先生をお招きし，「歯周治
療にとって大切なもの～リスクファ
クター・SRP·FOP～」と題して講
演していただきました。蒸し暑い日
にもかかわらず，他大学の先生や歯
科衛生士さんも大勢参加していただ
き，会場はほぼ満席となる盛況ぶり
でした。
リスクファクターに関しては，歯
周病学講座に在籍当時，細菌学を専
門に研究されていたこともあり，歯
周病原因菌について大変詳しく，ま
た喫煙，糖尿病，肥満と歯周病との
関連性をアンチエイジングと絡めて
わかりやすく説明していただきまし
た。SRPに関しては，スケーラー
の選び方，ポジション，ストローク
の仕方など基本的なことからその応
用法までを教えていただき，歯科衛
生士の皆さんには特に大変参考に
なったことと思われます。FOPに
関しては，さまざまな症例を通し
て，歯周外科がなぜ必要なのか，い
つ行うのか，どのように歯周治療の

中で生かしていけばよいかなど，良
質なかかりつけ歯科医を目指す臨床
医にとって重要な事柄をお話しして
いただきました。時折，話が乗って
くると出身の関西弁が顔を出し，司
会の前岡先生曰く「もちろんいい意
味ですが，まことに教授らしからぬ
軽妙な語り口で，聴衆を飽きさせな
い楽しい講演でした。」
講演の後，質疑応答もその流れで
大変活発に行われ，色々なジャンル
の質問が提示されました。それに対
する回答も，歯周病菌に関するもの
に関しては，ご自分の研究の実績も
披露しながら語気強く，またやや専
門外と思われるものに対しては，博
学ぶりを発揮されながら，不確実な

点は大変謙虚にお答えいただき，教

授の人柄がうかがえとても好感が持
てました。
学術講演会終了後，会場を「アパ
ホテル名古屋錦」に移し，講師を囲
んでの懇親会が開催されました。こ
こでも出席された先生方の質問など
に真摯に応じていただき，本当に休
む間もなく，お疲れになったことと
思われますが，参加した我々にとっ
て，大変有意義な一日となりました。
本当にありがとうございました。
写真は左から，同窓会学術担当常
任理事 橋本雅範先生，専務理事
成瀬 健先生，講師中川種昭先生，
副会長 山田有先生，学術担当理事
小出直弘先生，同理事 前岡一夫先
生，同理事 波多野耕治先生です。

（竹内英樹 記）

支部のうごき
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ふるさと自慢 ～私のお気に入り～

私のふるさとは，埼玉のほぼ中央
に位置する川越市です。川越は，古
くからこの地方の文化の中心として
栄え，室町時代に太田道真，道灌親
子により川越城が築かれました。親
子は江戸城の築城も手がけ，川越の
文化を持ち込んだことより「江戸の
母」とよばれたそうです。徳川家康
が幕府を開くと，北方の守りとして
重臣が入府し，江戸期をとおして８
家２１人が城主となり，大老が２人老
中が７人もいることから川越藩が重
要視されたことが，うかがえます。
１６３８年の大火の後，松平伊豆守が城
主となり，城の拡張や城下の整備と
礎を作った。このころより新河岸川
の舟運で江戸との交流も活性化し，
商業も繁栄し，江戸文化の影響も受
けて，今度は「小江戸」と呼ばれる
発展を遂てった。豊富な文化財と蔵
造りの商家が軒を連ねる小江戸川越
に，大江戸の残像を求めて散策に出
かけてみませんか？
上杉，北条，徳川と続いた川越城
も維新後に次第に解体され，今は本
丸御殿を残すのみですが，１７万石の
大名の格式と偉容を今に伝えていま
す。
近くの三芳野神社は，童謡「とう
りゃんせ」発祥の地で有名です。

川越大師の喜多院は，平安時代に
創建の天台宗の名刹で，徳川家と縁
も深い寺です。江戸城から移築され
た「家光誕生の間」「春日局化粧の
間」など重要文化財を見ることがで
きます。境内に在る「五百羅漢」も
必見です。

土蔵造りの並ぶ一番街商店街を中
心とした町並みは，「国の重要伝統
的建造物群保護区」「美しい日本の
歴史的風土１００選」に選定されてい
ます。

街並みの中央部にそびえるのが
「時の鐘」で環境省の「残したい日
本の風景１００選」に選ばれています。
それから昔懐かしい駄菓子屋，飴屋
が石畳の左右に２１軒ひしめいて並ぶ
「かおりの風景１００選」の駄菓子屋横
町は，外せないスポットです。
関東三大祭りの一つ「川越祭」は，
川越氷川神社の祭の山車行事として
国の「重要無形民俗文化財」に指定

され百万人もの観光客が訪れる一大
イベントです。
２００９年３月３１日（月）より川越を舞
台にしたNHK連続テレビ小説「つ
ばさ」が放送開始予定です。小江戸
川越全国から注目が集まりそうで
す。皆様ぜひ一度川越にお越しくだ
さい。

観光案内（アクセス，グルメなど）
は市の観光案内所（℡０４９－２２２－
５５５６）へお尋ねください。
（昭和５０年卒 粟生田友三 記）

小江戸川越にでかけてみませんか
埼 玉 県
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クラス会だより

� 驥 会 昭和３０年卒

来春 �驥会開催 多数の参加を期待
我々の�驥会は，１０年に１回総
会を開く，めずらしい会であると
思っている。平成１７年４月に５０周
年記念祝賀会を開催した。その時，
会計を預かっていた私は病気の問屋
で，当日も顔面麻痺というおみぐる
しい状態で皆さんとお会いした。何
時どんなことがあってもおかしくな
い私は，一人で会計を引き受けてい
くことに不安を感じ，松村君と一緒
に会計を担当させてもらうことを承
認してもらった。

しかし最近，銀行の制度が厳しく
なり，簡単に会計を引き継ぐことが
難しくなった。そこで世話人である
石井，佐藤，足代，倉橋，椎名，
松村，町田の７人で相談した結果，
共済金は皆さんに分配することが最
良の策ではないかという結論に達し
た。
５０周年記念には出席して下さっ
た山本又雄先生も亡くなり，我々の
面倒をみて下さったクラス主任の先
生方は今は皆さんこの世にはいらっ
しゃらない。我々も年をとり平均寿

命に近づいてきた。
慣例に従って次の会を６０周年に
開催するのでは遅いのではないかと
いうことになった。そこで急遽来年
４月１２日に水道橋病院の見える東
京ドームホテルで�驥会を開催する
こととした。その際の会費は共済金
の一部を当て，残りは通信費を少し
残し，皆さんに分配させていただこ
うと思っている。
ご同伴で多数の皆さんが参加され
ることをお待ちしております。

（町田幸夫 記）

極私的旭山動物園案内
最近の新聞紙上で北海道ツアーの広告を見ると，
よく「旭山動物園」がコースに含まれています。閉
園寸前の最北の動物園が，動物本来の行動や能力を
最大限引き出して見せる行動展示という卓抜なアイ
デアと地道な努力で，ついには年間入場者数で上野
動物園を抜き全国トップとなりました。マスコミに
も取り上げられ，２月には旭山動物園物語～ペンギ
ンが空をとぶ～という映画が公開されます。子供の
みならず大人も思わず引き込まれる，動物たちの思
いがけないしぐさはきっと心を癒してくれます。
旭山動物園は旭川市郊外の山の中腹にあります。
北海道外からは旭川空港が便利でしょう。東京，大
阪，名古屋から直行便があります。空港からは約２０
～３０分ほどで到着します。入場口は正門，西門，
東門の３か所がありますが，入場するには裏門であ
る東門がお勧めです。無料駐車場が広く，また坂を
下りながら見学できるので楽です。最も混雑するの
は午前中ですので，午後の入園も賢い方法です。雨
の日は，屋外施設の一部で動物展示は行われません
が入場者数は若干減るので選択肢の一つでしょう。
園の最高地点である東門から入場すると，坂を下

りながらクモザル・カピバラ館→さる山→ほっきょ
くぐま館→あざらし館→正門→ぺんぎん館→もう
じゅう館→小獣舎→オオカミの森→エゾシカ舎→オ
ランウータン舎と反時計回りに回るのがよいでしょ
う。山腹を上り下りしなければならないので大変で
すが，無料で園内を走るシルバーシャトルバスを利
用することも可能です。
ほっきょくぐま館で最も興味を惹くのは水中での
くまの行動でしょう。漁業で使う船浮きで遊ぶくま
は活発で何度も沈めようとします。あざらし館の目
玉は円筒状の水の通路で，頻繁にあざらしが間近を
回転しながら上下に移動していく様はかわいいもの
です。オランウータン舎の見ものは地上１８mの２
本の柱の間の綱を渡る空中散歩です。最近オープン
したオオカミの棲む森は，観客がそっと訪問すると
いうコンセプトの元に建設され，となりにはエゾシ
カも飼育して野性を刺激し，１００年前の北海道をイ
メージした施設です。
冬季にはペンギンの散歩なども見られるなど，さ
まざまな工夫がされている旭山動物園に皆さんもお
出かけになりませんか。

一口メモ
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六 喜 会 昭和３３年卒

前回の熱海での会から５年ぶり，
今回は卒後５０周年記念総会として，
９月１８日東京プリンスホテルで開
催されました。
総会は岩松君の司会で進められ，
井上君の開会挨拶に続いてこの５０
年の間に鬼籍に入られた５５名の会
員に黙祷。会長として坂登君は，卒
業当時の時代背景に触れながら挨
拶。思えば昭和３３年という福島秀
策学長の時代，まさに高度成長の始
まりでした。国民皆保険の実施，ガ
ン制圧運動のスタート。日本映画
「ALWAYS三丁目の夕日」に見
る世情そのものでした。東京タワー
の建設，フラフープやロカビリーの
ブーム，集団就職列車（金の卵）
等々，１万円札も登場しました。次

いで大橋君がこの会を持つに当たっ
ての経過報告をし，これからの六喜
会のあり方を説明。瀬田君による会
計報告に続いて同窓会本部副会長・
服部君（東京支部連合会長）から同
窓会現況の報告があり，瀬田君によ
る閉会挨拶。島根県からの吉田君の
乾杯で懇親会に入りました。卒後初
めての参加で５０年ぶりに見る顔と
名前が一致しない会員もいるので，
一人ひとり自己紹介となりました。
会員の殆どが今年から後期高齢者の
仲間入り。何があっても可笑しくな
い年齢であれば，５名の幹事も疲れ
て来たということで，大橋君から再
度理解を求める説明があり，また出
席者からは多くの意見が出ました。
３時間半ほどの時間も瞬く間に過

ぎ，またの機会を期待しながら解
散。５名の幹事，井上君，岩松君，
大橋君，坂登君，瀬田君，長い間大
変ご苦労様でした。
出席者
原田功一夫妻，坂登輝夫，白石
雅子，今泉 功，河村孝昭，服部
玄門，本田正宏，寺本康郎，岩松
健雄，佐藤貞彦，大和田 哲，大和田
美奈子，中川宏明，佐々木正矩，
堀江英二，渡辺郁馬，轟 稔，守谷
道明，山根守正，小川一男，淺井
康宏，枝 重夫，新井和夫，鈴木
智大，吉田滋美，大橋和夫，菅波
要夫人，北原祐佐，北原上子，柳澤
敏夫，中村昭仁，道脇公一，長塚 長，
菅原佑典，田代 武，井上 昇，
瀬田和夫 （佐藤貞彦 記）

クラス会だより
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ジーベン会 昭和３４年卒

第５０回総会，懇親会
平成２０年度ジーベン会が１０月１３
日～１４日，１泊２日，長野県松本市
を中心に開催された。初日浅間温泉
ホテル「おもと」に集合，３時から
総会を開催。司会，延島三男君，幹
事長挨拶，山本啓介君，議長選出で
議長の住井泰之君の指示で，昨年度
の物故者，工藤幸男君（平成２０年３
月１７日），瀬高良一君（平成２０年３
月２６日）の２名と合わせてこれま
での物故者４１名に対して黙祷を捧
げ，故人の冥福を祈った。
会務報告に移り庶務報告，市町村
合併で住所地番が変更している所が
多いので名簿の見直しを本年度中に
行い，５０周年記念平成２１年度版名簿
を発行の予定（庶務・村田基生）。
会計報告，渡辺吉明君
東京歯科大学同窓会報告，池田

漠君からは大学は更成る発展を目指
して，水道橋に移転する計画を発表
した。千葉病院は一部を残し
２８，５００坪を売却した後，TDCビル
を大学本体病院として使用する。三
崎町二丁目に収得した土地には新し
い教育施設と多目的なホールを建設
すると報告があった。
続いて議事に入り節目であるこの
時に，東京，市川，稲毛を見学する
ことにし次回総会は発案者と委員に
一任とした。総会，終了。
記念撮影
懇親会は延島君の司会，今回の旅
行企画者鈴木和夫君，開会の挨拶
で，久しぶりに出席の寺川國秀君の
乾杯の音頭で会食となり，それぞれ
の時代を思い出しながら楽しい会食
となった。
２日目，芸術の里安曇野めぐり。

安曇野の山葵田，碌山美術館。昼
食は当然そば定食。かりんとうの店
により安曇野アートヒルズミュージ
アム，ガラス工房見学。塩尻で
寺川，間宮，磯部夫妻，中川武憲君
と別れ，待望のりんご狩り。雨が
降ってきたが大きな林檎を味見した
後，各々買い物をして，松本駅で解
散。三々五々帰路に向かった。
出席者は次の通り（順不同，敬称
略）。
山本啓介，渡辺吉明，延島三男，
寺川國秀，池田 漠，八木 博，
住井泰之，柿原昌一郎，岩瀬 朗，
間宮 亨，中川武憲，大金正幸・
知子，高柳悦郎・幸子，磯部喜彦・
一恵，伊藤 清・泰子，鈴木和夫・
シゲ子，村田基生・翠，会員１７名，
奥様６名，合計２３名。

（村田基生 記）

クラス会だより
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八 紫 会 昭和３５年卒

花岡君が投稿してからはや１年が
過ぎようとしています。八紫会の皆
様におかれましては如何がお過ごし
でしょうか。
第４８回八紫会総会は，１０月１１日午
後２時新山口駅に集合し，バスにて
日本最大のカルスト台地秋吉台並び
に秋吉台の地下１００メートルの地底
に広がる日本最大の鍾乳洞で黄金
柱，百枚皿等の何万年も時を掛けて
作られた造形物が続く秋芳洞を散策
し，維新発祥の地萩の松陰神社に参
拝，境内にある松下村塾を見学した
後，今夜の宿泊地「萩の宿常茂恵」
に到着。入浴，休憩後総会を開催。
橋詰理事が菊池会長の挨拶文を代
読，１月に亡くなった宍倉君の御冥
福を祈った後，遠来の花岡君の乾杯
の発声で懇親会を開催，後は例の如
く盛り上がり，又部屋を変えて飲み
……，最近は年のせいかその日のう
ちに終了となったようです。

翌日は早朝よりバスで山陰の小京
都津和野を散策し胴体周囲と体長と
が同じ長さのメタボの鯉を眺め，鷺
舞神事縁の像の前で記念写真を撮
り，次の行程の世界遺産に指定され
た石見銀山へと向かい，公開されて
いる龍源寺間歩まで，上り２，３
キロの道のりを徒歩にて行き，見学
してまいりました。大変でした。そ
の後はバスにて一路山陰の名湯玉造
温泉「佳翠苑皆美」に宿泊。此の日
より中根君が参加，宴会時に母校並
びに同窓会の近況について報告を頂
き又乾杯の発声も頂き開宴……。閉
宴後は場所を変えて二次会を開きカ
ラオケで一騒ぎ，あまり遅くならず
就寝しました。
翌１３日は松江城を見学し，松江市
が一望できる天守閣に登り眼下に宍
道湖を望む素晴らしい景色を満喫，
又松江城の内堀，外堀を巡る堀川遊
覧船に乗船し，船頭さんのガイドで

城の周囲を１周したあと昼食を摂
り，最後の訪問場所出雲大社に参
拝，本殿は６０年に一度の大改修との
ことで，仮社殿で二礼四拍一礼の様
式にて参拝をしてまいりました。そ
の日は日本三大大学駅伝の出雲駅伝
があり，選手には遭遇しませんでし
たが道端には各大学の旗が多く立て
られ壮観でした。あとはバスにて出
雲空港，松江駅と見送り，やや強行
軍ではありましたが楽しい旅行に，
来年の再会を約し別れを惜しみつつ
解散いたしました。
尚，１１日早朝より有志で宇部７２カ
ントリークラブ江畑池コースでプ
レーを楽しみました。
参加者は足立夫妻，大門，岸夫
妻，黒田，小宮，櫻井（和），須田，
田上，冨澤，中根，長井，橋詰，
長谷川，花岡，嶺脇，宮下（達），
渡辺（典）の諸兄姉と林でした。
何はともあれ４日間晴天に恵まれ
たということは大変幸運でした。

（林 博司 記）

クラス会だより

27



富 巳 会 昭和４０年卒

懇親クラス会開催
富巳会は，隔年に各地持ち回りで
のクラス会を恒例としています。他
年度のクラスに比べ，逝去者が多い
という不幸な状況にあり，又，体の
不調や家族の介護などで泊りでのク
ラス会へ参加出来ない状況が多く現
れています。
そこで元気な会員が多い内に，隔
年の例会の間の年に都合の付く会員
は集合と，全国から直行出来て集合
が一番楽な東京で，総会とは別に懇
親クラス会を開催しようと，会長・
幹事長と東京在住の幹事で発案し
て，今回の懇親クラス会を開催しま
した。
平成２０年１０月１２日（日）午後５時，
新宿京王プラザホテル４２階「高雄」
の間に多少遅れて参加のメンバーも
いましたが，総勢４０名が集合しまし

た。総会はなしといっても一応形と
して，大井基道会長挨拶，臼井久雄
幹事長の懇親クラス会開催の経過報
告，簡単な会計現況報告を丹羽ひさ
ゑ担当が行いました。乾杯は，次の
クラス会開催予定の山形・堺 清一
君が発声しました。
和気藹々の懇親会ですから，呑み
かつ喋りの会となりました。今回は
特に予定は組んでいませんでした
が，東京恒例の石山照雄君の司会
で，間に丹羽ひさゑさんの歌を挟ん
で，近況報告を全員が行いました。
２時間余りの歓談の後，気分が高
揚した所で，同ホテル４４階「ハーモ
ニー」に会場を移し，二次会に入り
ました。引き続き石山君の司会でカ
ラオケ大会となり，研究会で遅参し
た加藤和子さんの手踊りを加え，賑
やかに過ごし名残を惜しみ立ち去り

がたい様子でしたが，三本締めを
もって９時過ぎ散会となりました。
前回兵庫でのクラス会で，次回開
催は山形と提案されていましたが，
堺 清一君が快く引き受けられまし
た。日程を秋としたいと提言しまし
たが，後日連絡があり，１０月の紅
葉，又は，６月のサクランボの時
期，のいずれかにするとありました
ので，会員諸兄姉は来年の予定に加
えておいて下さい。なお，混雑を避
けるために，平日を予定していると
のことです。

（小林伯男 記）

クラス会だより
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八 実 会 昭和５３年卒

「八実会３０周年 IN福岡」を残暑
厳しい１０月１２日（日），福岡市で開催
しました。会員３０名，家族１０名又卒
業時学年副主任だった母校現副学長
の藥師寺 仁先生にも来賓として出
席していただき計４１名の，地方では
久し振りの八実会でした。
藥師寺先生はじめ３１名の観光組
は，当日午後１時３０分福岡空港に
集合，観光バスで一路大宰府へ。
藥師寺先生にも参加していただいた
ため，卒業３０年目の修学旅行気分で
す。先ず３年前にオープンした九州
国立博物館へ到着，特別展も開催さ
れていましたが今回は常設展示場を
見学，時間が少なくゆっくり見て回
ることが出来なかったのが残念でし
た。博物館から連絡通路を通って，
学問の神様菅原道真を祭る大宰府天
満宮へ。境内では皆さんそれぞれ願
いを込めて参拝したり，お守りを
買ったり。現在母校の４年生の学年
主任を勤める田﨑君（生理学教授）

は学年全員の進級を祈願し，又お守
りを戴いていたようでした。帰る途
中参道の茶店にも立寄り，名物の梅
ケ枝餅を賞味して市内のホテルへ向
いました。
懇親会は６時３０分より直接組も加
わり，博多の歓楽街中洲の夜景が一
望できる那珂川沿いの博多料理「春
駒」にて開催しました。会長が遠来
の参加者への感謝の言葉の後，来賓
の藥師寺先生から卒業３０周年への御
祝の言葉をいただきました。乾杯は
はるばる北海道・帯広から参加の
市之川（旧澤田）さんにお願いしま
した。懇親会は地元で獲れた新鮮な
フグ料理や透き通ったイカの生き造
りなどを堪能しながら，あちこちで
談笑の輪が出来ていました。次いで
那珂川の川辺りにある二次会場へ移
動，川面に映るビルのネオンを見な
がら又そよ風を顔に受けながら，楽
しいひとときを過しました。最後の
締めは立ち並ぶ屋台でのとんこつ

ラーメン。
短い時間ではありましたが，参加
した皆さんには大変楽しんでいただ
いた，「八実会３０周年 IN福 岡」
だったのではと思います。
翌日も快晴で，近郊の柳川や能古
島へ行ったり，熊本・阿蘇や長崎方
面へ足をのばす人，又帰りの時間ま
でショッピングを楽しんだりと九
州，福岡を満喫していただいたよう
です。
来年は総会を東京で開催しますの
で多くの皆さんに出席していただき
たいと思います。

（永江健一 記）

写真が同窓会ホームページ≪http : //
www. tdc-alumni. jp≫に掲載されて
います。

クラス会だより
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翔 蜻 会 昭和５５年卒

安藤智博君の教授就任を祝う
安藤智博君が東京女子医科大学歯
科口腔外科の主任教授に就任しまし
た。我が翔蜻会からは母校東京歯科
大学インプラント科の矢島安朝教授
に続き二人目の教授就任です。安藤
君は昭和５５年医療練士研修生として
女子医大歯科口腔外科に入局し，平
成８年講師，１３年助教授となりこの
度２０年４月の主任教授に就任となり
ました。我々同級生にとって大変喜
ばしく，進学課程からの遊び？仲間
の一人としても嬉しく思います。
去る平成２０年１１月２日（日）飯田
橋・ホテルメトロポリタンエドモン
トにおいて，午後５時より安藤智博
教授により「医科大学における歯科
口腔外科」と題し講演をしていただ
き，短い時間ではありましたが，特
に「ビスフォスフォネート系薬剤の

投与患者についての話」は大変有意
義なものでした。
その後翔蜻会の総会に移り，副会
長の須賀俊二君の開会の辞・会長の
村山利之君の挨拶後，議長に昨年長
崎で開催されたクラス会で大変お世
話になった広田明彦君を選出し，議
事に入り鈴木 勝副会長の事業報
告・山下 誠会計幹事からの１９年度
の収支決算報告があり，古屋紀子監
事の監査報告後承認され，２年後が

卒後３０年になるため「卒後３０周年の
記念品を大学に贈呈する件」の承認
を受け，次回クラス会は２年後に東
京で開催する事と決まりました。
集合写真を撮影後，幹事の佐久間
研次・志賀泰昭両君の司会により懇
親会に移り，北海道・沖縄からの参
加者もおり，楽しいひと時を過ごし
ました。途中，安藤君に多くの友人
から，学生時代の思い出話やお祝い
の言葉があり，公務で途中から参加
した矢島安朝教授や東海大医学部附
属八王寺病院口腔外科医長で准教授
の坂本春生君からも励ましの言葉等
がありました。アトラクションで豪
華？賞品の抽選後，閉会となりまし
た。
次の日が祝日ということもあり多
くの出席者が二次会に参加し，夜遅
くまで話が尽きないようでした。

（臼井文則 記）

クラス会だより
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新 葉 会 昭和６３年卒

卒業２０周年クラス会開催
平成２０年９月２０日（土），水道橋の
東京ドームホテルにおいて卒後２０周
年記念クラス会が開催されました。
総会は渡邊宇一君の司会のもと，
寺田仁志君より開会挨拶，庶務およ
び会計報告がありました。また，ク
ラス代表と大学との懇談会の様子も
報告されました。議事としてクラス
会の慶弔費が取り上げられ，今後も
検討していくことになりました。幹
事の渡邊君，寺田君，感謝しており
ます。
引き続き，田中五郎君より「卒後

２０年」と題した講演がありました。
田中君は横浜で開業されております
が，口腔ケア＆総義歯の大家である

加藤武彦先生のもとで研鑽を積まれ
た２０年間のことを，症例のスライ
ドを使って話してくれました。超高
齢化社会を迎えている今，たいへん
有意義な講演でした。また趣味のブ
ロードウエイミュージカルのお話も
され，とても興味深く聞くことがで
きました。
講演終了後，集合写真の撮影とな
りましたが，新幹線の事故のために
３名が来られないというアクシデン
トがあり心配しました。幸い懇親会
には間に合い，松澤政彦君の軽妙な
司会のもと松浦信一君の開会の挨拶
で楽しい宴会が始まりました。２年
前，東京でかなり久しぶりのクラス
会がプレ卒後２０周年として開催さ

れ，６９名という多くの参加者があり
ました。今回は２年しか経ってない
せいか少し減って５８名となりました
が，副主任をしていただいた矢島
麗先生をお迎えし，２年前には欠席
だったクラスメートも加わり楽しい
宴と相成りました。麗先生は相変わ
らずのお美しさで，一同びっくりし
ておりました。
卒後２０年ということで，お互い
の近況や変化，家族のこと仕事のこ
と，そして今回は「健康」の話題が
多く話されていたようです。「アラ
ウンド・フィフティー」世代ですの
で，みなさん身体には十分気をつけ
て，次回また元気にお会いしましょ
う!
（古川由美子 記（旧姓葛西））

クラス会だより
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平 成 会 平成１年卒

平成２０年９月１４日（日），平成会で
は５年ぶりに６回目のクラス会を開
催した。
昼過ぎより水道橋病院の血脇記念
ホールにて総会を行った。我々の登
院時代，水道橋病院は旧校舎であっ
たため現在の水道橋病院を初めて見
る者もいて，入り口が分からずに通
り過ぎる者有り，血脇ホールの場所
が分からず１階でうろうろしている
者も有り，それでも多くの出席が得
られ，髙橋義弥君を議長に選出して
粛々と行った。
ひきつづき，卒業時の副主任でク
ラウンブリッジ補綴学講座の主任教
授・佐藤 亨先生から現在の大学の
様子，最新のクラウンブリッジの話
題等についてご講演をいただいた。
変わっていく大学の様子に皆興味

津々で聞き入り，予定の時間をかな
りオーバーして活発な質疑応答が交
わされた。
その後，東京ドームホテルの４２Ｆ
シリウスへと場所を移し懇親会を
行った。来賓の野間弘康名誉教授，
山根源之教授からご挨拶をいただ
き，佐藤 亨教授による乾杯の音頭
で開宴した。そのころには，北は北
海道から南は鹿児島まで９０余名の参
加があり宴会場は超満員!みんな食
事をするのも忘れて，昔話に近況報
告にと大盛り上がりであった。途
中，田 昌文君が夏休みに撮りため
てくれた最近の稲毛と市川の様子を
中心とした４００枚に及ぶスライド
ショーや，誰かがお宝としてこっそ
り持っていた卒業式のDVDが披露
されたりしながら，あっという間に

お開きの時間となった。その後，写
真室へ移動して集合写真を撮影し
た。当然，多くの者が飲み足らず話
足らず，ぞろぞろと移動して水道橋
病院向かいの居酒屋「天狗」で２次
会を開始。ワンフロアーほとんど貸
切りの中，店のグラスが無くなるま
で飲み続けて明日への活力とした。
今回，ご出席下さった方も，都合
で残念ながら出席できなかった方
も，平成２１年４月には卒後２０周年記
念誌を発行しますので，全員参加し
ましょう!ただいま原稿募集中で
す。最後に，実行委員長として大活
躍してくれた川崎由希子さん，あり
がとうございました。次回のクラス
会は，平成２５年に北海道で行うと
巣山 達君が力強く幹事を引き受け
てくれましたのでよろしくお願いい
たします。

（川越元久 記）

クラス会だより
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OB会・グループ・サークルだより

長い伝統と１５０名以上のOB会員
がいる本学陸上部は，金子学長と同
級生の前OB会長の加藤千織先生
などが中心となり，箱根駅伝やオリ
ンピック選手として有名な体育の
竹中正一郎教授のご指導により全日
本医歯薬獣陸上大会で９年連続優勝
をしていました。金子学長は学生の
時は１００メートルなどの短距離の選
手として大活躍されておられまし
た。
しかしながら平成になってからは
時代の趨勢もあり，競技をやる部員
も数も少なくなり，一時は部の存続
の危機の時もありました。現在５年
生になる５名が入部して以来，ここ
数年は部員数も多くなり，徐々に大
会での入賞者も増えてきました。そ
して本年は歯学体の陸上部門の主管
校となり，８月３日に千葉市「青葉
の森陸上競技場」において歯学体の
陸上競技大会が開催されました。当
日は体育の中村光博教授や井上前理
事長のお骨折りで，審判員などに千
葉県陸連の方々の全面的な協力が得
られました。当日は１０名を越す，多
くのOBも早朝から応援に駆けつ
け，４０℃近い猛暑のグランドで，
現役時代を思い出し，熱心に幅跳び
などのコーチを買って出るOBも
おりました。
主管校としての準備などに追われ
ながら合宿などで練習にも励み，男
子４００ｍリレー，１６００ｍリレーなど
に優勝し，これらを含めて８種目で
優勝し，さらに多くの種目でも上位
入賞を果たしました。特に主将の
多田恵子選手は女子３０００ｍ，８００

ｍ，４００ｍなど全てに優勝し，さら
に４００ｍリレーでも２位となり，最
優秀選手賞を獲得いたしました。そ
して遂に長年の夢でありました歯学
体陸上部門の総合優勝を飾ることが
できました。
本当に久しぶりの優勝の祝賀会
と，長年にわたり陸上部の発展に尽
力されました前OB会長の加藤
千織先生に感謝する会が２０年１１月
２９日（土）にアルカディア市ヶ谷に
おいて開催されました。当日は金子
学長はじめ多くのOBが参加さ
れ，自分が競技していた時代のこと
を思い出し，現役の学生さんとの交
流も図られました。
（陸上部OB会へのご連絡はOB
会総括幹事の花上健一（平成４年
卒）電 話，FAX：０４６－２４１－１１５８
までお願い申し上げます。）
（陸上部OB会長 矢崎秀昭 記）

現役部員の活躍で歯学体での数十年ぶりの優勝にわく陸上部OB

竹中正一郎先生は独特のスタイルで
グランドに立たれ，競技部員一人一人
に合った練習メニューを作成し，ご指
導いただきました。

市川のグランドで恩師・竹中正一郎
先生のご指導でみんな一生懸命走りま
した。
宮地建夫（Ｓ４２年卒）君は８００ｍの
名選手でした。

２０年８月３日 優勝の喜びにわく現役部員，中村部長，応援のOB
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今年も自動車部OB会主催で現
役学生とOBとの交流を深めるた
めに平成２０年１０月１２（土）・１３日（日）
の２日間に渡り「轍会ミーティン
グ」が行われましたのでご報告いた
します。
轍会ミーティングも今回で９回目
となり，内容的にも参加人数的にも
充実してきたように思います。特に
今回は「もう少しアカデミックな内
容も入れてはどうか？」と言う意見
から学術セミナーも合わせて行われ
ました。
寒くもなく，暑くもなく穏やかな
土曜日の午後，まずは現役学生たち
の活動を見るべく，千葉キャンパス
内の自動車部ガレージに集合し，
キャプテンである真山くん（４年
生）から現在の活動報告などをして
もらいました。
例年，入部する学生の減少に悩ま
されてきた我が自動車部ですが，昨
年今年と入部者が多く，むしろ指導
する側の人間（上級生）が少ないと
言う現状が把握できました。
その後，学内のセミナー室に移動
し，安部井寿人先生（昭和３７年
卒）を講師として迎え「患者の
QOLの根源にせまる歯科医の生き
がい」と言うタイトルでご講演をい
ただきました。
セミナーの内容は日々の臨床にお
いて，常に考えさせられる咬合（咬み
合わせ症候群）に関するものでした。
我々臨床医にとって，日々努力し
治療に励みながらも不定愁訴を訴え
られる患者さんの苦痛とその解決策
への糸口などが興味深く語られまし
た。
また，解剖学や補綴学を学び始め
た学生たちにとっても将来の臨床家
になるにあたって，わかりやすく，
非常に聞きがいのある講演であった

と思います。
セミナー終了後「実習なども行え
るような内容で続編をお願いした
い」と言う意見で締めくくられまし
た。
懇親会の会場は昨年と同様に稲毛
海岸駅近くの居酒屋で行われ，OB
の先生方から近況報告や現役学生た
ちへの温かいメッセージなどをいた
だき，交流を深めることができまし
た。また，後から駆けつけられた
OBも含め，非常に盛況な会になっ
たと思います。
翌１３日は市原市の南千葉サー
キットを貸し切っての走行会が開か
れました。
午前中はOBと現役学生の混走
によるサーキット走行を楽しみまし
た。
OBの先生方は「非常に安定感の
ある走り」を披露されました。逆に
現役部員の走りはOBの先生方か
ら「まだまだだな」など，辛口の批
評が出ておりました。
パンクなどのトラブルはあったも
のの，事故もなく，午前の走行会が
終了しました。
遠方から参加された先生や午後に
用事の入っている先生もいらっしゃ
り，お昼で中締め，解散と言う形を
取りました。
午後からは元全日本選手権ラリー
ドライバーである奥平紳一朗先生
（昭和５６年卒）を講師に「ブレー

キングの基本」「ステアリング操作
の基本」「危険回避の基本」など，
貸し切りサーキットならではの練習
を現役部員に指導していただきまし
た。「自動車部って体育会系だった
のか」と痛感した学生もいた事で
しょう。後日，腕や脚が筋肉痛に
なった学生もいたのではないでしょ
うか？
日常の運転においてもこれら運転
操作の基本を習得しているかいない
かは大きな違いであり，非常に充実
した練習だった事と思います。
最後の１時間は基礎練習を踏まえ
てのサーキット走行を行いました。
すると，部員たちは午前中の「へ
なちょこな走行」とは見違えるよう
に「元気な走り」をしていました。
やはり「何事も基礎練習が大切な
のだ」と実感できたのではないかと
思います。
来年は今年以上に参加者が増え，
現役とOBとを繋ぐミーティング
になってほしいと期待します。
参加者氏名（順不同）
山本啓介，安部井寿人，初鹿繁和，
臼井久雄，大岡紀一郎，関谷和夫，
須田 昇，浦井照彦，東海林秀樹，
河村正夫，角田正健，山田英夫，林
量一，奥平紳一郎，鈴木 潔，高品
和哉，根岸史郎，田崎裕紀，櫻井
善明，周東左起子，堀 雄一，小川
大輔，市原雅也，鈴木博也
（担当・平成８年卒・櫻井善明）

第９回轍会（自動車部OB会）

OB会・グループ・サークルだより
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先月号の同誌にクラスメート松崎
邦夫君の逝去の報せが載っており
ビックリした。「松﨑君，お前もか
!」と愕然としたのであった。これ
で入学当時２００名の同級生が残り私
も入れて３名になってしまった。
松﨑君とはクラブ活動の柔道部員と
して特に親しかった。４年生の時
（当時は４年制の専門学校だった）
今年は強い部員に恵まれたので，医
歯薬リーグ戦に優勝しようではない
かと意気込み，合宿までやる事にし
た。合宿所は学校から近いところに
十数人泊まれる下宿屋に決めた。第
一日目に意外な事態が起きた。下宿
屋のおばさんはどれ程のご飯を用意
してよいか見当がつかなかったらし
く，食べ始めるとおひつの底が見え
て来た。大慌てで大至急お米をとい
で強い火で炊き上げ，まだ蒸れてい
ないご飯を女中さんが待っていた私
達によそって下さって「済みません
!」を連発し，焚きあげたばかりの
熱いご飯を苦心して食べたのであっ
た。東京歯科の道場で柔道着に着替
え，サンダル履きで水道橋を渡ると
そこが講道館入り口であった。当時

しこん

の道路は狭かったので文字通り指呼

かん

の間だった。講道館本部の小さな建
物が現在の後楽園の一角にあった。
当時の後楽園は砲兵工廠の跡地であ
り，軍隊特有の広大な広場で飯田橋
近く迄何も無い広々とした演習場で
あった。横道にそれたが，今考える
と小さな講道館本部だけが新築間も
ない存在だったのである。
練習場は校門の左側に柔道部の小
さい道場と木造の部室があったが，
当時の講道館は東京歯科から目と鼻
の先にあった。松﨑君も僕も講道館
の二段で受付は顔パスの状態だった
ので「こんにちわ!」の一言で道場
に入り，見ず知らずの相手に「お願
いします」と言って自由に練習でき
る恵まれた状態だった。古くて狭く
窓の大きくない母校の練習場よりも
講道館の方が快適だった。冷房とい
うものは，昭和１１年には日本中ど
こにも存在しない時代だったのだ。
例えば，臨床実習の診療中，汗が背
中を流れて行き，診療を終わった患
者さんの背中は汗ビッショリになっ
ている状態で，それが当たり前で
あった。
柔道部の道場は木造二階建ての二
階であり通風が悪く，今考えてよく

あんなところで練習したものだと感
慨無量である。講道館本部の道場が
近くにあったのは幸いだった。現在
はその跡形もないがその講道館での
練習のお陰で優勝できたのかも知れ
ない。当時の柔道部の監督は柔道一
筋の人物で警視庁の柔道指導部長の
関根六段であった。
さて，試合当日の松﨑君の相手は
宿敵日本歯科医専の主将らしき強豪
で，今も思い出すのは時間切れも後
何分かに迫った時「技あり」を取ら
れた後に松﨑君の捨て身の一撃大外
刈りが見事に決まって審判が「一本
!」とハッキリ宣言した時のあの一
瞬である。主将の三浦君がそれこそ
肌身離さず優勝旗を持ち帰り，母校
の中央ホールで記念撮影を終える
迄，さながら私物の如くしっかりと
持っていた事も思い出深い。
俺も間もなく松﨑君の仲間入りを
する事になるが，早く逝ったもう一
人の柔道部員九州男児の玉置君と四
人で医歯薬リーグ戦の思い出話と青
春を語り合おうじゃないか!
（S．１２年卒

押見 宏（９２歳）記）

故松﨑邦夫君と柔道部の思い出

メールでの投稿に際してのお願い
ご投稿頂いた原稿の受け渡しに，トラブルがありました。原稿受け渡しの確認不足と，不手際をお詫
びいたします。今後の対策として，メール添付の場合以下の手順を踏むことといたしました。多少煩雑
な点もありますが，間違いを防ぐために，ご協力下さい。

１．メール添付の場合，同時にFAXで同窓会事務室に送った旨（氏名，原稿の種類など）をお知らせ
下さい。（原稿の管理は，事務局で行っているので，確認のため）

２．メールで頂いた場合，担当より受領の返信メールを差し上げます。
返信がない場合（おおよそ１週間）事務局へご連絡下さい。

３．送付先アドレスは，以下に統一いたします。他のアドレスを記録されている方は，変更をお願い
いたします。 送付先：kouhoubu@tdc-alumni. jp

OB会・グループ・サークルだより
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すいどうば し

榊原悠紀田郎先生を偲ぶ会が，平
成２０年９月２３日に開催されました。
この会は，２４団体にも及ぶ発起人に
より構成されており，参加者はおよ
そ２５０名となりました。榊原先生の
歩まれた領域の広さと深さを物語っ
ているものと思います。
榊原悠紀田郎先生は平成２０年６
月１０日に亡くなられ，翌１１日に通夜，
１２日に告別式が行われましたが，こ
の榊原家のご葬儀の当初から合同の
お別れの会をという声が上がってお
りました。ことに，榊原先生が現職
のまま亡くなられた，東京歯科大学
（法人評議員）と㈶口腔保健協会（理
事），そして任意の団体ですが榊原
先生が常時出席していたヨナミ会と
いった，法人・会から開催の意向が
ありました。その後，日本歯科医師
会，日本歯科衛生士会，日本学校歯
科医会等の，榊原先生がその活動事
業に尽力された公的な団体や，日本
口腔衛生学会，日本歯科医史学会，
愛知学院大学の他，東京歯科大学神
奈川県支部連合同窓会等も加わり，
私の予想を遙かに上回る多くの会・
団体が参加してくださいました。さ
らに会が終わった後にも，何故うち
の会が発起人に加わってなかったの
か，というお叱りを受けるありさま
でした。改めて榊原先生の大きさを
見せつけられたしだいです。
偲ぶ会は，金子 譲（東京歯科大

学学長），大久保満男（日本歯科医
師会会長），中垣晴男（愛知学院大
学歯学部教授），岡田昭五郎（口腔
保健協会理事長），金沢紀子（日本
歯科衛生士会会長），櫻井 善忠
（全国歯科衛生士教育協議会会長）
から追悼の言葉を頂き，松島悌二
（日本学校歯科医会会長）から献杯
の発声を頂きました。
会場では榊原先生が整理されてい
たご自身のアルバムを展示回覧し，
参加者皆様で在りし日の先生との思
い出を語り合って頂きましたが，そ
のアルバムは，ご令嬢の榊原紀美子
様によれば，この日のために榊原先
生が用意しておいたものとのことで
した。写真を手に縁のある方々が大
いに盛り上がっている横で，先生は
ニコニコされていたに違いありませ
ん。「このような会にしたかったの
だよ」と。
参列の皆様には，金子 譲学長と
榊原先生が今年の５月１５日に対談を
された時のVTRをご覧頂きまし
た。学長が東歯１２０周年に当たり，
諸々の故事来歴を榊原先生から確認
しておきたいとの意向で実現した対
談でした。先生の最後の映像となっ
たものです。
また，榊原先生が十八番とされて
いた“桃太郎”のVTRも上映いた
しました。ほとんどの参加者が知っ
ている“榊原桃太郎”です。先生の

米寿の会の折りに撮影されたもので
した。４年前でしたが，先生は元気
ハツラツで実に流暢な桃太郎であり
ました。
多くの参加者から，久しぶりに
榊原ワールドに浸ることが出来で良
かったという感想を頂きました。
榊原先生の在りし日を偲ぶ言葉も沢
山頂きました。中でも，先生への感
謝の言葉の多かったことに心を動か
されました。
榊原先生は，愛知学院大学を退職
した後も２０年に渡って歯科界で現
役として活躍されました。特に執筆
活動は目覚しく，現役の大学人でも
かなわないほどの著書と論文をださ
れました。その殆どが単著であるこ
とに先生のすごさがあると思いま
す。退職後の活躍が目立つため，先
生が現役当時に果たされた多くの功
績が歯科界の記憶から遠のいている
観があります。しかしながら，学校
歯科保健に始まる公衆歯科衛生活
動，歯科医師・歯科衛生士教育，社
会歯科学と歯科医学史における研究
活動，日本歯科医師会での多くの委
員会活動，そして厚生労働省の検討
会を通してなされた国策への貢献等
は間違いなく後世に残るものであ
り，国民の福祉に貢献するものであ
ります。

榊原悠紀田郎先生を偲ぶ会

東京歯科大学社会歯科学研究室 石 井 拓 男

平成２０年５月１５日 金子学長との対談 平成２０年９月２９日 榊原先生をしのぶ会 榊原先生が用意したアルバム
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１１月
１） 理事会
１１月２１日（金） 第６回理事会
２） 委員会
１１月４日（火） 学術部委員会（プログラム委員会）

５日（水） 総務部打合せ
７日（金） 渉外部委員会
１０日（月） 学術部委員会（将来像検討委員会）
１１日（火） 広報部委員会（会報編集）
１２日（水） 学術部委員会（プログラム委員会）
１８日（火） 学術部委員会（プログラム委員会）
２５日（火） 学術部委員会（企画会議）
２５日（火） 保険部委員会
２６日（水） 情報部委員会
２６日（水） 厚生部委員会ゴルフ大会委員会

３） 出 張
１１月２日（日） 東歯祭 大山会長出席

１３日（木） 六歯科大学歯学部校友会同窓会懇話会
大山会長，鳴神嘱託出席

１５日（土） 北海道地域支部連合会卒後研修会
阿部二郎氏（東京都開業）

１９日（水） 芝支部学術講演会
講師・関根秀志准教授（母校）

２３日（日） 近畿地域支部連合会総会（大阪府支部担当）
大山会長，神谷副会長，小室理事出席
学術講演会 講師・川口 充教授（母校）

２９日（土） 熊本県支部総会 江﨑副会長出席
学術講演会 講師・井上 孝教授（母校）

２９日（土） 島根県支部総会 神谷副会長出席
学術講演会 講師・加藤広之講師（母校）

３０日（日） 東信支部総会
学術講演会 講師・乕田克巨氏（神奈川
県開業）

４） 事 業
１１月９日（日） 卒後研修セミナー

〔卒研フォーラム（№７患者さんの健康
を支援する～歯科医師のできること歯科
衛生士にできること～）〕

２２日（土） 平成２０年度評議員会・総会

１２月
１） 理事会
１２月１０日（水） 第５回常任理事会
２） 委員会
１２月１日（月） 学術部委員会（プログラム委員会）

２日（火） 広報部委員会（会報企画）
３日（水） 学術部委員会（プログラム委員会）
４日（水） 厚生部委員会
８日（月） 学術部委員会（プログラム委員会）
１１日（木） 情報部委員会
１３日（土） 学術部委員会（全体委員会）
１７日（水） 学術部委員会（研究部委員会）
２２日（月） 学術部委員会（企画会議）

３） 出 張
１２月４日（木） 父兄会・大学との懇談会

大山会長出席
６日（土） 山梨県支部総会 関専務理事出席

学術講演会 講師・原田 清氏（山梨大
学医学部歯科口腔外科教授）

６日（土） 東京地域支部連合会総会
大山会長，中島常任理事出席

６日（土） 愛媛県支部総会 宮地常任理事出席
学術講演会 講師・中川寛一教授（母校）

７日（日） 神奈川県支部連合同窓会総会
服部副会長出席

学術講演会 講師・井出吉信教授（母校）
７日（日） 茨城県支部総会 片倉副会長出席

学術講演会 講師・吉成正雄教授（母校）
７日（日） 千葉県支部総会 柳副会長出席
７日（日） 愛知県支部総会 神谷副会長出席

学術講演会 講師・千葉光行氏（千葉県
市川市長）

１４日（日） 栃木県支部総会 大山会長出席
学術講演会 講師・平井義人教授（母校）

１４日（日） 静岡県支部総会 神谷副会長出席
学術講演会 講師・山根源之教授（母校）

２０日（土） 大森支部総会 大山会長出席

庶 務 日 誌
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岡 駒雄君を悼む いそむ会（昭和２６年卒）

今は亡き岡兄
の遺影を前にし
て，その古武士
的風貌から，強
い意志と質実剛
健な気風が滲み
でているように

思えるのである。
そのような彼だからこそ，「男兄
弟３人を同じ職業にして同じレベル
の生活をさせてやりたい」という述
懐から，３人のご子息が大学に入学
して以来，自慢の太い足のスネを嫌
という程齧られる苦労もあったと言

いながら，夫々独立し，盛業の今日
である。
その反面，辛酸を嘗めた道筋で
あったが，つかんだ幸せの後，彼の
望んだものは毎日の診療を終えて我
が家に帰り，お孫さんの相手をする
のがなによりの楽しみで，お守りは
気が疲れるが可愛さが先に立って何
の苦労もないと，過ぎ去った厳しさ
はなく，好々爺の日々を送られたと
のことである。
その彼も病魔の進むのには逆らう
術もなく，平成１８年軽い脳梗塞と
なり，入院加療を拒み，幸せなこと

によき内科医の先生に巡り合い，自
宅療養で大変親切な往診のもと，介
護も万全を期し，行き届いた闘病生
活も彼の希望通りの毎日であった様
で，思えば以って瞑すべきか，平成
１９年２月１０日の雪の日に肺炎を併
発し，自宅で大往生を遂げられたの
である。
ここに「いそむ会」の友人の一人
失い，痛恨の極みであるが，謹んで
哀悼の意を表する次第である。

（貝塚雅信 記）

逝 去 会 員

下記の会員が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し心からご冥福を

お祈り申し上げます。 （敬称略・届出順）

●昭 １９．９ 卒 田 島 太 郎（８６歳） ２０．１０．１４
岡山県支部 〒７１４‐００８１ 笠岡市本町笠岡２２０３－３

●昭 ６２ 卒 吉 田 ジュリー（４７歳） ２０．９．１０
横浜中央支部 〒２３１‐０８２７ 横浜市中区本牧和田１１－１－６０１

●昭 １９．９ 卒 森 山 勇一郎（８７歳） ２０．１０．１９
秋田県支部 〒０１０‐０５００ 男鹿市船川港５１

●昭 ２４ 卒 大 津 二 郎（８１歳） ２０．１０．２４
北多摩支部 〒１８３‐００１５ 府中市清水が丘２－３０－８

●昭 ３２ 卒 小野寺 勇 往（７６歳） ２０．１０．２７
宮城県支部 〒９８０‐００１３ 仙台市青葉区花京院１－４－２

●昭 ２８ 卒 吉 住 典 也（８０歳） ２０．１０．１８
埼玉県支部 〒３５５‐０３２１ 比企郡小川町大字小川１４８

●昭 ２７ 卒 白 石 立 夫（７９歳） ２０．１０．２７
麻布赤坂支部 〒１０６‐００４７ 港区南麻布２－２－１７－２Ｆ 卓也デンタルクリニック

●昭 ３５ 卒 飯 田 忠 男（７４歳） ２０．１１．９
岡山県支部 〒７１８‐０００３ 新見市高尾３７７－８

●昭 ２０．９ 卒 櫻 井 正（８４歳） ２０．１１．１６
北多摩支部 〒１８１‐００１３ 三鷹市下連雀１－９－１２

●昭 ５７ 卒 岩 田 和 久（５３歳） ２０．１１．１７
宮崎県支部 〒８８２‐０８７２ 延岡市愛宕町２－２２７７－１

追 悼
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風の旅人 七十八期会（昭和４８年卒）

橋本 優君を偲んで 八輪会（昭和５０年卒）

Kazenotabibi１０５
＠……，９月３
日亡くなられた
二瓶博美さんの
メールアドレス
です。
卒業後いつの

ころからか，千葉の梨を送ると福島
の地酒が届きました。
お礼の電話をかけながらのおしゃ
べり，時にはメール交換と，それだ
けのつながりでしたが，私のたわい
も無い話，同級生の近況等いつも楽
しそうに聞いてくれました。同じ福
島県出身のＡクラス。まだ学生気分
の抜け切らない私と違い，二瓶さん
は生きるという事を真剣に考え，自
ら実行する人でした。
私は彼女の姿勢から，たくさんの
ことを教えてもらった気がします。

４年前の夏いつものようにお礼の
電話をした時，苦しい息使いで，辛
そうなあなたの声に驚いてすぐ電話
をきりました。白血病の治療法が見
つからないまま外泊が許されたその
日だったのですね。でもその後，
「体重は３５キロまで落ちちゃった
けど元気だよ。仕事もぼちぼち始め
たよ」とメールが来た時は本当に嬉
しかったです。その後も病魔との闘
いは続きましたが，一人娘のみさき
ちゃんのために，驚異的な頑張りを
見せてくれた時もありました。今
は，残念でなりません。
喜多方での告別式。遺影の二瓶さ
んは，変わらず穏やかに微笑んでい
ました。
福島に戻られた二瓶さんは，地元
の小学校のフッ素塗布を率先して行
い予防歯科の面で大いに貢献なさい

ました。又母校のバスケットボール
チームのコーチを引き受け，指導さ
れていたと聞きました。教え子の代
表の方が，「技術だけではなく大人
になるための大事な躾や礼儀を教え
て下さいました」と，感謝の言葉を
述べておられました。
「苦しい息の中でも，決して弱音
を吐かず，最後までがんばった姿
は，立派でした。尊敬しておりま
す」とご主人が挨拶なさいました
が，家族や地元の人々に愛され短
かったけど幸せで豊かな人生を送ら
れたのだと，実感しました。
よかったね，二瓶さん。そして，
長い間友達でいてくれてありがと
う。
心よりご冥福をお祈りいたしま
す。 （萩野万里江 記）

９月２３日に優
ちゃんが亡く
なったと野球部
仲間の藤川君か
ら訃報を聞き呆
然としてしまい
ました。

２年前に同期の渡辺君から正月の
年賀の挨拶で優ちゃんの体調が心配
だという連絡が入り，驚いて電話を
したところ病状について詳しい説明
を受け，９月頃には抗癌剤の効果で
良好な経過で診療をしていると聞き

安心しておりました。
君とは進学課程の野球部で一緒に
過ごし，豪腕投手としての活躍が懐
かしく思い出されます。水道橋の専
門課程に入ってからは臨床実習で実
に綺麗な仕事をしていたのを思うと
卒業後の医科歯科大の補綴科へ進み
博士号を取得したのは当然でした
ね。
振り返ると，君とは在学中に北海
道に来て道南旅行へと楽しんだ事が
昨日のことのように思いだされま
す。又卒業後は結婚された奥様と来

樽し小樽カントリー倶楽部でプレー
したり夜景をみて夏祭りの楽しい一
時を過したことが懐かしいです。
君のような剛健な人がなんでと悔
しい想いで堪らないです。
所沢に行った際に奥様からのお話
で歯科医師会の仕事など一生懸命に
頑張っていた様子を聞き本当にご苦
労様でした。安らかに休んでくださ
い。４０年に亘り親交を深めてもら
い本当に有難う。心からご冥福をお
祈りします。 （千葉 亘 記）

追 悼

39



広報部委員会
委 員 長 小林 伯男
委 員 内山 健志

林 量一
東郷 幹夫
臼田 準
小池 修
尾﨑 圭子
福井 雅之

広報部担当理事 三友 和夫

◆投 稿 規 定
� 原稿締切り
原稿の締切りは，奇数月の１０日までとし，原則
として翌月発行の会報に掲載いたします。

� 投 稿 様 式
投稿は原稿用紙に横書きとし，便箋などの使用
はご遠慮ください。ワープロ使用の場合は１行
１６字で設定して下さい。写真はピントのあった
ものを，大きいサイズ（２Lなど）で，集合写
真のみでなく，スナップなども添えて下さい。

� 投 稿 字 数
① 「すいどうばし」欄（随想，詩，短歌，時評な
ど）は，１編１，６００字程度

② 「支部のうごき」「クラス会だより」は，本文

のみの場合１，６００字程度。写真が入る場合，３
段抜き９００字，２段抜き４００字，１段抜き２００字
減らして下さい。

③ 「追悼」は，５００字程度
� ご投稿いただいた原稿は原則として原文のまま
掲載いたします。ただし，紙面の都合により加
筆削除等お願いすることがありますので，ご了
承下さい。
なお，掲載については委員会にご一任いただきます。

� 写真等の返却
写真等は，原則として返却いたしませんが，特
に貴重な写真などの場合は，その旨書き添えて
下されば返送いたします。

電子メールでの投稿は同窓会ホームページ http : //www.tdc-alumni.jp/only/kouhoubu.html をご覧下さい。

◆へんしゅうこうき ★ ついに，アメリカ合衆国大統領にオバマ氏が決まりました。すこし前の１９世紀，
アメリカの白人は黒人を奴隷として扱っていました。その後の６０年代におけるキン
グ牧師の公民権運動やケネディ大統領の公民権法を思い起こせば，彼が提唱してい
るこれからのChanging より，彼が大統領になったことそのものが，想像を超え
るChanging であると思います。
かつて黒人ミュージシャンのスティービー・ワンダーが日本のとある都市で，盲
目の高校生とピアノ競演をしました。聴衆から高校生への「目が不自由なのにすご
いピアノが上手ですね」という質問に，すかさずスティービーが「ピアノの上手な
子が，たまたま目が不自由なだけだよ」と答えていました。今回の選挙で「初の黒
人大統領」とさわいでいますが，そんなことは関係なく「今度，大統領がオバマに
決まったね」「父親がアフリカ系なんだね」と，さりげなくいえるような世界にな
れば，と感じた次第です。それにしても，言外の深い意味はともかくとして，日本
の中学生でもわかる単純な「Yes，we can．」はいいですね。
★ 最近のある１年の統計ですが，G８のなかで日本はGDPに対する医療費が最
低，一方，道路にかけるマネーは，８兆円で世界１，そのうち２兆円は道路特定
財源以外の税金だそうです。このお金を，小児科，産婦人科，救急医療の体制・シ
ステム，さらに歯科部門にすこしでも，まわしていただければと念じるのは私だけ
でしょうか。歯科医療のためにも一般の医療が充実される必要があります。
先進国を自認するなら，むだを省くことはあたりまえですが，医療費抑制はなじ
みません。国民のほとんどが望んでいることでしょう。あってはならないことで
す。誤解なきよう申し添えれば，厚労省のお役人は，その予算の中で努力している
と思いますが……。 （内山健志 記）

平成２０年１２月２０日 印刷
平成２０年１２月２５日 発行
東京歯科大学同窓会会報 第３６７号

発行人
編集人

三 友 和 夫
小 林 伯 男
東 京 歯 科 大 学 同 窓 会

同窓会ホームページアドレス
http://www.tdc-alumni.jp

〒１０１‐００６１ 東京都千代田区三崎町２－９－１８
電 話（０３）５２７５－１７６１
ＦＡＸ（０３）３２６４－４８５９

印刷所 一 世 印 刷 株 式 会 社
〒１６１‐８５５８ 東京都新宿区下落合２－６－２２

電 話（０３）３９５２－５６５１（代）
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第１１４回東京歯科大学同窓会定時総会
（午後３時４０分～午後４時３０分）

１．開 会 の 辞
１．点 呼
１．会 長 挨 拶
１．来 賓 挨 拶
１．議長，副議長選出
１．議事録署名人指名
１．黙 祷
１．報 告
⑴ 平成２０年度 会 務 報 告
⑵ 平成２０年度 会計現況報告
⑶ 大学創立１２０周年記念事業について
① 記念式典について
② 水道橋移転について

１．議 事
第１号議案 平成１９年度 経常部収支決算
第２号議案 平成１９年度 特別会計収支決算

（同窓会基金，血脇記念基金，共済基
金，名簿積立金，退職積立金）

第３号議案 平成１９年度 卒後研修セミナー，卒後
研修セミナー積立金収支決算

第４号議案 平成１９年度 総合政策費積立金会計収
支決算

第５号議案 平成１９年度 財 産 目 録
（監 査 報 告）

第６号議案 財産（備品）廃棄処分

第７号議案 平成２１年度 事 業 計 画
第８号議案 平成２１年度 入会金（現行本学出身の

会員５，０００円，推薦会員５０，０００円）
第９号議案 平成２１年度 会費（現行１８，０００円）
第１０号議案 平成２１年度 経常部収支予算
第１１号議案 平成２１年度 特別会計収支予算

（同窓会基金，血脇記念基金，共済基
金，名簿積立金，退職積立金）

第１２号議案 平成２１年度 卒後研修セミナー，卒後
研修セミナー積立金収支予算

第１３号議案 平成２１年度 時局対策費積立金会計収
支予算

第１４号議案 平成２１年度 名誉会員の推薦
第１５号議案 東京歯科大学同窓会共済規程の変更
第１６号議案 平成２１年度 共済負担金
第１７号議案 東京歯科大学同窓会会則一部変更を求

むるの件
第１８号議案 同窓会員３名における一連の事件に関

わる対応について
１．協 議
１．名誉会員表彰式
１．叙勲，褒章受章者顕彰式
１．同窓会会長賞表彰式
１．閉 会 の 辞

１．開 会 の 辞
１．会 長 挨 拶
１．議長，副議長選出
１．議事録署名人指名
１．報 告
⑴ 平成２０年度 会 務 報 告
⑵ 平成２０年度 評議員会報告
⑶ 平成２１年度 経常部，特別会計，卒後研修セミ

ナー，卒後研修セミナー積立金，
時局対策費積立金会計収支予算

１．議 事
第１号議案 平成１９年度 経常部収支決算
第２号議案 平成１９年度 特別会計収支決算

（同窓会基金，血脇記念基金，共済基
金，名簿積立金，退職積立金）

第３号議案 平成１９年度 卒後研修セミナー，卒
後研修セミナー積立金収支決算

第４号議案 平成１９年度 総合政策費積立金会計
収支決算

第５号議案 平成１９年度 財 産 目 録
（監 査 報 告）

第６号議案 財産（備品）廃棄処分
第７号議案 東京歯科大学同窓会会則一部変更を求

むるの件
１．協 議
１．閉 会 の 辞

平成２０年度 評議員会・定時総会

（報告） 平成２０年１１月２２日
於 ホテル メトロポリタン エドモント

平成２０年度東京歯科大学同窓会評議員会
（午前１０時００分～午後３時３０分）
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平成２０年度東京歯科大学同窓会会務報告
�
�
自 平成１９年１０月１日�

�至 平成２０年９月３０日

１．現在会員数 ９，１４０名
内
名 誉 会 員 ３０名
共済負担金免除会員 ６９７名
高 齢 会 員 ５５３名
不 明 会 員 ７６８名

２．会員の移動
新 入 会 員 １２８名

�
�
本年度卒業生 １２６名�

�他 ２名
逝 去 会 員 １３７名
退 会 会 員 ３名

３．会 議
評 議 員 会 １回
定 時 総 会 １回
東歯関係日歯役員・代議員，都道府県歯
会長と同窓会役員懇談会 ２回

地域支部連合会主催学術講演会等 ７回
学術講演会講師派遣 ３４回
理 事 会 ７回
常 任 理 事 会 ４回
監 査 会 １回
役 員 連 絡 会 １回
各 種 委 員 会 １２６回
卒後研修セミナー ７回

４．役員出張 ４５回（５９名）
５．支 部 数 １０９支部
６．地域支部連合会数 １１地域支部連合会

北海道地域，東北地域，関東地域，東京地域，
信越地域，東海地域，北陸地域，近畿地域，
中国地域，四国地域，九州地域

７．会務報告
平成１９年
１０月２日（火） 学術部委員会（運営委員会）

３日（水） 地域支部連合会会長合同会議
６日（土） 九州地域支部連合会総会（沖縄県支部担

当） 江﨑理事出席
１１日（木） 厚生部委員会
１４日（日） 卒後研修セミナー〔欠損補綴編（№６少

数歯残存症例の咬合再構成）〕
１６日（火） 城東・深川支部合同学術研修会 講師・

森山貴史講師（母校）
１６日（火） 広報部委員会（会報企画）
１７日（水） 千代田支部学術講演会 講師・渋川義宏

准教授（母校）
１８日（木） 学術部委員会（運営委員会）
２０日（土） 第６回理事会
２０日（土） 十勝支部学術講演会 講師・山口秀晴氏

（元東京歯科大学教授）
２２日（月） 学術部委員会（企画会議）
２３日（火） 学術部委員会（研究部委員会）
２５日（木） 保険部委員会
２７日（土） 第５４回全国歯科大学同窓・校友会懇話会

（九州大学歯学部同窓会担当）
１１月４日（日） 東歯祭後夜祭 高原監事出席

６日（火） 学術部委員会（研究部委員会）
９日（金） 渋谷支部学術講演会 講師・矢島安朝教

授（母校）
１０日（土） 神奈川相北支部学術講演会 講師・河原

武彦氏（神奈川県開業）
１１日（日） 卒後研修セミナー〔卒研フォーラム（№

７総合治療 個々の技術をどう活かす
か）〕

１２日（月） 広報部委員会（会報編集）
１６日（金） 第７回理事会
１７日（土） 平成１９年度評議員会・第１１３回定時総会
１８日（日） 神奈川県支部連合同窓会学術研修会 講

師・矢島安朝教授（母校）
２３日（金） 近畿地域支部連合会総会（和歌山県支部

担当） 小室理事出席
学術講演会 講師・柿澤 卓教授（母校）

２６日（月） 学術部委員会（企画会議）
２７日（火） 学術部委員会（研究部委員会）
２７日（火） 保険部委員会
２９日（木） 父兄会役員・大学幹部との懇談会

江﨑会長代行出席
１２月１日（土） 山梨県支部総会

学術講演会 講師・櫻井 薫教授（母校）
１日（土） 茨城県支部総会

学術講演会 講師・井出吉信教授（母校）
１日（土） 東京地域支部連合会総会 遠藤理事出席
１日（土） 愛媛県支部総会
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学術講演会 講師・柴原孝彦教授（母校）
２日（日） 栃木県支部総会

学術講演会 講師・角田正健教授（母校）
２日（日） 神奈川県支部連合同窓会総会
２日（日） 岐阜県支部総会

学術講演会 講師・柴田敏之氏（岐阜大
学大学院口腔病態学教授）

２日（日） 東信支部総会
学術講演会 講師・中川寛一教授（母校）

２日（日） 千葉県支部総会
学術講演会 講師・高瀬保晶准教授（母
校）

３日（月） 学術部委員会（プログラム委員会）
４日（火） 広報部委員会（会報企画）
５日（水） 学術部委員会（プログラム委員会）
８日（土） 熊本県支部総会

学術講演会 講師・阿部伸一准教授（母
校）

９日（日） 静岡県支部総会
学術講演会 講師・栁澤孝彰教授（母校）

１０日（月） 学術部委員会（プログラム委員会）
１１日（火） 大学支部総会
１１日（火） 学術部委員会（プログラム委員会）
１２日（水） 学術部委員会（プログラム委員会）
１４日（金） 学術部委員会（全体委員会）
１５日（土） 第８回理事会
１８日（火） 学術部委員会（研究部委員会）
２５日（火） 学術部委員会（企画会議）

平成２０年
１月９日（水） 千代田支部新年会 大山会長出席
１０日（木） 広報部委員会（会報編集）
１２日（土） 第１回理事会
１５日（火） 学術部委員会（運営委員会）
１６日（水） 学術部委員会（運営委員会）
１８日（金） 役員打合せ
１８日（金） 芝支部総会 大山会長出席
１９日（土） 東京地域支部連合会新年交歓会

大山会長出席
２１日（月） 学術部委員会（運営委員会）
２２日（火） 学術部委員会（プログラム委員会）
２５日（金） 浅草・下谷支部合同新年賀詞交歓会

大山会長出席
２５日（金） 学術部委員会（運営委員会）
２６日（土） 杉並支部新年会 大山会長出席
２６日（土） 世田谷支部新年会 片倉副会長出席

２７日（日） 埼玉県支部新年会 大山会長出席
２８日（月） 学術部委員会（企画会議）
３１日（木） 六校新春懇親会 大山会長，服部副会

長，関専務理事，宮地理事出席
２月３日（日） 滋賀県支部総会

学術講演会 講師・角田正健教授（母校）
４日（月） 学術部委員会（運営委員会）
５日（火） 学術部委員会（運営委員会）
７日（木） 学術部委員会（運営委員会）
１２日（火） 学術部委員会（運営委員会）
１３日（水） 第１回常任理事会
１４日（木） 広報部委員会（会報企画）
１５日（金） 学術部委員会（プログラム委員会）
１６日（土） 北多摩支部総会 大山会長出席
１６日（土） 情報部委員会
１８日（月） 学術部委員会（運営委員会）
１９日（火） 東信支部学術講演会 講師・片倉恵男氏

（中信支部長）
２２日（金） 学術部委員会（全体委員会）
２５日（月） 学術部委員会（企画会議）
２６日（火） 学術部委員会（運営委員会）
２９日（金） 保険部委員会

３月１日（土） 青森県支部総会 大山会長出席
学術講演会 講師・佐野 司教授（母校）

１日（土） 全国歯科大学同窓・校友会学術連絡会
２日（日） 全国歯科大学同窓・校友会学術連絡会
４日（火） 学術部委員会（運営委員会）
６日（木） 厚生部委員会
８日（土） 群馬県支部総会 大山会長出席
９日（日） 三重県支部総会 神谷副会長出席

学術講演会 講師・高野正行准教授（母
校）

１０日（月） 学術部委員会（運営委員会）
１１日（火） 広報部委員会（会報編集）
１２日（水） 東歯関係日歯役員・代議員，都道府県歯

会長と同窓会役員との懇談会
１２日（水） 学術部委員会（運営委員会）
１２日（水） 学術部委員会（プログラム委員会）
１４日（金） 東京歯科大学歯科衛生士専門学校卒業式

江﨑副会長出席
１４日（金） 学術部委員会（運営委員会）
１５日（土） 第２回理事会
１７日（月） 学術部委員会（運営委員会）
２１日（金） 学術部委員会（運営委員会）
２２日（土） 福岡県支部総会 江﨑副会長出席
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２４日（月） 学術部委員会（企画会議）
２４日（月） 新入会員オリエンテーション
２５日（火） 東京歯科大学第１１３回卒業証書・学位記

授与式 大山会長出席
２６日（水） 情報部委員会
２９日（土） 山形県支部総会 大山会長出席

学術講演会 講師・金子 譲教授（母校）
４月１日（火） 学術部委員会（運営委員会）
２日（水） 学術部委員会（運営委員会）
２日（水） 保険部委員会
４日（金） 総務部，学術部，広報部，情報部連絡会
４日（金） 東京歯科大学歯科衛生士専門学校入学式

大山会長出席
５日（土） 東京歯科大学入学式 大山会長出席
７日（月） 学術部委員会（運営委員会）
８日（火） 学術部委員会（運営委員会）
９日（水） 学術部委員会（運営委員会）
９日（水） 第２回常任理事会
１０日（木） 渉外部委員会
１１日（金） 広報部委員会（会報企画）
１３日（日） 学術部委員会（運営委員会）
１４日（月） 学術部委員会（運営委員会）
１５日（火） 学術部委員会（運営委員会）
１６日（水） 厚生部委員会ゴルフ大会委員会
１７日（木） 学術部委員会（プログラム委員会）
１８日（金） 学術部委員会（研修委員会）
１９日（土） 宮城県支部総会 大山会長出席

学術講演会 講師・一戸達也教授（母校）
２０日（日） 卒後研修セミナー〔実技セミナー（№１

徹底的にSRP～歯周病専門医から学ぶグ
レーシー・キュレット～）〕

２３日（水） 監査会
２４日（木） 学術部委員会（運営委員会）
２５日（金） 学術部委員会（運営委員会）
２８日（月） 学術部委員会（企画会議）
２８日（月） 保険部委員会
３０日（水） 情報部委員会
３０日（水） 学術部委員会（運営委員会）
３０日（水） 学術部委員会（プログラム委員会）

５月７日（水） 学術部委員会（運営委員会）
９日（金） 学術部委員会（運営委員会）
１０日（土） 第３回理事会
１０日（土） 四国地域支部連合会総会（徳島県支部担

当） 江﨑副会長，久保田理事出席
学術講演会 講師・矢島安朝教授（母校）

１２日（月） 広報部委員会（会報編集）
１３日（火） 学術部委員会（運営委員会）
１４日（水） 学術部委員会（運営委員会）
１９日（月） 広報部・情報部連絡会
２１日（水） 厚生部委員会
２３日（金） 学術部委員会（プログラム委員会）
２５日（日） 卒後研修セミナー〔実技セミナー（№２

見直そう口腔外科疾患の診断と基本手
技）〕

２６日（月） 学術部委員会（企画会議）
２７日（火） 情報部委員会
２８日（水） 学術部委員会（運営委員会）
２９日（木） 学術部委員会（運営委員会）
２９日（木） 厚生部委員会ゴルフ大会委員会
３１日（土） 福島県支部総会 大山会長出席

学術講演会 講師・井出吉信教授（母校）
３１日（土） 富山県支部学術講演会 講師・奥田克爾

名誉教授（母校）
６月２日（月） 学術部委員会（運営委員会）
２日（月） 保険部委員会
９日（月） 学術部委員会（運営委員会）
１０日（火） 広報部委員会（会報企画）
１１日（水） 第３回常任理事会
１３日（金） 学術部委員会（運営委員会）
１３日（金） 渉外部委員会
１４日（土） 川崎支部学術講演会 講師・櫻井 薫教

授（母校）
１７日（火） 学術部委員会（運営委員会）
１８日（水） 学術部委員会（将来像検討委員会）
２１日（土） 東北地域支部連合会総会（秋田県支部担

当）大山会長，柳副会長，岩沼理事出席
学術講演会 講師・山根源之教授（母校）

２１日（土） 信越地域支部連合会総会（新潟県支部担
当）
片倉副会長，関専務理事，片桐理事出席
学術講演会 講師・花岡洋一准教授（母
校）

２１日（土） 九州地域支部連合会支部長会
江﨑副会長出席

２１日（土） 卒後研修セミナー〔実技セミナー（№３
実践MTM ステップアップコース）〕

２２日（日） 卒後研修セミナー〔実技セミナー（№３
実践MTM ステップアップコース）〕

２３日（日） 学術部委員会（企画会議）
２４日（火） 情報部委員会
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２７日（金） 品川・荏原支部合同学術講演会 講師・
佐野 司教授（母校）

７月４日（金） 学術部委員会（プログラム委員会）
４日（金） 保険部委員会
５日（土） 十勝支部学術講演会 講師・武田孝之氏

（母校臨床教授）
５日（土） 学術部委員会（運営委員会）
６日（日） 卒後研修セミナー〔実技セミナー（№４

新素材，歯冠修復の新たな潮流～メタル
フリー修復の実際とその基本手技～）〕

６日（日） 埼玉県支部総会 大山会長出席
学術講演会 講師・田崎雅和教授（母校）

７日（月） 学術部委員会（運営委員会）
８日（火） 学術部委員会（将来像検討委員会）
９日（水） 学術部委員会（プログラム委員会）
１１日（金） 広報部委員会（会報編集）
１２日（土） 岡山県支部総会

学術講演会 講師・福田謙一准教授（母
校）

１２日（土） 群馬県支部総会 片倉副会長出席
学術講演会 講師・一戸達也教授（母校）

１２日（土） 第４回理事会
１３日（日） 愛知県支部学術講演会 講師・中川種昭

氏（慶應義塾大学医学部歯科口腔外科学
教授）

１５日（火） 会則等検討委員会
１６日（水） 東京地域支部連合会学術講演会 講師・

高柳篤史氏（埼玉県開業）
１７日（木） ゴルフ大会実行委員会
１８日（金） 学術部委員会（運営委員会）
２３日（水） 情報部委員会
２４日（木） 練馬支部学術講演会 講師・角田正健教

授（母校）
２５日（金） 芝支部懇親会 大山会長出席
２６日（土） 鳥取県支部総会 関専務理事出席

学術講演会 講師・阿部伸一准教授（母
校）

２６日（土） 全国歯科大学同窓・校友会学術連絡会
２７日（日） 全国歯科大学同窓・校友会学術連絡会
２８日（月） 学術部委員会（企画会議）
２９日（火） 保険部委員会
３１日（木） 学術部委員会（研修委員会）
３１日（木） 故井上 裕参議院議長・学校法人東京歯

科大学理事長 自由民主党・東京歯科大
学・井上家合同葬

８月１日（金） 学年代表連絡会（仮）打合せ会
３日（日） 学術部委員会（全体委員会）
９日（土） 宮崎県支部学術講演会 講師・柴原孝彦

教授（母校）
１９日（火） 学術部委員会（運営委員会）
２０日（水） 学術部委員会（運営委員会）
２２日（金） 会則等検討委員会
２３日（土） 北海道地域支部連合会総会（札幌支部担

当）大山会長，柳副会長，戸田理事出席
２５日（月） 広報部委員会（会報企画）
２６日（火） 学術部委員会（企画会議）
２６日（火） 保険部委員会
２９日（金） 渉外部委員会
３０日（土） 広島県支部総会 江﨑副会長出席

学術講演会 講師・中川寛一教授（母校）
９月１日（月） 学術部委員会（運営委員会）
２日（火） 東歯関係全国社会保険指導者懇談会・懇

親会
４日（木） 第３６回同窓会主催全国ゴルフ大会
６日（土） 関東地域支部連合会総会（栃木県支部担

当）大山会長，関専務理事，井原理事出席
学術講演会 講師・佐藤俊彦氏（株式会
社ドクターネット代表取締役）

６日（土） 長野県連合会 片倉副会長出席
６日（土） 北信支部学術講演会 講師・清水 武氏

（長野日赤 歯科口腔外科インプラント）
６日（土） 卒後研修セミナー〔実技セミナー（№５

導入しよう! インプラント治療）〕
７日（日） 卒後研修セミナー〔実技セミナー（№５

導入しよう! インプラント治療）〕
７日（日） 東海地域支部連合会総会（静岡県支部担

当）大山会長，神谷副会長，伊藤理事出席
学術講演会 講師・伊東 哲氏（静岡県
開業）

１０日（水） 第４回常任理事会
１１日（木） 広報部委員会（会報編集）
１１日（木） 東歯関係日歯役員・代議員，都道府県歯

会長と同窓会役員との懇談会
１２日（金） 学術部委員会（将来像検討委員会）
１９日（金） 情報部委員会
１９日（金） 学術部委員会（研修委員会）
２５日（木） 学術部委員会（運営委員会）
２６日（金） 保険部委員会
２９日（月） 学術部委員会（企画会議）
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平成１９年１０月１日より平成２０年９月３０日までに逝去された会員は次のとおりです。
（敬称略）

山 形 成 原 浩一郎 岡 山 早 瀬 明 夫 兵 庫 大 村 林 木 埼 玉 瀬 端 正 之

新 宿 柴 田 浩 麻布赤坂 児 玉 良 知 杉 並 西 井 東千代 東 信 大 角 成 男

愛 知 澤 田 一 夫 練 馬 浅 田 昭 中 信 中 田 幸 一 埼 玉 井 原 泰 次

静 岡 後 藤 清 兵 庫 有 馬 久 男 茨 城 田 崎 久 雄 川 崎 杉 田 二三男

広 島 坂 本 眞 喜 大 分 相 良 宰 北 多 摩 関 田 実 富 山 深 山 正 之

札 幌 結 城 重 之 千 葉 眞榮田 義 仁 神奈川相北 岡 田 眞 一 群 馬 谷 越 英 之

愛 媛 藤 沢 暁 美 墨 田 武 井 範 彦 千 葉 竹 内 光 春 青 森 佐 藤 京 介

三 重 稲 浜 洋 一 京 都 椋 棒 博 杉 並 田 中 文 勝 北 多 摩 宇 梶 淳

千 葉 宍 倉 寛 一 大 阪 大 塚 信一郎 芝 岡 本 傳 三 重 山 口 幸 夫

新 潟 清 水 直 彦 福 岡 深 山 博 三 重 松 井 俊 憲 武 蔵 野 清 水 琢 磨

埼 玉 杉 田 道 弘 岡 山 佐 藤 佳 弘 丸 の 内 岡 駒 雄 千 葉 浮 谷 實

滝 野 川 岡 村 嘉 道 富 山 渡 辺 綱 男 愛 知 堀 部 昭 美 横浜中央 関 幸 一

大 分 工 藤 芳 之 麻布赤坂 小早川 隆 幸 世 田 谷 飯 塚 喜 一 岡 山 今 岡 太 郎

山 梨 山 本 光 之 中 野 荒 川 明 納 富 正 路 神奈川西湘 村 上 嘉 章

青 森 工 藤 幸 男 兵 庫 小野寺 清 北 多 摩 佐 竹 理 明 新 潟 瀬 髙 良 一

静 岡 大 角 陽 一 愛 知 安 倍 英之助 秋 田 中 村 實 広 島 藤 井 正 毅

山 口 田 中 博 治 板 橋 大 平 秀 明 杉 並 神 山 二 郎 山 梨 中 川 孝 男

千 葉 河 村 秀 雄 八 南 矢 崎 欽 也 北 大 橋 鉄 男 栃 木 鈴 木 基 一

芝 藤 田 純 一 札 幌 武 田 俊 信 芝 鎌 田 守 雄 兵 庫 川 越 久 雄

富 山 高 田 尚 文 函 館 向 山 英 三 中 信 矢 島 一 美 横浜北部 杉 原 弘 三

静 岡 原 崎 雅 志 静 岡 浅 井 政 晶 愛 知 山 田 力 神奈川湘南 前 田 安 胤

岡 山 宮 島 靖 大 分 丸 山 孝 神奈川湘南 岡 義 治 神奈川湘南 小 守 浩

日 本 橋 山 清 江 戸 川 田 口 芳 治 横浜北部 榊 原 悠紀田郎 高 知 横 矢 重 彦

愛 知 金 山 政一郎 武 蔵 野 水 村 七五三彦 千 葉 井 上 裕 広 島 佐々木 毅

岡 山 伊 木 信太郎 川 崎 内 山 和 彦 新 潟 渡 辺 正 男 西 多 摩 本 間 章 介

宮 崎 本 田 直 勝 三 重 松 﨑 邦 夫 鹿 児 島 有 木 光 雄 林 東 二

旭 川 北 恭 子 静 岡 小野田 茂 里 葛 飾 佐 藤 博 川 崎 小 西 保

世 田 谷 高 野 雄 幸 千 葉 髙 木 照 雄 千 葉 黒 田 直 正 北 多 摩 興 津 健

新 潟 堀 田 多可良 北 多 摩 矢 島 中 千 葉 舘 脇 晴 三 大 阪 中 村 光 男

世 田 谷 田 中 慎一郎 玉 川 鈴 木 眞 釧 路 服 部 幹 夫 茨 城 立 原 健

町 田 菅 野 隆 三 石 川 牛 村 宏 目 黒 原 田 望 成 林 徹 郎

群 馬 神 藤 義 昭 江 戸 川 鹿 野 善 孝 練 馬 内 田 仁 志 福 島 二 瓶 博 美

栃 木 三 田 春 美 北 多 摩 山 口 和 夫 三 重 勝 田 清 和 静 岡 亀 井 正 彦

横須賀・鎌倉 古 屋 嘉 男 埼 玉 橋 本 優 広 島 矢 野 浩 介 埼 玉 藤 井 昭 治

岩 手 鈴 木 鐘 美

（届出順 以上 １３７名）
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平成２０年度東京歯科大学同窓会厚生部報告
（自 平成１９年１０月１日 至 平成２０年９月３０日）

１．火災，災害による罹災会員に共済規程第６条第１項二号に基づき罹災共済金（見舞金）を贈呈した会員

は次のとおりです。

岩手県支部 吉田 允氏（昭３７卒） 地震により住宅および診療所被害

青森県支部 宮川克孝氏（昭４３卒） 地震により住宅および診療所被害

青森県支部 船越良一氏（昭４７卒） 地震により住宅および診療所被害

青森県支部 畑山洋司氏（昭５０卒） 地震により診療所被害

青森県支部 宮川聡文氏（平９卒） 地震により診療所被害

石川県支部 長田 稔氏（昭２３卒） 集中豪雨により住宅兼診療所被害

以上６名 平成２０年９月９日贈呈

愛知県支部 鳥居廣彰氏（昭３７卒） 集中豪雨により住宅および診療所被害

以上１名 平成２０年９月２４日贈呈

以上７名
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山 形 成 原 浩一郎 岡 山 早 瀬 明 夫 兵 庫 大 村 林 木 埼 玉 瀬 端 正 之

新 宿 柴 田 浩 麻布赤坂 児 玉 良 知 杉 並 西 井 東千代 東 信 大 角 成 男

愛 知 澤 田 一 夫 練 馬 浅 田 昭 中 信 中 田 幸 一 埼 玉 井 原 泰 次

静 岡 後 藤 清 兵 庫 有 馬 久 男 茨 城 田 崎 久 雄 川 崎 杉 田 二三男

広 島 坂 本 眞 喜 大 分 相 良 宰 北 多 摩 関 田 実 富 山 深 山 正 之

千 葉 眞榮田 義 仁 神奈川相北 岡 田 眞 一 群 馬 谷 越 英 之 愛 媛 藤 沢 暁 美

墨 田 武 井 範 彦 千 葉 竹 内 光 春 青 森 佐 藤 京 介 三 重 稲 浜 洋 一

京 都 椋 棒 博 杉 並 田 中 文 勝 北 多 摩 宇 梶 淳 千 葉 宍 倉 寛 一

大 阪 大 塚 信一郎 芝 岡 本 傳 三 重 山 口 幸 夫 新 潟 清 水 直 彦

福 岡 深 山 博 三 重 松 井 俊 憲 武 蔵 野 清 水 琢 磨 岡 山 佐 藤 佳 弘

丸 の 内 岡 駒 雄 千 葉 浮 谷 實 滝 野 川 岡 村 嘉 道 富 山 渡 辺 綱 男

愛 知 堀 部 昭 美 横浜中央 関 幸 一 大 分 工 藤 芳 之 麻布赤坂 小早川 隆 幸

世 田 谷 飯 塚 喜 一 岡 山 今 岡 太 郎 山 梨 山 本 光 之 中 野 荒 川 明

神奈川西湘 村 上 嘉 章 青 森 工 藤 幸 男 兵 庫 小野寺 清 北 多 摩 佐 竹 理 明

新 潟 瀬 髙 良 一 静 岡 大 角 陽 一 愛 知 安 倍 英之助 秋 田 中 村 實

広 島 藤 井 正 毅 山 口 田 中 博 治 板 橋 大 平 秀 明 杉 並 神 山 二 郎

山 梨 中 川 孝 男 八 南 矢 崎 欽 也 北 大 橋 鉄 男 芝 藤 田 純 一

札 幌 武 田 俊 信 兵 庫 川 越 久 雄 富 山 高 田 尚 文 函 館 向 山 英 三

中 信 矢 島 一 美 横浜北部 杉 原 弘 三 静 岡 原 崎 雅 志 静 岡 浅 井 政 晶

愛 知 山 田 力 神奈川湘南 前 田 安 胤 岡 山 宮 島 靖 大 分 丸 山 孝

神奈川湘南 岡 義 治 神奈川湘南 小 守 浩 日 本 橋 山 清 江 戸 川 田 口 芳 治

横浜北部 榊 原 悠紀田郎 高 知 横 矢 重 彦 愛 知 金 山 政一郎 武 蔵 野 水 村 七五三彦

千 葉 井 上 裕 広 島 佐々木 毅 岡 山 伊 木 信太郎 川 崎 内 山 和 彦

新 潟 渡 辺 正 男 西 多 摩 本 間 章 介 三 重 松 﨑 邦 夫 鹿 児 島 有 木 光 雄

静 岡 小野田 茂 里 葛 飾 佐 藤 博 世 田 谷 高 野 雄 幸 千 葉 髙 木 照 雄

千 葉 黒 田 直 正 新 潟 堀 田 多可良 北 多 摩 矢 島 中 千 葉 舘 脇 晴 三

大 阪 中 村 光 男 釧 路 服 部 幹 夫 茨 城 立 原 健 町 田 菅 野 隆 三

石 川 牛 村 宏 目 黒 原 田 望 成 群 馬 神 藤 義 昭 江 戸 川 鹿 野 善 孝

練 馬 内 田 仁 志 福 島 二 瓶 博 美 栃 木 三 田 春 美 北 多 摩 山 口 和 夫

三 重 勝 田 清 和 静 岡 亀 井 正 彦 横須賀・鎌倉 古 屋 嘉 男 埼 玉 橋 本 優

広 島 矢 野 浩 介 埼 玉 藤 井 昭 治 岩 手 鈴 木 鐘 美

（届出順 以上 １２３名）

２．共済規程第６条第１項一号に基づき弔慰金を贈呈した逝去会員は次のとおりです。 （敬称略）
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第１号議案 平成１９年度 東京歯科大学同窓会

経 常 部 収 支 決 算 書
�
�
自 平成１９年１月１日�

�至 平成１９年１２月３１日

（収入の部） △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予 算 額 決 算 額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

会 費 １１５，２４０，０００ ８９，８９９，８００ ２５，３４０，２００ ７８．０

昭和４０～４２年度 １，２００円× ３人
昭和４３～４７年度 １，７００円× ５人
昭和４８年度 ３，２００円× １人
昭和４９年度 ３，５００円× １人
昭和５０年度 ６，０００円× １人
昭和５１年度 ７，０００円× １人
昭和５２年度 ８，０００円× １人
昭和５３年度 ８，０００円× １人
昭和５４年度 ８，０００円× １人
昭和５５年度 １０，０００円× １人
昭和５６年度 １０，０００円× １人
昭和５７年度 １０，０００円× １人
昭和５８年度 １２，０００円× １人
昭和５９年度 １２，０００円× １人
昭和６０年度 １２，０００円× １人
昭和６１年度 １２，０００円× １人
昭和６２年度 １２，０００円× １人
昭和６３年度 １４，０００円× １人
平成元年度 １４，０００円× ３人
平成２年度 １４，０００円× ２人
平成３年度 １４，０００円× ３人
平成４年度 １４，０００円× ２人
平成５年度 １４，０００円× １人
平成６年度 １４，０００円× １人
平成７年度 １４，０００円× １人
平成８年度 １４，０００円× ２人
平成９年度 １４，０００円× ３人
平成１０年度 １４，０００円× ３人
平成１１年度 ２０，０００円× ３人
平成１１年度 ６，０００円× ０人
平成１２年度 ２０，０００円× ３人
平成１３年度 ２０，０００円× ５人
平成１４年度 １８，０００円× ６人
平成１５年度 １８，０００円× １１人
平成１６年度 １８，０００円× １９人
平成１７年度 １８，０００円× ８９人
平成１８年度 １８，０００円×１，００６人
平成１９年度 １８，０００円×３，８２６人

平成１７年度以前分 １８１人 ２，９２３，８００円
平成１８年度分 １，００６人 １８，１０８，０００円
平成１９年度分 ３，８２６人 ６８，８６８，０００円

合 計 ５，０１３人 ８９，８９９，８００円

入 会 金 ７４０，０００ ６５５，０００ ８５，０００ ８８．５ 新 卒 者 １２１人× ５，０００＝６０５，０００�
�
�推薦会員 １人×５０，０００＝ ５０，０００

雑 収 入 １，８５０，０００ １，５６２，５３５ ２８７，４６５ ８４．５

前年度繰越金 １４，０００，０００ １９，４８８，８３８ △ ５，４８８，８３８ １３９．２
三菱東京UFJ 銀行普通預金 ４０５，２３９�
	
�
	
�

三菱東京UFJ 銀行普通預金 １５，０７０，４１５
三菱東京UFJ 銀行定期預金 ４，０００，０００
三崎町郵便局通常郵便預金 １３，１８４

合 計 １３１，８３０，０００ １１１，６０６，１７３ ２０，２２３，８２７ ８４．７

�
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
�
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
�
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（支出の部）

科 目 予 算 額 決 算 額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

事 務 費 ３８，３９０，０００ ３２，１９０，５９６ ６，１９９，４０４ ８３．９

給 与 費 ２６，２１０，０００ ２２，９９５，２４４ ３，２１４，７５６ ８７．７ 事務職員
福 利 厚 生 費 ２４０，０００ １３６，９６０ １０３，０４０ ５７．１ 役員他傷害保険
通 信 費 １，８８０，０００ １，３６５，３４４ ５１４，６５６ ７２．６
印 刷 費 １．３６０，０００ １，１４８，４１６ ２１１，５８４ ８４．４
備 品 購 入 費 ４７０，０００ ９７，４１２ ３７２，５８８ ２０．７
消 耗 品 費 ４７０，０００ ３１７，６３７ １５２，３６３ ６７．６
集 金 手 数 料 ５，１９０，０００ ４，３２０，６００ ８６９，４００ ８３．２
保守管理委託費 ２，１４０，０００ １，３７３，４００ ７６６，６００ ６４．２
雑 費 ４３０，０００ ４３５，５８３ △ ５，５８３ １０１．３

事 業 費 ７０，８００，０００ ４３，８４４，６５０ ２６，９５５，３５０ ６１．９

旅 費 交 通 費 ２８，９５０，０００ ２３，２４９，６７０ ５，７００，３３０ ８０．３
総 務 関 係 費 ５，５２０，０００ １３７，２６２ ５，３８２，７３８ ２．５
広 報 関 係 費 １４，６２０，０００ １２，４８８，７６９ ２，１３１，２３１ ８５．４
渉 外 関 係 費 ４，８４０，０００ １６０，５４６ ４，６７９，４５４ ３．３
保 険 関 係 費 ６２０，０００ ６，０００ ６１４，０００ １．０
学 術 関 係 費 ２，２２０，０００ １，８８４，４３６ ３３５，５６４ ８４．９
厚 生 関 係 費 ４５０，０００ １９７，０００ ２５３，０００ ４３．８
情 報 関 係 費 ９００，０００ ４４，１５４ ８５５，８４６ ４．９
会 合 費 １，５００，０００ ０ １，５００，０００ ０．０
交 際 費 ８，４１０，０００ ３，６８６，７１２ ４，７２３，２８８ ４３．８ 同窓会会長賞他
慶 弔 費 ２，２１０，０００ １，６６６，２８５ ５４３，７１５ ７５．４
雑 費 ５６０，０００ ３２３，８１６ ２３６，１８４ ５７．８

会 議 費 ２，８００，０００ ２，４４９，８４１ ３５０，１５９ ８７．５

役 員 会 費 １００，０００ ６，０００ ９４，０００ ６．０ 会議費
評議員会費・総会費 ２，５００，０００ ２，１０２，９４４ ３９７，０５６ ８４．１ 平成１９年１１月１７日開催
支 部 長 会 費 １００，０００ ０ １００，０００ ０．０
雑 費 １００，０００ ３４０，８９７ △ ２４０，８９７ ３４０．９

特別会計繰入金 ３，８４０，０００ ０ ３，８４０，０００ ０．０ 次年度繰入（平成２０年１月４日繰入予定）

同 窓 会 基 金 ７４０，０００ ０ ７４０，０００ ０．０
血 脇 記 念 基 金 １００，０００ ０ １００，０００ ０．０
名 簿 積 立 金 ２，０００，０００ ０ ２，０００，０００ ０．０
退 職 積 立 金 １，０００，０００ ０ １，０００，０００ ０．０

予 備 費 １６，０００，０００ ０ １６，０００，０００ ０．０

支 出 計 １３１，８３０，０００ ７８，４８５，０８７ ５３，３４４，９１３ ５９．５

次 年 度 繰 越 金 ０ ３３，１２１，０８６ △３３，１２１，０８６ ０．０
三菱東京UFJ 銀行普通預金 １，００４，２６８�
���
���

三菱東京UFJ 銀行普通預金 ２８，１０３，６１３
三菱東京UFJ 銀行定期預金 ４，０００，０００
三崎町郵便局通常郵便預金 １３，２０５

合 計 １３１，８３０，０００ １１１，６０６，１７３ ２０，２２３，８２７ ８４．７
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平成１９年度 東京歯科大学同窓会

血脇記念基金収支決算書
�
�
自 平成１９年１月１日�

�至 平成１９年１２月３１日

第２号議案 平成１９年度 東京歯科大学同窓会

同窓会基金収支決算書
�
�
自 平成１９年１月１日�

�至 平成１９年１２月３１日

（収入の部） △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予 算 額 決 算 額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

繰 入 金 ７４０，０００ ０ ７４０，０００ ０．０
雑 収 入 １０，０００ ４６，０５０ △ ３６，０５０ ４６０．５ 利息

前年度繰越金 ２５，２９０，０００ ２４，９４０，６０４ ３４９，３９６ ９８．６

三菱東京UFJ 銀行普通預金 ７５２，３４２
三菱東京UFJ 銀行定期預金 １２，０００，０００
�
����
���	

みずほ信託銀行定期預金 ５，０００，０００
みずほ信託銀行貸付信託 ７，１５０，０００
みずほ信託銀行金銭信託 ３８，２６２

合 計 ２６，０４０，０００ ２４，９８６，６５４ １，０５３，３４６ ９６．０

（支出の部）

科 目 予 算 額 決 算 額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

次年度繰越金 ２６，０４０，０００ ２４，９８６，６５４ １，０５３，３４６ ９６．０
三菱東京UFJ 銀行普通預金 ７７９，２９６�


�


	

三菱東京UFJ 銀行定期預金 １２，０００，０００
みずほ信託銀行普通預金 ５７，３５８
みずほ信託銀行定期預金 １２，１５０，０００

合 計 ２６，０４０，０００ ２４，９８６，６５４ １，０５３，３４６ ９６．０

（収入の部） △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予 算 額 決 算 額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

繰 入 金 １００，０００ ０ １００，０００ ０．０
雑 収 入 １０，０００ ５，２０３ ４，７９７ ５２．０ 利息

前年度繰越金 ４，５３０，０００ ４，４９８，５８７ ３１，４１３ ９９．３
�
�
	
三菱東京UFJ 銀行普通預金 ４９８，５８７
三菱東京UFJ 銀行定期預金 ４，０００，０００

合 計 ４，６４０，０００ ４，５０３，７９０ １３６，２１０ ９７．１

（支出の部）

科 目 予 算 額 決 算 額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

次年度繰越金 ４，６４０，０００ ４，５０３，７９０ １３６，２１０ ９７．１
�
�
	
三菱東京UFJ 銀行普通預金 ５０３，７９０
三菱東京UFJ 銀行定期預金 ４，０００，０００

合 計 ４，６４０，０００ ４，５０３，７９０ １３６，２１０ ９７．１
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平成１９年度 東京歯科大学同窓会

共 済 基 金 収 支 決 算 書
�
�
自 平成１９年１月１日�

�至 平成１９年１２月３１日

（収入の部） △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予 算 額 決 算 額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

共済負担金 ２６，０００，０００ ２２，０２４，２００ ３，９７５，８００ ８４．７

昭和４０年度～４２年度 ３００円× ３人
昭和４３年度～４８年度 ８００円× ６人
昭和４９年度～５１年度 １，５００円× ３人
昭和５２年度～５３年度 ２，０００円× ２人
昭和５４年度～５５年度 ３，０００円× ２人
昭和５６年度～平成１１年度 ４，０００円× ３２人
平成１２年度 ４，０００円× ３人
平成１３年度 ４，０００円× ５人
平成１４年度 ４，０００円× ６人
平成１５年度 ４，０００円× １１人
平成１６年度 ４，０００円× １９人
平成１７年度 ４，０００円× ８９人

計 ６８０，２００円 １８１人
過年度分（平成１７年度以前分）（ １８１人） ６８０，２００
過年度分（平成１８年度分）（１，１０３人）４，４１２，０００
当年度分（平成１９年度分）（４，２３３人）１６，９３２，０００

計 （５，５１７人）２２，０２４，２００
雑 収 入 ２０，０００ ２６４，００９ △ ２４４，００９ １３２０．０ 利息

前年度繰越金 １２８，０００，０００ １２７，５２８，２５９ ４７１，７４１ ９９．６
三菱東京UFJ 銀行普通預金 ９，８６７，９５７�
�
�
�
	

三菱東京UFJ 銀行定期預金１１４，０００，０００
みずほ信託銀行貸付信託 ３，４５０，０００
みずほ信託銀行金銭信託 ２１０，３０２

合 計 １５４，０２０，０００ １４９，８１６，４６８ ４，２０３，５３２ ９７．３

（支出の部）

科 目 予 算 額 決 算 額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

共 済 金 ２６，０００，０００ ２２，４３０，０００ ３，５７０，０００ ８６．３

弔慰共済金 ２０，４００，０００（＠２００，０００×１０２件）
罹災共済金 ２，０３０，０００
能登半島地震 （＠ ７０，０００×２件）

（＠２００，０００×２件）
中越沖地震 （＠ ７０，０００×７件）

（＠１００，０００×２件）
（＠２００，０００×４件）

事 務 費 ２２０，０００ １４１，２５０ ７８，７５０ ６４．２ 弔慰共済金・罹災共済金送料等

予 備 費 ５，８００，０００ ０ ５，８００，０００ ０．０

給付準備金 １２２，０００，０００ ０ １２２，０００，０００ ０．０

次年度繰越金 ０ １２７，２４５，２１８ △１２７，２４５，２１８ ０．０

三菱東京UFJ 銀行普通預金 ９，５７９，５１１
三菱東京UFJ 銀行定期預金１１４，０００，０００
�



�



	

みずほ信託銀行貸付信託 １，０００，０００
みずほ信託銀行金銭信託 ２１５，７０７
みずほ信託銀行定期預金 ２，４５０，０００

合 計 １５４，０２０，０００ １４９，８１６，４６８ ４，２０３，５３２ ９７．３

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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平成１９年度 東京歯科大学同窓会

名簿積立金収支決算書
�
�
自 平成１９年１月１日�

�至 平成１９年１２月３１日

（収入の部） △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予 算 額 決 算 額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

繰 入 金 ２，０００，０００ ０ ２，０００，０００ ０．０

雑 収 入 １０，０００ ４，２０３ ５，７９７ ４２．０ 利息

前年度繰越金 １０，２８０，０００ ９，６０６，８４０ ６７３，１６０ ９３．５ �
�
三菱東京UFJ 銀行普通預金 ２，６０６，８４０
三菱東京UFJ 銀行定期預金 ７，０００，０００

合 計 １２，２９０，０００ ９，６１１，０４３ ２，６７８，９５７ ７８．２

（支出の部）

科 目 予 算 額 決 算 額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

次年度繰越金 １２，２９０，０００ ９，６１１，０４３ ２，６７８，９５７ ７８．２ �
�
三菱東京UFJ 銀行普通預金 ２，６１１，０４３
三菱東京UFJ 銀行定期預金 ７，０００，０００

合 計 １２，２９０，０００ ９，６１１，０４３ ２，６７８，９５７ ７８．２

平成１９年度 東京歯科大学同窓会

退職積立金収支決算書
�
�
自 平成１９年１月１日�

�至 平成１９年１２月３１日

（収入の部） △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予 算 額 決 算 額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

繰 入 金 １，０００，０００ ０ １，０００，０００ ０．０

雑 収 入 １０，０００ ９，７４８ ２５２ ９７．５ 利息

前年度繰越金 ７，２１０，０００ ７，１７４，６７１ ３５，３２９ ９９．５
�
	


三菱東京UFJ 銀行普通預金 １，１７４，６７１
三菱東京UFJ 銀行定期預金 ６，０００，０００

合 計 ８，２２０，０００ ７，１８４，４１９ １，０３５，５８１ ８７．４

（支出の部）

科 目 予 算 額 決 算 額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

次年度繰越金 ８，２２０，０００ ７，１８４，４１９ １，０３５，５８１ ８７．４
�
	


三菱東京UFJ 銀行普通預金 １，１８４，４１９
三菱東京UFJ 銀行定期預金 ６，０００，０００

合 計 ８，２２０，０００ ７，１８４，４１９ １，０３５，５８１ ８７．４
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第３号議案 平成１９年度 東京歯科大学同窓会

卒後研修セミナー収支決算書
�
�
自 平成１９年１月１日�

�至 平成１９年１２月３１日

（収入の部） △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予 算 額 決 算 額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

受 講 料 １２，７１０，０００ １５，２７７，０００ △ ２，５６７，０００ １２０．２

１．歯列咬合編 ２，７４４，０００
①〔受講割引なし〕
№１「小児咬合育成の基礎と実践」

一般 ５０，０００×２８人 １，４００，０００（１日間）
②〔受講割引あり〕
№１「小児咬合育成の基礎と実践」

一般 ４８，０００×２８人 １，３４４，０００（１日間）
２．予防編 ９１０，０００
①〔受講割引なし〕
№２「はみがきの常識・非常識」

一般 １３，０００×１５人 １９５，０００（１日間）
②〔受講割引あり〕
№２「はみがきの常識・非常識」

一般 １１，０００×６５人 ７１５，０００（１日間）
３．口腔外科編 １，６９４，０００
①〔受講割引なし〕
№３「口腔外科の基本手技とその応用」

一般 ５０，０００×７人 ３５０，０００（１日間）
②〔受講割引あり〕
№３「口腔外科の基本手技とその応用」

一般 ４８，０００×２８人 １，３４４，０００（１日間）
４．保存治療編 ３，１０８，０００
①〔受講割引なし〕
№４「フラップオペレーションの実技」

一般 ７０，０００×２４人 １，６８０，０００（２日間）
②〔受講割引あり〕
№４「フラップオペレーションの実技」

一般 ６８，０００×２１人 １，４２８，０００（２日間）
５．欠損補綴編 ６，２１０，０００
①〔受講割引なし〕
№５「インプラント治療導入のＡＢＣ」

一般 １３０，０００×９人 １，１７０，０００（２日間）
②〔受講割引あり〕
№５「インプラント治療導入のＡＢＣ」

一般 １２８，０００×２１人 ２，６８８，０００（２日間）
①〔受講割引なし〕
№６「少数歯残存症例の咬合再構成」

一般 ６０，０００×１６人 ９６０，０００（１日間）
②〔受講割引あり〕
№６「少数歯残存症例の咬合再構成」

一般 ５８，０００×２４人 １，３９２，０００（１日間）

６．卒研フォーラム ６１１，０００
①〔受講割引なし〕
№７「総合治療 個々の技術をどう活かすか」

歯科医師 ８，０００×６４人 ５１２，０００（１日間）
コ・デンタルスタッフ ５，０００×３人 １５，０００（１日間）
②〔受講割引あり〕
№７「総合治療 個々の技術をどう活かすか」

歯科医師 ６，０００×１４人 ８４，０００（１日間）
コ・デンタルスタッフ ３，０００×０人 ０（１日間）

合 計 １５，２７７，０００

雑 収 入 ２０，０００ １０７，４２３ △ ８７，４２３ ５３７．１ テキスト代 ９９，０００ 利息 ８，４２３

前年度繰越金 ４，５００，０００ ４，９００，９２５ △ ４００，９２５ １０８．９ 三菱東京UFJ 銀行普通預金 ４，９００，９２５

合 計 １７，２３０，０００ ２０，２８５，３４８ △ ３，０５５，３４８ １１７．７

54



（支出の部）

科 目 予 算 額 決 算 額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

事 業 費 １５，７５０，０００ １３，００２，２２４ ２，７４７，７７６ ８２．６

講師謝礼費 ３，５２０，０００ ２，２２６，０００ １，２９４，０００ ６３．２ 講師謝礼
講 師 旅 費 １，４００，０００ ９００，５００ ４９９，５００ ６４．３ セミナー旅費
資料作成費 １，０００，０００ ９８１，７５０ １８，２５０ ９８．２ テキスト作成費等
実習器材費 ３，７３０，０００ ４，９５２，４２５ △ １，２２２，４２５ １３２．８ 実習器材他
役 務 費 １，７００，０００ １，５１８，３００ １８１，７００ ８９．３
設 営 費 １，４００，０００ １，１５５，１５８ ２４４，８４２ ８２．５
印刷広報費 ８００，０００ ４４８，２４５ ３５１，７５５ ５６．０ 封筒，葉書
受講証関係費 １００，０００ ９５，９９１ ４，００９ ９６．０
広 告 費 １，５００，０００ ７０７，７００ ７９２，３００ ４７．２
渉 外 費 ６００，０００ １６，１５５ ５８３，８４５ ２．７

事 務 費 ８００，０００ ４９０，５００ ３０９，５００ ６１．３

通信運搬費 ６００，０００ ３８２，６０３ ２１７，３９７ ６３．８ 通信費，振込手数料
消 耗 品 費 １００，０００ ８７，６０２ １２，３９８ ８７．６
雑 費 １００，０００ ２０，２９５ ７９，７０５ ２０．３

公 租 公 課 ３８０，０００ ４８１，６００ △ １０１，６００ １２６．７ 消費税

予 備 費 ３００，０００ ０ ３００，０００ ０．０

小 計 １７，２３０，０００ １３，９７４，３２４ ３，２５５，６７６ ８１．１

次年度繰越金 ０ ６．３１１，０２４ △ ６，３１１，０２４ ０．０ 三菱東京UFJ 銀行普通預金 ６，３１１，０２４

合 計 １７，２３０，０００ ２０，２８５，３４８ △ ３，０５５，３４８ １１７．７
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第４号議案 平成１９年度 東京歯科大学同窓会

総合政策費積立金会計収支決算書
�
�
自 平成１９年１月１日�

�至 平成１９年１２月３１日

平成１９年度 東京歯科大学同窓会

卒後研修セミナー積立金収支決算書
�
�
自 平成１９年１月１日�

�至 平成１９年１２月３１日

（収入の部） △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予 算 額 決 算 額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

雑 収 入 １０，０００ ４３，４８８ △ ３３，４８８ ４３４．９ 利息

前年度繰越金 ２０，３９０，０００ ２０，３８０，３５８ ９，６４２ １００．０

�
�
�
みずほ信託銀行普通預金 １，３８０，３５８
みずほ信託銀行定期預金 １９，０００，０００

① ９，０００，０００（満期日１９．１２．１８）
②１０，０００，０００（満期日１９．１２．１８）

合 計 ２０，４００，０００ ２０，４２３，８４６ △ ２３，８４６ １００．１

（支出の部）

科 目 予 算 額 決 算 額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

次年度繰越金 ２０，４００，０００ ２０，４２３，８４６ △ ２３，８４６ １００．１

�
�
�
みずほ信託銀行普通預金 １，４２３，８４６
みずほ信託銀行定期預金 １９，０００，０００

① ９，０００，０００（満期日２０．１２．１８）
②１０，０００，０００（満期日２０．１２．１８）

合 計 ２０，４００，０００ ２０，４２３，８４６ △ ２３，８４６ １００．１

（収入の部） △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予 算 額 決 算 額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

繰 入 金 ５，０００，０００ ０ ５，０００，０００ ０．０
雑 収 入 １０，０００ ９，０１１ ９８９ ９０．１ 利息

前年度繰越金 ２１，０４０，０００ ２１，００２，２３１ ３７，７６９ ９９．８
�
�
�
三菱東京UFJ銀行普通預金 ６，００２，２３１
三菱東京UFJ銀行定期預金 １５，０００，０００

合 計 ２６，０５０，０００ ２１，０１１，２４２ ５，０３８，７５８ ８０．７

（支出の部）

科 目 予 算 額 決 算 額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

次年度繰越金 ２６，０５０，０００ ２１，０１１，２４２ ５，０３８，７５８ ８０．７
�
�
�
三菱東京UFJ銀行普通預金 ６，０１１，２４２
三菱東京UFJ銀行定期預金 １５，０００，０００

合 計 ２６，０５０，０００ ２１，０１１，２４２ ５，０３８，７５８ ８０．７
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第５号議案 平成１９年度 東京歯科大学同窓会

財 産 目 録
平成１９年１２月３１日

１．備 品

機 器 備 品

品 目 数量 購入年月 購入価格 備 考

１ 収納戸棚 ３ H ９．１０ ３７０，６５０

２ 書類保管庫 ３ H１３．４ ３７０，４８２

３ パソコン NEC PCLL ５００ ３ H１３．１２ ４８３，０００ WIN

４ パソコン NEC PCLL ５００ １ H１４．８ １５０，３６０ WIN

５ パソコン MAC i Book １ H１４．８ １８０，３９０ MAC

６ パソコン IBM A ２２ １ H１４．８ １９５，７２０ WIN

７ プロジェクター Epson １ H１４．８ ３３８，１００

８ ビデオカメラ １ H１９．１２ １３８，９０６

９ プロジェクター １ H１９．１２ ２７９，８００

計 ９ 品 目 １５ ２，５０７，４０８

電 話 加 入 権

品 目 数量 購入年月 購入価格 備 考

１ 電話加入権 ２回線 H ２．３ １４９，９６８ ＠７４，９８４

２ 電話加入権 １回線 H１５．８ ７６，４４０

計 ２２６，４０８

消 耗 備 品

品 目 数 量 購入価格 備 考

１ 冷蔵庫 他 ５１点 ２，７８７，１９６

57



２．普通預金，定期預金，貸付信託，金銭信託

会 計 区 分 種類 預金残高 取 引 銀 行

⑴ 経 常 部 普通預金 １，００４，２６８ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店
〃 ２８，１０３，６１３ 〃 〃

定期預金 ４，０００，０００ 〃 〃
通常郵便預金 １３，２０５ 三崎町郵便局

計 ３３，１２１，０８６

⑵ 共 済 基 金 普通預金 ９，５７９，５１１ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店
定期預金 １１４，０００，０００ 〃 〃
貸付信託 １，０００，０００ みずほ信託銀行 本店
金銭信託 ２１５，７０７ 〃 〃
定期預金 ２，４５０，０００ 〃 〃

計 １２７，２４５，２１８
⑶ 同 窓 会 基 金 普通預金 ７７９，２９６ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店

定期預金 １２，０００，０００ 〃 〃
普通預金 ５７，３５８ みずほ信託銀行 本店
定期預金 １２，１５０，０００ 〃 〃

計 ２４，９８６，６５４
⑷ 血 脇 記 念 基 金 普通預金 ５０３，７９０ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店

定期預金 ４，０００，０００ 〃 〃

計 ４，５０３，７９０

⑸ 名 簿 積 立 金 普通預金 ２，６１１，０４３ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店
定期預金 ７，０００，０００ 〃 〃

計 ９，６１１，０４３

⑹ 退 職 積 立 金 普通預金 １，１８４，４１９ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店
定期預金 ６，０００，０００ 〃 〃

計 ７，１８４，４１９

⑺ 卒 後 研 修 セ ミ ナ ー 普通預金 ６，３１１，０２４ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店

計 ６，３１１，０２４

⑻ 卒 後 研 修 セ ミ ナ ー 普通預金 １，４２３，８４６ みずほ信託銀行 本店
積 立 金 定期預金 １９，０００，０００ 〃 〃

計 ２０，４２３，８４６

⑼ 総 合 政 策 費 積 立 金 普通預金 ６，０１１，２４２ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店
定期預金 １５，０００，０００ 〃 〃

計 ２１，０１１，２４２

合 計 ２５４，３９８，３２２

58



１．パソコン NEC PCLL ５００ ３台

平成１３年１２月に購入，年数経過と共に故障が多くなり使用に耐えられないため。

２．パソコン NEC PCLL ５００ １台

平成１４年８月に購入，年数経過と共に故障が多くなり使用に耐えられないため。

平成１９年度東京歯科大学同窓会業務運営状況及び経常部収支決算書，特別会計収

支決算書（即ち，同窓会基金決算，血脇記念基金決算，共済基金決算，名簿積立金

決算，退職積立金決算），卒後研修セミナー収支決算書，卒後研修セミナー積立金

収支決算書，総合政策費積立金会計収支決算書，及び財産目録につき諸帳簿，証憑

書類を監査した結果適正に処理されていることを認めます。

平成２０年４月２３日

常任監事 浅 野 薫 之 �

監 事 原 武 仁 �

監 事 平 井 義 人 �

監 査 報 告

第６号議案
財産（備品）廃棄処分目録
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総 務 部
１．諸会合の準備と調整並びに運営を行う。
２．会員の入退会の迅速なる確認を行い，かつ会員現況の把握並びに名簿の補充完備を図る。
３．母校，父兄会，学生との連携を図る。
４．会則等の見直しを行う。
５．母校創立１２０周年記念事業に協力する。
６．会員名簿を発行する。（名簿編集委員会に委嘱）

渉 外 部
１．各歯科大学同窓会，校友会との交流を図り，緊密なる友好を深める。
２．会員の歯科医政関係者との緊密な連携を保ち医政の推進を図る。
３．母校との連携のもとに国，公，私的機関等と協力し，人材の確保，育成に努める。

学 術 部
１．TDC卒後研修セミナーを開催する。
２．地域支部連合会，支部における講演会，研修活動を支援する。
３．各大学の同窓会学術担当者との情報交換を行う。
４．学術情報の収集，分析および提供を図る。
５．母校臨床研修医制度に協力する。

広 報 部
１．会報を年６回発行し，会員との情報交換を図る。

厚 生 部
１．共済制度の健全なる運営を行う。
２．会員厚生事業の充実を図る。
３．同窓会主催全国ゴルフ大会を開催する。
４．委嘱医制度の構築を図る。
５．保険業法改正による共済制度に対応する。

保 険 部
１．医療保険制度等の調査，研究を行う。
２．医療保険情報等の提供を行う。
３．医療保険関係者等との交流を行う。

情 報 部
１．母校，支部，クラス会および会員の情報を収集し，会員に伝達する。
２．同窓会各部との連携を推進し，同窓会事業の充実と効率化に協力する。
３．ホームページの維持管理を行う。
４．会員名簿および会費管理に協力する。
５．同窓会事務OA化の環境整備に協力する。

第７号議案
平成２１年度事業計画（案）
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平成２１年度 入会金現行通り本学出身の会員５，０００円，推薦会員５０，０００円

平成２１年度 会費現行通り １８，０００円

第１０号議案 平成２１年度 東京歯科大学同窓会

経 常 部 収 支 予 算
�
�
自 平成２１年１月１日�

�至 平成２１年１２月３１日

第８号議案
平成２１年度入会金について

第９号議案
平成２１年度会費について

（収入の部） △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２０年度
予 算

平成２１年度
予 算 案

前年度との
比 較 対比 摘 要

円 円 円 ％

会 費 １１５，４２０，０００ １０９，０００，０００ ６，４２０，０００ ９４．４

過年度分（平成１９年度以前分）
７００人 １０，０００，０００

過年度分（平成２０年度以前分）

�
�
�
�
�
�
�
�
	

１，０００人 １８，０００，０００
当年度分（平成２１年度以前分）

４，５００人 ８１，０００，０００
合計 ６，２００人 １０９，０００，０００

入 会 金 ７４０，０００ ７４０，０００ ０ １００．０
�
�
	
新卒者 ５，０００ １２８人
その他 ５０，０００ ２人

雑 収 入 １，８５０，０００ １，８５０，０００ ０ １００．０ 会報広告料他

収 入 計 １１８，０１０，０００ １１１，５９０，０００ ６，４２０，０００ ９４．６

前年度繰越金 １４，０００，０００ １９，０００，０００ △ ５，０００，０００ １３５．７

合 計 １３２，０１０，０００ １３０，５９０，０００ １，４２０，０００ ９８．９
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（支出の部）

科 目 平成２０年度
予 算

平成２１年度
予 算 案

前年度との
比 較 対比 摘 要

円 円 円 ％
事 務 費 ３８，４６０，０００ ３８，８７０，０００ △ ４１０，０００ １０１．１

給 与 費 ２６，１６０，０００ ２３，３１０，０００ ２，８５０，０００ ８９．１
福 利 厚 生 費 ２３０，０００ ２７０，０００ △ ４０，０００ １１７．４
地 代 家 賃 ０ ３，６００，０００ △ ３，６００，０００ ０．０ 新設 本部同窓会事務室使用料
通 信 費 １，９００，０００ １，７６０，０００ １４０，０００ ９２．６
印 刷 費 １，４６０，０００ １，４６０，０００ ０ １００．０
備 品 購 入 費 ４７０，０００ ５００，０００ △ ３０，０００ １０６．４
消 耗 品 費 ４７０，０００ ４７０，０００ ０ １００．０
集 金 手 数 料 ５，２００，０００ ４，５９０，０００ ６１０，０００ ８８．３
保守管理委託費 ２，１４０，０００ ２，４６０，０００ △ ３２０，０００ １１５．０
雑 費 ４３０，０００ ４５０，０００ △ ２０，０００ １０４．７

事 業 費 ７１，４７０，０００ ６６，６３０，０００ ４，８４０，０００ ９３．２

旅 費 交 通 費 ２８，９５０，０００ ３０，１８０，０００ △ １，２３０，０００ １０４．２ 理事会６回・常任理事会５回
総 務 関 係 費 ５，５２０，０００ １，５２０，０００ ４，０００，０００ ２７．５
広 報 関 係 費 １４，６２０，０００ １４，４６０，０００ １６０，０００ ９８．９
渉 外 関 係 費 ４，８４０，０００ ２，９４０，０００ １，９００，０００ ６０．７
保 険 関 係 費 ６２０，０００ ６２０，０００ ０ １００．０
学 術 関 係 費 ２，２２０，０００ ２，７２０，０００ △ ５００，０００ １２２．５
厚 生 関 係 費 ４５０，０００ ４５０，０００ ０ １００．０
情 報 関 係 費 ９００，０００ ９００，０００ ０ １００．０
会 合 費 １，５００，０００ １，５００，０００ ０ １００．０
交 際 費 ８，９１０，０００ ８，８１０，０００ １００，０００ ９８．９
慶 弔 費 ２，２１０，０００ １，９３０，０００ ２８０，０００ ８７．３
雑 費 ７３０，０００ ６００，０００ １３０，０００ ８２．２

会 議 費 ２，８００，０００ ３，０５０，０００ △ ２５０，０００ １０８．９

役 員 会 費 １００，０００ １００，０００ ０ １００．０
評 議 員 会 費 １，７００，０００ １，７００，０００ ０ １００．０
総 会 費 ８００，０００ ８００，０００ ０ １００．０
支 部 長 会 費 １００，０００ １００，０００ ０ １００．０
雑 費 １００，０００ ３５０，０００ △ ２５０，０００ ３５０．０

特別会計繰入金 ３，８４０，０００ ４，５７０，０００ △ ７３０，０００ １１９．０

同 窓 会 基 金 ７４０，０００ ７４０，０００ ０ １００．０
血 脇 記 念 基 金 １００，０００ １００，０００ ０ １００．０
名 簿 積 立 金 ２，０００，０００ ２，７３０，０００ △ ７３０，０００ １３６．５
退 職 積 立 金 １，０００，０００ １，０００，０００ ０ １００．０

支 出 計 １１６，５７０，０００ １１３，１２０，０００ ３，４５０，０００ ９７．０

予 備 費 １５，４４０，０００ １７，４７０，０００ △ ２，０３０，０００ １１３．１

合 計 １３２，０１０，０００ １３０，５９０，０００ １，４２０，０００ ９８．９
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収 入 の 部 支 出 の 部

科 目 平成２０年度
予 算

平成２１年度
予 算 案 摘 要 科 目 平成２０年度

予 算
平成２１年度
予 算 案 摘 要

円 円 円 円
繰 入 金 １００，０００ １００，０００ 経常部より

雑 収 入 １０，０００ １０，０００ 利息 次 年 度
繰 越 金 ４，７５０，０００ ４，８６０，０００

前 年 度
繰 越 金 ４，６４０，０００ ４，７５０，０００

合 計 ４，７５０，０００ ４，８６０，０００ 合 計 ４，７５０，０００ ４，８６０，０００

収 入 の 部 支 出 の 部

科 目 平成２０年度
予 算

平成２１年度
予 算 案 摘 要 科 目 平成２０年度

予 算
平成２１年度
予 算 案 摘 要

円 円 円 円
繰 入 金 ７４０，０００ ７４０，０００ 経常部より

雑 収 入 １０，０００ １０，０００ 利息 次 年 度
繰 越 金 ２６，７９０，０００ ２７，５４０，０００

前 年 度
繰 越 金 ２６，０４０，０００ ２６，７９０，０００

合 計 ２６，７９０，０００ ２７，５４０，０００ 合 計 ２６，７９０，０００ ２７，５４０，０００

第１１号議案 平成２１年度 東京歯科大学同窓会

同 窓 会 基 金 収 支 予 算
�
�
自 平成２１年１月１日�

�至 平成２１年１２月３１日

平成２１年度 東京歯科大学同窓会

血脇記念基金収支予算
�
�
自 平成２１年１月１日�

�至 平成２１年１２月３１日
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（収入の部）

科 目 平成２０年度
予 算

平成２１年度
予 算 案 摘 要

円 円

共 済 負 担 金 ２６，０００，０００ １９，６５０，０００

過年度分（平成１９年度以前分）６０７人 ２，２９０，０００
過年度分（平成２０年度分） １，０２５人 ４，１００，０００
当年度分（平成２１年度分） ４，４２０人 １３，２６０，０００

�
������
������

※平成２１年度より共済負担金は，４，０００円から３，０００
円に減額

合 計 ６，０５２人 １９，６５０，０００
雑 収 入 ２０，０００ ２０，０００ 利息

収 入 計 ２６，０２０，０００ １９，６７０，０００

前年度繰越金 １２７，８００，０００ １２１，８００，０００

合 計 １５３，８２０，０００ １４１，４７０，０００

（支出の部）

科 目 平成２０年度
予 算

平成２１年度
予 算 案 摘 要

円 円

共 済 金 ２６，０００，０００ １９，７５０，０００

弔慰共済金 １２，２００，０００ （１００，０００×１２２件）
罹災共済金 ２，０５０，０００ （火災・風水害・地震）
�
�����
�����

８０歳祝金 ５，５００，０００
※平成２１年度より弔慰共済金は２００，０００円から
１００，０００円に減額
８０歳祝金５０，０００円を新設

事 務 費 ２２０，０００ ２２０，０００ 切手等
予 備 費 ５，８００，０００ ６，０００，０００
給 付 準 備 金 １２１，８００，０００ １１５，５００，０００

支 出 計 １５３，８２０，０００ １４１，４７０，０００

合 計 １５３，８２０，０００ １４１，４７０，０００

平成２１年度 東京歯科大学同窓会

共 済 基 金 収 支 予 算
�
�
自 平成２１年１月１日�

	至 平成２１年１２月３１日
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平成２１年度 東京歯科大学同窓会

名 簿 積 立 金 収 支 予 算
�
�
自 平成２１年１月１日�

�至 平成２１年１２月３１日

収 入 の 部 支 出 の 部

科 目 平成２０年度
予 算

平成２１年度
予 算 案 摘 要 科 目 平成２０年度

予 算
平成２１年度
予 算 案 摘 要

円 円 円 円
繰 入 金 ２，０００，０００ ２，７３０，０００ 経常部より

雑 収 入 １０，０００ １０，０００ 利息 通 信 費 ０ １，２３０，０００ 名簿記載事項
確認書発送料

印 刷 費 ０ １５，７１０，０００ 名簿作成費他

雑 費 ０ １００，０００ 名簿表紙デザ
イン料

前 年 度
繰 越 金

１２，２９０，０００ １４，３００，０００ 次 年 度
繰 越 金

１４，３００，０００ ０

合 計 １４，３００，０００ １７，０４０，０００ 合 計 １４，３００，０００ １７，０４０，０００

収 入 の 部 支 出 の 部

科 目 平成２０年度
予 算

平成２１年度
予 算 案 摘 要 科 目 平成２０年度

予 算
平成２１年度
予 算 案 摘 要

円 円 円 円
繰 入 金 １，０００，０００ １，０００，０００ 経常部より

雑 収 入 １０，０００ １０，０００ 利息 次 年 度
繰 越 金 ９，２３０，０００ １，６７０，０００

前 年 度
繰 越 金 ８，２２０，０００ ６６０，０００

合 計 ９，２３０，０００ １，６７０，０００ 合 計 ９，２３０，０００ １，６７０，０００

平成２１年度 東京歯科大学同窓会

退 職 積 立 金 収 支 予 算
�
�
自 平成２１年１月１日�

�至 平成２１年１２月３１日
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第１２号議案 平成２１年度 東京歯科大学同窓会

卒後研修セミナー収支予算
�
�
自 平成２１年１月１日�

�至 平成２１年１２月３１日

（収入の部）

科 目 平成２０年度
予 算

平成２１年度
予 算 案 摘 要

円 円

受 講 料 １３，７６０，０００ １０，８７０，０００

１．MTM ９５，０００×４０名＝３，８００，０００
２．歯冠修復 ５０，０００×３２名＝１，６００，０００
３．麻酔 ３５，０００×２６名＝ ９１０，０００

１０，０００×２６名＝ ２６０，０００
４．歯内療法 ５０，０００×３２名＝１，６００，０００
５．FOP ５０，０００×３６名＝１，８００，０００
６．Ｘ線 ２５，０００×３２名＝ ８００，０００
７．卒研フォーラム ５，０００×２０名＝ １００，０００

雑 収 入 ２０，０００ ２０，０００ 利息，その他

繰 入 金 １，０００，０００ ４００，０００ 卒後研修セミナー積立金会計より繰入

収 入 計 １４，７８０，０００ １１，２９０，０００

前年度繰越金 ５，０００，０００ ５，０００，０００

合 計 １９，７８０，０００ １６，２９０，０００

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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（支出の部）

科 目 平成２０年度
予 算

平成２１年度
予 算 案 摘 要

円 円
事 業 費 １８，２００，０００ １４，９００，０００

講師謝礼費 ３，８００，０００ ３，３００，０００ １．講 師 ２，５００，０００
２．実習講師 ８００，０００

講 師 旅 費 １，５００，０００ １，５００，０００ 講師旅費交通費，宿泊費

資料作成費 １，１００，０００ ９００，０００ １．実習用資料 ５００，０００
２．講演用資料 ４００，０００

実習器材費 ４，５００，０００ ４，０００，０００ １．実習用器材 ３，８００，０００
２．講演用器材 ２００，０００

役 務 費 １，７００，０００ １，４００，０００ １．セミナー役務 ５００，０００
２．運営役務 ３４０，０００
３．実習インストラクター ３３０，０００
４．症例発表 ２３０，０００

設 営 費 １，６００，０００ １，２００，０００ １．スライド関連費 ２００，０００
２．運営資材費 ４００，０００
３．演者・受講者昼食 ４００，０００
４．消耗品費 ２００，０００

印刷広報費 ８００，０００ ７００，０００ 研修用プログラム印刷他

受講証関係費 １００，０００ １００，０００

広 告 費 １，５００，０００ １，０００，０００ １．雑誌広告 ８００，０００
２．DM料 ２００，０００

渉 外 費 ６００，０００ ４００，０００ 講師打合せ会費

会 場 費 １，０００，０００ ４００，０００

事 務 費 ８００，０００ ７００，０００

通信運搬費 ６００，０００ ５００，０００ プログラム発送・セミナー案内ハガキ他

消 耗 品 費 １００，０００ １００，０００

雑 費 １００，０００ １００，０００

公 租 公 課 ４８０，０００ ４８０，０００ 消費税

小 計 １９，４８０，０００ １６，０８０，０００

予 備 費 ３００，０００ ２１０，０００

合 計 １９，７８０，０００ １６，２９０，０００
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平成２１年度 東京歯科大学同窓会

卒後研修セミナー積立金収支予算
�
�
自 平成２１年１月１日�

�至 平成２１年１２月３１日

第１３号議案 平成２１年度 東京歯科大学同窓会

時局対策費積立金会計収支予算
�
�
自 平成２１年１月１日�

�至 平成２１年１２月３１日

収 入 の 部 支 出 の 部

科 目 平成２０年度
予 算

平成２１年度
予 算 案 摘 要 科 目 平成２０年度

予 算
平成２１年度
予 算 案 摘 要

円 円 円 円
繰 入 金 ５，０００，０００ １，０００，０００ 経常部より

雑 収 入 １０，０００ １０，０００ 利息 次 年 度
繰 越 金 ３１，０６０，０００ ３２，０７０，０００

前 年 度
繰 越 金 ２６，０５０，０００ ３１，０６０，０００

合 計 ３１，０６０，０００ ３２，０７０，０００ 合 計 ３１，０６０，０００ ３２，０７０，０００

収 入 の 部 支 出 の 部

科 目 平成２０年度
予 算

平成２１年度
予 算 案 摘 要 科 目 平成２０年度

予 算
平成２１年度
予 算 案 摘 要

円 円 円 円
雑 収 入 １０，０００ １０，０００ 利息 繰 入 金

支 出 １，０００，０００ ４００，０００
卒後研修セ
ミナー予算
に繰入

前 年 度
繰 越 金 ２０，４００，０００ １９，４１０，０００ 次 年 度

繰 越 金 １９，４１０，０００ １９，０２０，０００

合 計 ２０，４１０，０００ １９，４２０，０００ 合 計 ２０，４１０，０００ １９，４２０，０００
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本会会則第２２条第２項並びに同施行細則第８条第１項一号に基づき次の会員を
本会名誉会員に推薦する。

東京歯科大学名誉教授 奥 田 克 爾 氏
前東京歯科大学 微生物学講座

（平成２０年３月３１日退職）
平成２０年４月１日 東京歯科大学名誉教授

東京歯科大学名誉教授 高 橋 正 憲 氏
前東京歯科大学 市川総合病院 リハビリテーション科

（平成２０年３月３１日退職）
平成２０年４月１日 東京歯科大学名誉教授

第１４号議案
平成２１年度 名誉会員の推薦

第１５号議案
東京歯科大学同窓会共済規程の変更

第１６号議案
平成２１年度 共済負担金

第１７号議案
東京歯科大学同窓会会則一部変更を
求むるの件

第１８号議案
同窓会員３名における
一連の事件に関わる対応について

同窓会報同封の別刷り参照

年額 ３，０００円（現行４０００円）

会則変更部について２月号に掲載予定
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